
サ
ン
エ
イ
ム
ッ
ク
 時

空
旅
人
別
冊
  蔦

屋
重
三
郎
 ～

江
戸
の
メ
デ
ィ
ア
王
と
波
乱
万
丈
の
生
涯
～
 2025年

2月
19日

発
行

別
冊

志気英邁にして、細節を修めず、人に接するに信を以てす

大河ドラマの主人公
歌麿や写楽を導いた「反骨の出版人」とは？

蔦
屋
重
三
郎

〜
江
戸
の
メ
デ
ィ
ア
王
と
波
乱
万
丈
の
生
涯
〜

蔦
重
が
活
躍
し
た
地

吉
原
を
往
く

Special Interview

大
河
ド
ラ
マ

『
べ
ら
ぼ
う

   

〜
蔦
重
栄
華
乃
夢
噺
〜

』

横
浜
流
星（
蔦
屋
重
三
郎
役
）

喜
多
川
歌
麿

大
田
南
畝

山
東
京
伝

葛
飾
北
斎

東
洲
斎
写
楽

天
才
絵
師
の
面
影
を
探
し
に

歌
麿
と
商
都
・
栃
木

がもっと楽しくなる

大河ドラマ

べらぼう
～蔦重栄華乃夢噺～
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重
三
郎

 

吉
原
よ
り
頭
角
を
現
す　
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寛
延
三
年（
１
７
５
０
）

 

蔦
屋
重
三
郎
、吉
原
に
出
生

20 

宝
暦
十
年（
１
７
６
０
）

 

徳
川
家
治
、将
軍
に
就
く

22 

安
永
元
年（
１
７
７
２
）

 

吉
原
に
て
耕
書
堂
、開
店

24 

明
和
の
大
火

26 

安
永
三
年（
１
７
７
４
）

 

『
一目
千
本
』の
発
行

75 
 

第
二
章 

 

蔦
重
、
再
起
を
図
る

 

浮
世
絵
の
パ
ワ
ー

76 

写
楽
の
正
体

 

文
／
浅
野
秀
剛（
大
和
文
華
館
館
長
、
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館
館
長
）

80 
寛
政
三
年（
１
７
９
１
）

 
歌
麿
の
美
人
画
、北
斎
の
役
者
絵

 
key person 

葛
飾
北
斎

86 

寛
政
六
年（
１
７
９
４
）

 

東
洲
斎
写
楽
の
発
掘

 
key person 

東
洲
斎
写
楽

4 
Special Interview

 

大
河
ド
ラ
マ『
べ
ら
ぼ
う
〜
蔦
重
栄
華
乃
夢
噺
〜
』

 

横
浜
流
星
さ
ん（
蔦
屋
重
三
郎
役
）

 
大
江
戸
四
才
人
絵
詞

8  

蔦
屋
重
三
郎

10 

山
東
京
伝

12 

喜
多
川
歌
麿

14 

東
洲
斎
写
楽

CONTENTS蔦屋重三郎 ～江戸のメディア王と波乱万丈の生涯～

鬢（左右の髪の生え際）を整える町娘。鏡を使って表
情を出しながら美しい襟足まで見て取れる巧みな構
図だ。歌麿は遊女だけでなく市井の美人も描いた。
喜多川歌麿筆 18世紀
東京国立博物館所蔵 出典：ColBase（https://colbase.nich.go.jp/）

『姿見七人化粧・びん直し』
すがたみしちにんけしょう・びんなおし
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冊

90 

寛
政
九
年（
１
７
９
７
）

 

『
身
体
開
帳
略
縁
起
』

 
key person 

北
尾
重
政

94 

寛
政
十
年（
１
７
９
８
）

 

蔦
重
以
降
の
江
戸
文
化

 
key person 

十
返
舎
一九
／
曲
亭
馬
琴

 
CO

LUM
N

60 

吉
原
細
見
の
見
方

98 

浅
間
の
噴
火
と
天
明
飢
饉

108 

蔦
重
時
代
の
名
品
を
観
に
美
術
館
へ

112 

厳
選
グ
ッ
ズ
通
販 

時
空
旅
人SELECT

 SH
O
P

28 

蘭
学
の
発
展

 
key person 

平
賀
源
内

30 
『
籬
乃
花
』と
吉
原

32 
黄
表
紙
本
の
発
展

34 

安
永
五
年（
１
７
７
６
）

 

『
青
楼
美
人
合
姿
鏡
』

36 

安
永
六
年（
１
７
７
７
）

 

『
娼
妃
地
理
記
』の
遊
び
心

38 

天
明
元
年（
１
７
８
１
）

 

喜
多
川
歌
麿
と
の
出
会
い

 
key person 

喜
多
川
歌
麿

42 

流
行
す
る
狂
歌
会
へ
の
参
加

 
key person 

大
田
南
畝

46 

天
明
八
年（
１
７
８
８
）

 

風
刺
的
作
品
と
出
版
統
制

 
key person 

山
東
京
伝

52  

蔦
重
を
育
て
た
夢
の
色
町

 

吉
原
を
歩
く﹇
東
京
都
﹈

62 

天
才
絵
師
の
面
影
を
探
し
に

 

歌
麿
と
商
都・栃
木﹇
栃
木
県
﹈

70 

田
沼
意
次
と
松
平
定
信
の
時
代

 

文
／
山
村
竜
也（
歴
史
作
家
）

102  

美
を
生
み
出
す
伝
統
の
技

 

版
画
工
房
を
訪
ね
る　
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情
に
厚
く
、誰
か
の
た
め
に
動
け
る
男 

蔦
重
と一緒
に一年
間
を
走
り
抜
け
る

　

横
浜
流
星
さ
ん
は
今
回
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
初
出
演
に
し
て
、
大

河
ド
ラ
マ
初
主
演
だ
。
オ
フ
ァ
ー
を
も
ら
っ
た
感
想
は
―
。

「
大
河
ド
ラ
マ
は
俳
優
と
し
て
目
標
の
一
つ
で
し
た
。
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
が
、
驚
き
の
方
が
大
き
か
っ
た
で

す
。
な
ん
で
自
分
が
？　

と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
撮
影

が
始
ま
っ
て
作
品
と
向
き
合
う
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
こ
の

作
品
は
良
い
意
味
で
大
河
ド
ラ
マ
ら
し
く
な
い
。
だ
か
ら

こ
そ
自
分
を
選
ん
で
い
た
だ
け
た
の
か
と
感
じ
ま
し
た
。

大
河
ド
ラ
マ
は
堅
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
が
、
蔦
重

の
物
語
は
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
で
展
開
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
。

陽
気
な
登
場
人
物
が
多
い
。
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
作

品
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ど
の
世
代
の
方
が
見
て
も
楽
し

め
ま
す
。
と
く
に
自
分
と
同
じ
世
代
の
人
に
見
て
ほ
し
い
。

大
河
フ
ァ
ン
も
、
そ
う
で
な
い
方
に
も
蔦
重
の
魅
力
を
お

届
け
す
る
の
が
自
分
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

脚
本
は
『
お
ん
な
城
主　

直
虎
』（
２
０
１
７
年
）の

森
下
佳
子
さ
ん
。
舞
台
は
江
戸
時
代
中
期
、
主
人
公
の
蔦

重
は
町
人
。
彼
を
ど
ん
な
人
物
と
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

「
蔦
重
は
誰
も
が
知
る
人
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

彼
は
江
戸
の
メ
デ
ィ
ア
王
、
出
版
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し

て
大
き
な
功
績
を
残
し
た
人
で
す
。
蔦
重
と
い
う
人
間
は

情
に
厚
く
、
責
任
感
が
あ
っ
て
、
新
し
い
も
の
に
挑
戦
し

て
失
敗
し
て
も
へ
こ
た
れ
な
い
メ
ン
タ
ル
を
持
っ
て
い
ま

す
。
彼
の
一
番
の
魅
力
は
、
自
分
の
た
め
に
で
は
な
く
、

誰
か
の
た
め
に
動
け
る
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
人
間
は
強

い
。
力
が
何
倍
に
も
大
き
く
な
る
し
、
ほ
か
の
人
の
協
力

を
得
ら
れ
る
。
自
分
も
蔦
重
の
よ
う
に
誰
か
の
た
め
に
頑

張
る
人
間
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

も
う
す
ぐ
横
浜
さ
ん
の
蔦
重
が
躍
動
を
始
め
る
。

「
蔦
重
は
と
て
も
人
間
臭
い
男
。
情
な
い
と
こ
ろ
も
含
め

て
、
共
感
性
の
高
い
人
物
で
す
。
見
て
い
た
だ
く
方
の
目

線
の
先
に
い
る
の
で
、
感
情
移
入
が
し
や
す
い
と
思
い
ま

す
。
監
督
か
ら
は
明
る
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
共
演
す

る
渡
辺
謙
さ
ん
か
ら
は
と
に
か
く
真
っ
直
ぐ
全
力
で
や
れ

ば
い
い
と
、
力
強
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
脚
本

の
森
下
先
生
の
描
く
世
界
で
、
蔦
重
と
し
て
明
る
く
自
由

に
生
き
ら
れ
た
ら
、
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

物
語
の
初
め
は
吉
原
が
舞
台
に
な
る
。
共
演
の
小
芝
風

花
さ
ん
は
幼
な
じ
み
の
役
だ
。

「
蔦
重
は
恋
に
は
鈍
感
な
男
で
、
そ
れ
が
彼
の
良
い
と
こ

ろ
。
自
分
は
鈍
感
に
や
っ
て
い
る
の
で
皆
さ
ん
で
ツ
ッ
コ

ミ
な
が
ら（
笑
）見
て
い
た
だ
け
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
」

　

渡
辺
謙
さ
ん
の
田
沼
意
次
と
の
対
決
も
見
ど
こ
ろ
だ
。

「
蔦
重
の
行
動
力
に
は
毎
回
驚
か
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
田

沼
意
次
に
は
っ
き
り
と
意
見
が
言
え
る
蔦
重
に
は
人
間
と

し
て
リ
ス
ペ
ク
ト
し
て
い
ま
す
。
森
下
先
生
が
登
場
人
物

を
し
っ
か
り
と
描
い
て
い
る
か
ら
、
ど
の
人
物
も
生
き
生

き
と
し
て
魅
力
的
な
人
物
に
な
っ
て
い
ま
す
」

よこはま・りゅうせい
1996年神奈川県出身。2011年俳優デビュー。
近年の出演作はドラマ「着飾る恋には理由
があって」（2021）、「DCU」（2022）、映画『き
みの瞳が問いかけている』（2020）、『線は、
僕を描く』（2022）、『正体』（2024）など。第
48回、第49回報知映画賞主演男優賞、第47
回報知映画賞助演男優賞、第46回日本アカ
デミー賞優秀助演男優賞などを受賞。大河
ドラマは初出演。

江
戸
の
賑
や
か
な
文
化
が
、こ
の
男
に
よって
華
開
く

蔦
屋
重
三
郎
役 

横
浜
流
星
さ
ん

大
河
ド
ラ
マ『
べ
ら
ぼ
う
〜
蔦
重
栄
華
乃
夢
噺
〜
』の
主
人
公
・
蔦
屋
重
三
郎
役
は

俳
優
の
横
浜
流
星
さ
ん
。
江
戸
の
メ
デ
ィ
ア
王
、
蔦
重
を
演
じ
る
抱
負
を
語
っ
た
。

取
材
・
文
／
阿
部
文
枝

大河ドラマ

べらぼう
～蔦重栄華乃
夢噺～
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麗
し
い
美
人
絵
で
外
国
で
も
評
判
を
博
し
た
喜
多
川
歌
麿

謎
の
天
才
絵
師
と
し
て
知
ら
れ
る
東
洲
斎
写
楽

江
戸
の
浮
世
絵
の
文
化
を
彩
る
彼
ら
の
影
に

一
人
の
敏
腕
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
い
た
。

そ
の
名
を
蔦
屋
重
三
郎
。

華
々
し
い
夜
の
街
・
吉
原
に
生
ま
れ
た〝
蔦
重
〞は

多
く
の
芸
術
家
た
ち
と
出
会
い
、

と
も
に
最
先
端
の
流
行
と
名
作
を
、

そ
し
て
今
に
続
く
日
本
の
文
化
を
生
み
出
し
て
いっ
た
。

さ
ぁ
、
お
待
ち
か
ね
、

お
江
戸
の
芸
術
が
、
蔦
重
に
よ
っ
て
華
開
く
！

蔦
屋
重
三
郎

〜
江
戸
の
メ
デ
ィ
ア
王
と
波
乱
万
丈
の
生
涯
〜

蔦
屋
重
三
郎

十
返
舎
一
九

朋
誠
堂
喜
三
二

東
洲
斎
写
楽

喜
多
川
歌
麿

大
田
南
畝

恋
川
春
町

葛
飾
北
斎

山
東
京
伝

北
尾
重
政

曲
亭（
滝
沢
）馬
琴

一
時
寄
宿

師
弟

狂
歌
本
な
ど
の
挿
絵
、

美
人
画
な
ど
を
依
頼

黄
表
紙
を
依
頼

黄
表
紙
を
依
頼

狂歌集、黄表紙などを依頼

一時
奉
公

狂歌集、黄表紙などを依頼

兄弟弟子

酒落本、黄表紙などを依頼

絵本
や黄
表紙
の挿
絵を
依頼

狂
歌
本
や
黄
表
紙
の
挿
絵
を
依
頼

黄表紙の挿絵や役者絵を依頼

役者
紙な
どを
依頼

戯
作
者戯

作
者

絵
師

絵
師

絵
師

絵
師

絵
師

狂
歌
師

戯
作
者

戯
作
者
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喜多川歌麿が手がけた傑作「雪
月花」の一つ『吉原の花』。時期
になると吉原には桜が運び込ま
れ、人々は花見に興じた。吉原
で生まれ育った蔦重もこのよう
な景色を見ていたのだろうか。な景色な景色を見てを見ていたのいたのだろうだろうか。か。
「吉原の花」（部分）高精細複製画　栃木市蔵　原本：
江戸時代　寛政3～4年（1791～1792）頃　紙本着色
原本：ワズワース・アセーニアム美術館蔵（アメリカ・コネチ
カット州ハートフォード）
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大
江
戸
四
才
人
絵
詞

狂
歌
、
黄
表
紙
な
ど
が
流
行
し
た
天
明
、
浮
世
絵
が
流
行
し
始
め
る
寛
永
。

蔦
屋
重
三
郎
は
そ
れ
ら
生
み
出
す
天
才
た
ち
の
旗
手
と
な
っ
た
。

文
／
上
永
哲
矢

　
絵
／
菊
馳
さ
し
み（
北
伐
）

重
こ
と
蔦
屋
重
三
郎
の
経
歴
を
知
る

に
際
し
、
ま
ず
も
っ
て
驚
か
さ
れ
る

の
が
、
江
戸
吉
原
で
生
ま
れ
た
こ
と
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
の
年
―
寛
延
三
年（
１
７
５

０
）は
、
江
戸
時
代
の
真
ん
中
を
過
ぎ
た
こ
ろ
。

天
下
泰
平
を
謳
歌
、
暇
を
持
て
余
し
た
武
士
が

金
の
あ
る
町
人
と
親
し
ん
で
、
彼
ら
に
和
歌
や

漢
詩
あ
る
い
は
狂
歌
に
戯
作
と
い
っ
た
知
的
な

遊
び
を
教
え
た
。
そ
の
場
こ
そ
吉
原
で
あ
っ
た
。

「
あ
ふ
ぎ
や（
扇
屋
）へ
行
く
の
で
、
唐
詩
せ

ん
な
ら
い
」

　

唐と
う
し
せ
ん
詩
選
の
よ
う
な
漢
籍
に
も
通
じ
る
教
養
が

な
く
て
は
、
吉
原
遊
廓
で
は
恥
を
か
く
―
。

川
柳
に
そ
う
読
ま
れ
る
ほ
ど
文
化
的
な
場
所
で

蔦
重
は
育
っ
た
。
父
の
丸
山
重
助
は
吉
原
の
勤

め
人
で
、
叔
父
や
義
兄
が
茶
屋
の
経
営
者
。
そ

の
環
境
が
蔦
重
に
商
才
や
勘
を
養
わ
せ
た
。
人

の
本
音
と
建
前
を
嗅
ぎ
分
け
る
能
力
、
人
情
の

機
微
を
察
す
る
術
も
磨
か
れ
て
い
っ
た
だ
ろ
う
。

喜
多
川
家
へ
の
養
子
入
り
を
経
て
、
安
永
元
年

（
１
７
７
２
）、
二
十
二
歳
の
蔦
重
は
叔
父
の

店
に
初
め
て
本
屋
を
出
店
。
そ
の
後
、
自
分
で

も
本
を
つ
く
る
よ
う
に
な
り
、
遊
女
評
判
記

『
一ひ
と
め
せ
ん
ぼ
ん

目
千
本
』
を
は
じ
め
『
吉
よ
し
わ
ら
さ
い
け
ん

原
細
見
』
を
出

版
。
人
を
呼
び
込
む
た
め
に
街
の
行
事
を
企
画

す
る
な
ど
精
力
的
に
活
動
し
た
。
こ
の
若
き
才

人
に
は
、
自
分
が
吉
原
を
背
負
っ
て
立
つ
と
い

う
ぐ
ら
い
の
気
概
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

天
明
三
年（
１
７
８
３
）、
日
本
橋
に
進
出

し
て
「
耕こ
う
し
ょ
ど
う

書
堂
」
を
開
業
す
る
。
山
東
京
伝
、

朋ほ
う
せ
い
ど
う
き
さ
ん
じ

誠
堂
喜
三
二
ら
の
洒
落
本
、
恋
こ
い
か
わ
は
る
ま
ち

川
春
町
ら
の

黄
表
紙
に
喜
多
川
歌
麿
、
東
洲
斎
写
楽
の
浮
世

絵
な
ど
を
次
々
と
世
に
送
り
出
す
。
だ
が
寛
政

九
年（
１
７
９
７
）に
四
十
八
歳
で
没
。
実
子
は

な
く
、
彼
の
店
を
継
い
だ
の
は
番
頭
の
勇
助
で
あ

っ
た
。
正
法
寺
に
あ
る
墓
碑
に
は
「
其
の
巧
思

妙
算
、
他
人
の
能
く
及
ぶ
所
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

遂
に
一
大
賈（
大
商
店
）を
な
す
」
と
石
川
雅ま
さ

望も
ち

に
よ
る
銘
文
か
ら
人
と
な
り
が
読
め
る
。

　

人
間
が
感
情
を
さ
ら
け
出
す
ミ
ス
テ
リ
ア
ス

な
場
で
も
あ
っ
た
吉
原
。
余
人
か
ら
み
れ
ば
、

そ
の
街
を
知
り
抜
く
蔦
重
も
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な

存
在
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。「
江
戸
の
メ
デ
ィ
ア

王
」
と
い
う
後
世
の
評
も
言
い
え
て
妙
。
だ
が
、

そ
の
素
行
に
芸
術
家
肌
の
様
子
は
あ
っ
た
ろ
う

か
。
彼
の
実
像
は
実
直
に
生
き
た
人
で
、
人
を

楽
し
ま
す
術
に
長
け
た
本
屋
の
主
人
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
の
で
は
な
い
か
。

蔦

蔦屋重三郎
吉原が生んだ不世出の本屋

厚い人望と広いネットワークで
偉大な作品を世に送り出す

つたやじゅうざぶろう　
寛延三年（1750）～寛政九年（1797）

特
集
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は
伊
勢
か
ら
深
川
に
出
て
き
た
質
屋
。

そ
の
質
屋
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た

の
が
京
伝
だ
。
蔦
重
と
同
じ
江
戸
生
ま
れ
、
遊

廓
育
ち
。
た
だ
大
き
く
異
な
る
の
は
、
京
伝
が

生
ま
れ
た
深
川（
江
東
区
）の
岡
場
所
は
非
公

認
の
私
娼
屋
が
集
ま
っ
た
遊
郭
だ
っ
た
。

　

格
式
が
あ
り
敷
居
も
高
い
吉
原
に
対
し
、
手

軽
に
遊
べ
る
深
川
と
で
は
客
層
に
も
か
な
り
の

違
い
が
あ
っ
た
。
後
年
、
吉
原
の
花お
い
ら
ん魁

を
二
度

も
身
請
け
し
て
妻
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
だ
か

ら
こ
そ
吉
原
に
は
生
涯
に
わ
た
る
執
着
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

幼
く
し
て
御
家
人（
武
士
）の
行
方
角
太
夫

に
手
習
い
を
受
け
た
が
、
こ
の
と
き
父
か
ら
貰

っ
た
文
机
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
愛
用
し
た
。「
耳

も
お
ち
足
も
く
じ
け
て
も
ろ
と
も
に
世
に
ふ
る

机
な
れ
も
老
い
た
り
」
と
、
晩
年
に
は
耳
が
遠

く
な
り
、
足
腰
も
弱
っ
た
自
分
を
こ
の
机
に
例

え
て
い
る
。
仲
間
と
の
飲
み
食
い
も
常
に
割
り

勘
。
派
手
に
遊
ぶ
一
方
で
、
普
段
は
倹
約
に
努

め
て
い
た
ら
し
い
。

　

意
外
に
も
、
最
初
は
絵
を
志
し
て
い
た
よ
う

だ
。
浮
世
絵
師
の
北
尾
重
政
に
師
事
し
て
絵
を

描
い
て
い
る
。
早
く
か
ら
文
才
と
画
才
を
発
揮

し
、
黄
表
紙
『
開
か
い
ち
ょ
う
り
や
く
の
め
く
り
あ
い

帳
利
益
札
遊
合
』
の
挿
絵
を

描
い
て
か
ら
は
戯
作
者
と
し
て
本
文
を
も
書
く

よ
う
に
な
る
。
二
十
歳
過
ぎ
の
天
明
二
年（
１

７
８
２
）、
蔦
屋
重
三
郎
と
知
り
合
い
、
彼
の

手
引
き
で
吉
原
に
遊
ぶ
。『
手
前
勝
手
御
存
知

商
売
物
』
で
大
田
南
畝
に
も
認
め
ら
れ
た
。
黄

表
紙
、
合
巻
、
洒
落
本
、
滑
稽
本
、
狂
歌
、
俳

句
、
随
筆
な
ど
ほ
ぼ
す
べ
て
の
文
学
に
通
じ
、

幼
い
頃
か
ら
音
曲
を
習
い
磨
い
た
才
能
も
如
何

な
く
発
揮
。
そ
の
後
も
蔦
重
と
は
一
緒
に
日

光
・
中
禅
寺
に
旅
行
す
る
な
ど
親
交
を
深
め
た
。

江
戸
一
と
も
い
え
る
売
れ
っ
子
に
な
る
が
、
黄

表
紙
の
絵
が
原
因
で
過
料
処
分
に
。
戯
作
を
や

め
よ
う
と
思
い
悩
む
京
伝
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ

た
の
が
、
と
も
に
処
分
を
受
け
た
蔦
重
だ
っ
た
。

　

入
門
を
志
願
し
て
き
た
曲
亭
馬
琴（
滝
沢
馬

琴
）の
頼
み
を
断
る
も
そ
ば
に
置
き
、
蔦
重
に

紹
介
し
て
蔦
屋
に
奉
公
さ
せ
る
と
い
っ
た
こ
と

も
し
て
い
る
。
寛
政
五
年（
１
７
９
３
）、
銀

座
に
煙
草
入
れ
の
店
「
京
屋
」
を
開
業
。
煙
草

入
れ
を
主
軸
に
み
ず
か
ら
デ
ザ
イ
ン
し
た
煙き
せ
る管

を
売
る
。
包
装
紙
を
絵
巻
に
し
、
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
を
綴
る
な
ど
画
期
的
な
商
売
で
も
客
を
喜

ば
せ
た
希
代
の
ア
イ
デ
ア
マ
ン
で
も
あ
っ
た
。

父

山東京伝
蔦重とコンビを組んだクリエイター

黄表紙、滑稽本、随筆に留まらず、
挿絵まで手がけるマルチな才能

さんとうきょうでん　
宝暦十一年（1761）～文化十三年（1816）
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屋
重
三
郎
の
本
名
と
同
じ
喜
多
川（
北

川
）姓
を
名
乗
っ
て
い
た
歌
麿
。
蔦
重

は
丸
山
家
か
ら
養
子
入
り
し
た
人
だ
っ
た
が
、

歌
麿
が
ど
こ
に
生
ま
れ
た
の
か
、
最
初
か
ら
江

戸
に
い
た
の
か
、
ど
こ
か
ら
か
流
れ
て
来
た
の

か
。
ま
っ
た
く
の
不
明
で
あ
る
。
年
齢
は
蔦
重

と
三
歳
ほ
ど
離
れ
て
い
た
と
も
い
わ
れ
、
そ
の

活
躍
の
時
期
か
ら
十
歳
程
度
の
差
が
あ
っ
た
と

も
い
わ
れ
る
。
と
も
か
く
も
安
永
の
終
わ
り
ご

ろ
か
ら
天
明
の
は
じ
め
、
歌
麿
は
蔦
重
の
宅
に

居
候
し
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
ほ
ぼ
身
内
に
近

い
立
場
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

山
東
京
伝
が
蔦
重
と
知
り
合
っ
た
天
明
二
年

（
１
７
８
２
）、
歌
麿
も
よ
う
や
く
世
に
出
て

く
る
。
そ
の
秋
、
上
野
の
忍
が
岡（
現
在
の
上

野
公
園
）で
戯
作
者
た
ち
が
集
ま
り
会
合
を
設

け
た
。
大お
お
た
な
ん
ぽ

田
南
畝
、
恋
川
春
町
、
明
誠
堂
喜
三

二
な
ど
錚
々
た
る
面
々
で
あ
っ
た
が
、
当
の
歌

麿
は
ま
だ
無
名
。
蔦
重
が
歌
麿
を
売
り
出
す
た

め
に
仕
掛
け
た
宴
だ
っ
た
と
も
噂
さ
れ
る
。
彼

ら
の
集
ま
り
で
名
乗
っ
て
い
た
狂
歌
名
は
「
筆ふ
で

綾あ
や
ま
る丸」。「
蔦
つ
た
の
か
ら
ま
る

唐
丸
」
と
名
乗
っ
た
蔦
重
と
は
、

ま
る
で
兄
弟
の
よ
う
な
匂
い
す
ら
感
じ
さ
せ
る
。

た
だ
歌
麿
の
才
能
は
、
戯
作
よ
り
も
絵
描
き
と

し
て
発
揮
さ
れ
て
お
り
、
大
田
ら
が
出
し
た
狂

歌
集
な
ど
に
挿
絵
を
描
く
よ
う
に
な
る
。

　

天
明
六
年（
１
７
８
６
）、
蔦
屋
か
ら
狂
歌

絵
本
と
し
て
『
絵え
ほ
ん
え
ど
す
ず
め

本
江
戸
爵
』
が
出
て
い
る
。

歌
麿
が
描
い
た
絵
に
狂
歌
師
ら
が
賛
を
寄
せ
る

も
の
で
、
こ
れ
ま
で
と
は
逆
の
発
想
か
ら
生
み

出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
蔦
重
は
以
後
、
狂

歌
師
側
か
ら
製
作
費
を
も
ら
い
、
言
っ
て
み
れ

ば
同
人
誌
の
よ
う
な
か
た
ち
で
出
版
物
を
次
々

と
発
刊
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
歌
麿
は
そ
れ
ら

の
挿
絵
を
一
手
に
引
き
受
け
て
い
る
。『
画え
ほ
ん本

虫む
し
え
ら
み
撰
』『
潮
干
の
つ
と
』『
銀
世
界
』
な
ど
で
あ
る
。

　

寛
政
期
に
な
る
と
、
蔦
重
は
歌
麿
に
美
人
画

を
描
か
せ
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
。
全
身
像
は

も
ち
ろ
ん
、
こ
と
に
首
か
ら
上
を
メ
イ
ン
に
し

た
「
大
首
絵
」
が
画
期
的
で
人
気
を
博
し
た
。

背
景
を
省
略
し
て
表
情
や
内
面
の
感
情
を
も
窺

わ
せ
る
、
そ
れ
ま
で
の
常
識
を
打
ち
破
る
も
の

で
あ
っ
た
。
以
後
、
歌
麿
と
い
え
ば
美
人
画
。

そ
し
て
春
画
で
あ
る
。
吉
原
育
ち
の
経
験
に
裏

打
ち
さ
れ
た
肉
感
た
っ
ぷ
り
の
春
画
。
こ
と
に

明
治
時
代
に
や
っ
て
き
た
外
国
人
た
ち
の
心
を

掴
み
、
春
画
を
指
し
て
「
ウ
タ
マ
ロ
」
と
称
さ

れ
る
ほ
ど
の
代
名
詞
に
な
っ
た
。

蔦

喜多川歌麿
美人画の大家。春画にも傑出

蔦重の元、当世最高の美人画で
一時代を築いた売れっ子絵師

きたがわうたまろ　
宝暦三年（1753）？～文化三年（1806）
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洲
斎
写
楽
と
は
何
者
か
…
…
。
彼
は

蔦
重
や
歌
麿
以
上
に
謎
の
ベ
ー
ル
に

包
ま
れ
た
存
在
で
あ
る
。
確
実
に
い
え
る
の
は
、

そ
の
活
動
は
寛
政
六
年（
１
７
９
４
）五
月
か

ら
翌
寛
政
七
年（
１
７
９
５
）一
月
ま
で
の
約

十
カ
月
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
数
も
一
四
五

点
ほ
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ

の
版
元
は
ほ
ぼ
蔦
屋
重
三
郎
。
彼
が
見
出
し
た

お
抱
え
絵
師
と
い
う
べ
き
存
在
で
あ
る
。
表
情

も
ポ
ー
ズ
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
か
つ
デ
フ
ォ
ル
メ

さ
れ
た
大
首
絵
。
そ
れ
は
後
世
の
人
が
江
戸
時

代
の
絵
を
想
像
す
る
に
真
っ
先
に
連
想
し
て
し

ま
う
ほ
ど
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
残
し
た
。

　

だ
が
当
代
に
お
い
て
の
ウ
ケ
は
悪
か
っ
た
。

売
れ
な
か
っ
た
。
歌
舞
伎
フ
ァ
ン
よ
り
何
よ
り
、

描
か
れ
た
側
の
役
者
が
嫌
っ
た
の
だ
と
い
う
。

大
田
南
畝
は
「
こ
れ
は
歌
舞
妓
役
者
の
似
顔
を

う
つ
せ
し
が
、
あ
ま
り
真
を
画
か
ん
と
て
あ
ら

ぬ
さ
ま
に
か
き
な
さ
せ
し
故
、
長
く
世
に
行
は

れ
ず
一
両
年
に
し
て
止
ム
」（『
浮
世
絵
類
考
』）

と
評
し
た
。
役
者
と
し
て
は
自
分
を
美
化
し
て

く
れ
れ
ば
良
い
の
に
、
欠
点
ま
で
も
く
っ
き
り

浮
か
び
上
が
ら
せ
て
は
困
る
と
い
う
の
だ
。

　

こ
れ
が
良
く
も
悪
く
も
短
期
で
活
動
を
止
め

た
理
由
と
も
思
わ
れ
る
が
、
わ
ざ
わ
ざ
南
畝
が

批
判
し
た
ぐ
ら
い
人
々
の
印
象
に
残
っ
た
の
も

事
実
で
あ
ろ
う
。

　

写
楽
の
素
性
。
そ
の
手
が
か
り
を
示
す
史
料

の
一
つ
が
斎
藤
月
岑（
１
８
０
４
〜
１
８
７

８
）が
記
し
た
『
増
補
浮
世
絵
類
考
』
に
あ
る

「
俗
称
斎
藤
十
郎
兵
衛
、
八
丁
堀
に
住
す
。
阿

州
侯
の
能
役
者
也
」
と
い
う
も
の
だ
。
蜂
須
賀

家
の
記
録
に
は
、
確
か
に
そ
の
名
前
の
能
役
者

が
い
た
こ
と
や
、
十
郎
兵
衛
の
菩
提
寺
と
さ
れ

る
法
光
寺
の
過
去
帳
に
文
政
三
年（
１
８
２

０
）三
月
七
日
に
五
十
八
歳
で
死
去
し
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
い
っ
た
い
十
郎
兵
衛
と
い

う
人
が
本
当
に
絵
描
き
の
写
楽
で
あ
っ
た
の
か

だ
ろ
う
か
。

　

写
楽
は
ど
こ
へ
消
え
た
の
か
。
若
く
し
て
急

死
し
た
説
、
歌
麿
あ
る
い
は
京
伝
、
北
斎
あ
た

り
が
画
風
を
変
え
て
偽
名
で
描
い
た
説
。
あ
る

い
は
唯
一
の
版
元
で
あ
る
蔦
重
自
身
が
写
楽
と

し
て
筆
を
と
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
…

…
古
く
か
ら
さ
ま
ざ
ま
に
検
証
さ
れ
て
き
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
バ
イ
ト
感
覚
や
片
手
間
に
描
け

る
レ
ベ
ル
の
絵
で
は
な
い
こ
と
が
、
余
計
に
後

世
の
我
々
に
首
を
捻
ら
せ
る
理
由
で
あ
ろ
う
。

東

東洲斎写楽
大首絵で絶大なインパクトを残す

10カ月というわずかな期間で
時代を騒した謎多き天才

とうしゅうさいしゃらく　
生没年不詳
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第
一
章

蔦
屋
重
三
郎

吉
原
よ
り
頭
角
を
現
す

寛
延
三
年（
１
７
５
０
）〜
寛
政
三
年（
１
７
９
１
）

『恒例形間違曽我』
いつものかたまちがいそが

奥に座るのは、この本の作者であ
る戯作者の朋誠堂喜三二。ここに
は彼から本作を手渡される蔦屋重
三郎の姿が描かれている。黄表紙
では時折、作者や版元などが、巻
頭や巻末に登場することがある。
喜三二作 北尾重政画 天明２年（１７８２）
国立国会図書館所蔵

江
戸
の
メ
デ
ィ
ア
王
、
蔦
屋
重
三
郎
は
吉
原
に
生
ま
れ
育
つ
。

そ
の
吉
原
の
ガ
イ
ド
本
を
は
じ
め
、一
気
に
名
編
集
者
へ
と
の
ぼ
り
詰
め
る
が
、

幕
府
の
政
策
に
よ
る
規
制
の
手
が
徐
々
に
忍
び
寄
る
。

文
／
上
永
哲
矢（
Ｐ
１８
〜
Ｐ
３７
）、
阿
部
文
枝（
Ｐ
３８
〜
Ｐ
５１
）

寛
延
三
年（
１
７
５
０
） 

重
助
と
津
与
の
子
と
し
て
、
江
戸
吉
原
に
生
ま
れ
る

宝
暦
七
年
頃（
１
７
５
７
） 

喜
多
川
家
の
養
子
に
な
る

安
永
元
年（
１
７
７
２
） 

吉
原
大
門
口
五
十
間
道
の
蔦
屋
次
郎
兵
衛
の
軒
先
に
て
貸
本
屋
を
営
む

安
永
三
年（
１
７
７
４
） 

初
の
刊
行
物
と
な
る
遊
女
評
判
記『
一
目
千
本
』を
刊
行

安
永
四
年（
１
７
７
５
） 

吉
原
細
見『
籬
の
花
』を
刊
行

天
明
元
年（
１
７
８
１
） 

黄
表
紙『
身
貌
大
通
神
略
縁
起
』を
刊
行
。

 

歌
麿
と
の
最
初
の
タ
ッ
グ
と
な
る

天
明
三
年（
１
７
８
３
） 

『
五
葉
松
』刊
行
し
、
以
降
吉
原
細
見
を
独
占
。

 

通
油
町
へ
移
転

天
明
五
年（
１
７
８
５
） 

狂
歌
会
を
催
し『
狂
歌
百
鬼
夜
狂
』を
刊
行

天
明
八
年（
１
７
８
８
） 

『
画
本
虫
撰
』を
刊
行

寛
政
三
年（
１
７
９
１
） 

山
東
京
伝
の
洒
落
本
三
作
が
発
禁
処
分
と
な
り
、

 

蔦
重
も
身
代
半
減
の
処
分
を
受
け
る
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七
歳
の
と
き
父
母
が
離
婚 

喜
多
川
家
に
養
子
入
り
す
る

　

蔦
屋
重
三
郎
が
生
ま
れ
た
寛
延
三
年

（
１
７
５
０
）は
桜
町
上
皇
が
崩
御
し
、

翌
年
に
は
大
御
所
・
徳
川
吉
宗（
八
代
将

軍
）が
六
十
八
歳
で
世
を
去
っ
て
い
る
。

さ
ほ
ど
特
筆
す
べ
き
事
件
も
な
い
、
江
戸

時
代
の
う
ち
で
も
平
和
な
時
期
と
い
え
た
。

　

蔦
重
の
父
は
丸
山
重
助
。
だ
が
、
こ
の

人
に
つ
い
て
は
尾
張
出
身
と
い
う
以
外
、

よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
吉
原
に
住
み
込

み
で
働
く
奉
公
人
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

母
は
江
戸
の
人
で
旧
姓
は
広
瀬
、
名
は
津

与
と
い
う
。
こ
の
両
親
の
間
に
生
ま
れ
た

子
が
柯か
ら
ま
る理
、
の
ち
の
蔦
重
で
あ
っ
た
。
兄

弟
が
い
た
形
跡
は
な
い
。
蔦
重
が
七
歳
を

迎
え
た
年
、
両
親
が
離
婚
。
津
与
は
家
を

出
て
行
き
、
母
と
別
れ
て
暮
ら
す
寂
し
さ

を
柯
理
は
後
年
、
述
懐
し
て
い
る
。

　

柯
理
は
尾
張
屋
と
い
う
引
手
茶
屋
を
営

1750年

寛延3年

蔦
屋
重
三
郎
、吉
原
に
出
生

大
江
戸
・
吉
原
に
生
を
受
け
た
蔦
屋
重
三
郎
。
詳
し
い
記
録
が
な
く
、
極
め
て
不
明
瞭
か
つ
、

お
ぼ
ろ
げ
な
彼
の
前
半
生
だ
が
、
江
戸
の
政
情
や
吉
原
の
状
況
か
ら
様
子
を
炙
り
出
し
て
み
よ
う
。

江
戸
最
大
の
遊
廓
で
産
声
を
あ
げ
た
蔦
重
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む
叔
父（
姓
は
喜
多
川
）に
引
き
取
ら
れ
る
。

そ
の
喜
多
川
家
に
養
子
入
り
し
て
丸
山
か

ら
喜
多
川
へ
改
姓
。「
蔦
屋
重
三
郎
」
な

る
通
称
の
由
来
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

養
子
入
り
後
そ
う
名
乗
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
耕
書
堂（
蔦
重
）の
主
人
に
叔
父
あ
り
。

尾
張
屋
と
云
い
、
新
吉
原
仲
の
町
な
る
。

七
軒
第
一
の
茶
屋
に
て
。
其
の
家
す
こ
ぶ

る
富
り
」
と
、
の
ち
に
曲
亭（
滝
沢
）馬

琴
が
『
吾
仏
乃
記
』
に
記
し
て
い
る
。
蔦

重
は
そ
ん
な
繫
盛
し
て
い
た
叔
父
の
家
に

住
ん
だ
。吉
原
で
相
応
の
妓
楼（
遊
女
屋
）

で
遊
ぶ
客
は
、
ま
ず
妓
楼
と
つ
な
が
り
の

あ
る
引
手
茶
屋
で
酒
な
ど
飲
み
、
そ
れ
か

ら
妓
楼
へ
通
さ
れ
た
。
よ
ほ
ど
上
客
や
馴

染
み
の
客
で
な
け
れ
ば
例
外
な
く
、
教
養

あ
る
武
士
階
層
や
富
裕
層
、
い
わ
ゆ
る

「
通
人
」
も
茶
屋
の
暖
簾
を
く
ぐ
っ
た
。

珂
理
は
そ
ん
な
環
境
に
暮
ら
し
、
人
付
き

合
い
の
法
や
商
才
を
磨
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

KEYWORD

江戸の戯作者・曲亭馬琴こと滝沢興邦（おきく
に）が刊行した5巻5冊の書。滝沢家の家父と
して、子孫の繁栄を願って綴った家の記録
（家記）である。馬琴（1767年生まれ）は一時期、
蔦屋にて働いていた。

『吾仏乃記』 あがほとけのき

吉原遊郭や深川などの岡場所で、遊客を遊女
屋に案内するために置かれた茶屋。遊客を遊
女屋へ送り迎えしたり、酒宴を世話した。一
流の妓楼（遊女屋）は直接に客を店に上げず、
必ずこの茶屋を通すしきたりがあった。

引手茶屋 ひきてぢゃや

『伊達模様見立蓬莱』
だてもようみたてほうらい

蔦重が初期に出した黄表紙の一つ。
その最後の一コマに描かれる舞台の
幕を開けるのは、蔦重本人とみられ
る人物。黄表紙は大人向けパロディ
漫画的な書で蔦重は10点刊行した。
安永9年（1780） 国立国会図書館所蔵

『青楼絵抄年中行事』
せいろうえしょうねんじゅうぎょうじ

四季折々の吉原の風俗を喜多川歌
麿の絵を交えて伝える。享和4年
(1804)正月、上総屋忠助刊。十返
舎一九著、喜多川歌麿画による吉
原の風俗絵本。上下2巻。妓楼内
の賑わいの様子を伝える。
十返舎一九著　 柴屋歌麿（喜多川歌麿）筆 
享和4年（1804） 国立国会図書館所蔵
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名
高
き
田
沼
時
代
を
つ
く
っ
た 

当
代
の
将
軍
の
素
顔
と
は

　

宝
暦
十
年（
１
７
６
０
）の
五
月
三
日
、

父
・
家
重
の
隠
居
に
よ
って
徳
川
宗
家
の
家

督
を
継
ぎ
、
十
代
将
軍
に
就
任
し
た
徳
川

家
治
。
と
き
に
二
十
四
歳
。
大
御
所
と
な

っ
た
家
重
が
、
そ
の
翌
年
に
五
十
一
歳
で
亡

く
な
り
、
い
わ
ゆ
る
大
御
所
政
治
と
い
う
二

頭
体
制
が
布
か
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　

彼
の
祖
父
は
徳
川
吉
宗（
八
代
将
軍
）

で
あ
る
。
祖
父
か
ら
可
愛
が
ら
れ
て
英
才

教
育
を
施
さ
れ
、
幼
く
し
て
聡
明
さ
を
発

揮
し
て
い
た
と
い
う
。
筆
で
紙
に
堂
々
と

「
龍
」
の
字
を
書
い
た
は
い
い
が
、
大
き

く
書
き
す
ぎ
て
紙
の
外
の
畳
に
点
を
書
い

た
と
い
う
。
そ
れ
を
見
た
吉
宗
た
ち
周
り

の
者
は
「
大
器
な
り
」
と
喜
ん
だ
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

　

そ
う
し
た
教
育
の
甲
斐
あ
っ
て
家
治
は

剣
術
・
槍
術
・
弓
術
・
馬
術
に
熟
達
し
、

吉
宗
が
好
き
だ
っ
た
鷹
狩
り
に
も
よ
く
出

る
な
ど
文
武
両
道
の
名
君
へ
と
成
長
す
る
。

将
軍
の
座
に
就
い
た
家
治
は
老
中
・
松
平

武
元
を
呼
ん
で
こ
う
い
っ
た
。

「
余
は
父
の
多
病
で
不
幸
に
し
て
将
軍
に

な
っ
た
が
、
若
年
で
国
政
に
習
熟
し
て
い

な
い
。
何
事
に
も
気
が
つ
い
た
こ
と
が
あ

れ
ば
言
上
し
、
も
し
間
違
い
が
あ
れ
ば
諫

言
し
て
ほ
し
い
」
と
。
吉
宗
の
も
と
で
三

十
年
も
国
政
を
担
っ
て
き
た
武
元
は
、
そ

の
言
葉
通
り
安
永
八
年（
１
７
７
９
）に

亡
く
な
る
ま
で
家
治
を
支
え
た
。

　

そ
の
後
、
家
治
は
彼
に
代
わ
っ
て
田
沼

意
次
を
起
用
す
る
。
す
で
に
家
重
の
代
か

ら
本
丸
に
詰
め
、
一
万
石
の
大
名
と
な
っ

て
い
た
意
次
を
家
治
は
さ
ら
に
重
用
。
最

盛
期
に
は
相
良
藩
五
万
七
千
石
の
大
名
と

な
っ
た
。
明
和
四
年（
１
７
６
７
）に
側

用
人
、
さ
ら
に
安
永
元
年（
１
７
７
２
）

に
は
老
中
に
昇
進
と
、
約
三
十
年
に
及
ぶ

「
田
沼
時
代
」
が
始
ま
っ
た
。

1760年

宝暦10年

徳
川
家
治
、将
軍
に
就
く

喜
多
川
家
に
養
子
入
り
し
た
蔦
重
が
十
歳
を
過
ぎ
た
頃
の
宝
暦
十
年（
１
７
６
０
）、
江
戸
城
に
て
将
軍
が
交
代
。

九
代
将
軍
・
家
重
が
隠
居
し
て
大
御
所
と
な
り
、
家
治
が
十
代
将
軍
の
座
に
就
い
た
の
で
あ
る
。

蔦
重
が
喜
多
川
家
に
養
子
入
り
し
て
ま
も
な
い
頃

徳川家治
元文2年（1737）～天明6年
（1786）。第10代将軍。徳川
家重の長男。母は梅渓通条の
娘・梅渓幸子（至心院）。田沼
意次を老中に任命し幕政を任
せてからは将棋などの趣味に
ふける機会が増える。
『徳川家治画像』 東京大学史料編纂所所蔵模写

徳
川
氏（
将
軍
家
）略
系
図

徳
川
将
軍
家

清
康

（
松
平
）

家
康

（
徳
川
）

秀
康

（
結
城
）

忠
輝

（
松
平
）

義
直

（
尾
張
藩
）

頼
宣

（
紀
伊
藩
）

頼
房

（
水
戸
藩
）

信
康

秀
忠

家
光

忠
長

和
子

正
之

（
保
科
）

（
七
代
略
）

光
貞

広
忠

家
綱

綱
重

家
宣

家
重

宗
武

（
田
安
家
）

宗
尹

（
一橋
家
）

家
継家

治
治
済

家
斉

斉
順

家
茂

家
慶

家
定

斉
礼

斉
位

慶
頼

家
達

（
宗
家
継
承
）

斉
敦

斉
匡

（
田
安
家
継
承
）

重
好

（
清
水
家
）

定
信

（
松
平
）

綱
吉

吉
宗

斉
昭

慶
喜

（
紀
伊
家
継
承
）

1

2

3

4

6

7

5
8

9

10

11

12

13 14
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江戸城
家康から慶喜まで徳川将軍家15
代の居城だった江戸城。明暦の大
火（1657）により天守はじめ城構
の多くを焼失。天守は再建されず、
伏見城の櫓を移築したとされる富
士見櫓が天守の役割を担った。
写真／PIXTA

KEYWORD

1713?～1779。常陸国府中藩の第3代藩主・松
平頼明の次男。上野国館林藩2代藩主に養子
入り。延享4年（1747年）に老中、明和元年
（1764年）に老中首座。吉宗、家重、家治の3
代の将軍に仕え「西丸下の爺」と呼ばれた。

17117133? 177779 常陸国府中藩
松平武元 まつだいらたけちか

田沼意次が政治の実権を握った明和4年
（1767）から天明6年（1786）までの時期。田沼
意次は徳川家治の側用人から老中となり、幕
府の財政難を立て直すために商業政策や貿易
拡大政策を推進した。

沼意田沼意次が次が
田沼時代

松松 武

将
軍
の
代
替
わ
り
を
経
て

華
や
か
な
田
沼
時
代
が
到
来
す
る
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義
兄
の
店
の
一
角
に
お
い
て 

耕
書
堂
が
ス
タ
ー
ト
す
る

　

安
永
元
年（
１
７
７
２
）、
蔦
重
は
念

願
と
い
う
べ
き
か
、
初
め
て
の
店
「
耕
書

堂
」
を
出
し
た
。
こ
の
年
、
数
え
二
十
三

歳
。
…
…
と
は
い
っ
て
も
、
ま
だ
独
立
店

舗
で
は
な
い
。
場
所
は
吉
原
大お
お
も
ん門
の
外
側
、

五
十
間
道
と
い
う
吉
原
の
出
入
口
。
そ
の

通
り
に
並
ぶ
店
の
一
軒
が
義
兄
・
蔦
屋
次

郎
兵
衛
の
店
で
、
そ
の
一
角
を
間
借
り
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。「
蔦
屋
」
を

名
乗
っ
た
彼
は
、
そ
の
時
点
で
曲
が
り
な

り
に
も
吉
原
の
店
舗
経
営
者
の
一
人
に
名

乗
り
を
上
げ
た
こ
と
に
な
る
。
な
れ
ば
こ

そ
、
と
う
に
自
立
し
て
い
た
歳
で
あ
る
し
、

義
兄
の
店
の
手
伝
い
で
は
な
く
自
身
の
店

を
持
つ
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
店
は
「
耕
書
堂
」
の
名
が
示
す
通
り
、

本
を
扱
う
店
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と

い
っ
て
も
現
在
の
書
店
の
よ
う
に
販
売
が

メ
イ
ン
で
は
な
い
。
当
時
、
書
物
の
値
段

は
モ
ノ
に
も
よ
る
が
、
お
お
よ
そ
三
〇
〇

文（
数
千
円
）。
蕎
麦
十
六
文
、
銭
湯
八

文
の
時
代
。
大
工
の
日
給
よ
り
高
い
も
の

も
あ
り
、
有
料
で
貸
す
「
貸
本
屋
」
が
寛

永
の
初
め
頃
か
ら
あ
っ
て
、
印
刷
技
術
が

発
達
し
た
江
戸
で
は
流
行
り
の
商
売
だ
っ

た
が
、
間
借
り
の
店
で
は
そ
れ
ほ
ど
多
く

の
本
が
並
べ
ら
れ
た
と
は
思
え
ず
、
蔦
重

は
ほ
か
に
稼
ぎ
の
手
段
を
得
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
「
蔦
屋
重
三
郎
」
の
名
前
が

初
め
て
資
料
に
出
て
く
る
の
は
、
安
永
三

年（
１
７
７
４
）刊
の
鱗う
ろ
こ
が
た
ま
ご
べ
え

形
孫
兵
衛
版
の

吉
原
細
見 

『
細さ
い
け
ん
あ
あ
お
え
ど

見
鳴
呼
御
江
戸
』
で
あ
る
。

吉
原
細
見
と
は
吉
原
情
報
を
一
冊
に
盛
り

込
ん
だ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
だ
。
そ
の
中
に
は

妓
楼（
遊
女
屋
）と
そ
こ
に
所
属
す
る
遊
女
、

そ
の
揚
代
金
、
遊
客
と
遊
女
屋
を
取
り
結

ん
で
い
た
引
手
茶
屋
や
舟
宿
、
ま
た
吉
原

所
属
の
芸
者
の
一
覧
な
ど
が
ま
と
め
て
掲

1772年

安永元年

吉
原
に
て
耕
書
堂
、開
店

江
戸
時
代
の
元
号
は
、
じ
つ
に
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
。
寛
延
か
ら
宝
暦
、
明
和
そ
し
て
安
永
。

そ
の
安
永
を
迎
え
る
と
同
時
に
、
蔦
重
は
商
売
人
と
し
て
本
格
的
に
歩
み
始
め
る
こ
と
と
な
る
の
だ
。

明
和
か
ら
安
永
へ
。
二
十
歳
を
超
え
た
蔦
重
の
躍
動

『吉原細見五葉枩』
よしわらさいけんごようまつ

蔦屋重三郎が天明3年（1783）
に刊行した吉原細見。この頃
には蔦屋が独占販売していた。
吉原の客向けのガイドブック
で、実用的かつコストカット
がはかられている。大門前に
並ぶ店の一つに「さいけん版
元本屋・蔦屋重三郎」の名がは
っきり見える（赤枠）。
天明3年（1783）　国立国会図書館蔵

載
さ
れ
て
い
た
。

　

誰
し
も
、
ど
こ
に
ど
の
遊
女
が
い
る
の

か
知
り
た
い
は
ず
。
吉
原
で
遊
ぶ
客
に
は

重
宝
が
ら
れ
、
好
ん
で
買
い
求
め
る
人
が

多
か
っ
た
。
安
い
の
で
簡
素
な
吉
原
土
産

に
も
な
っ
た
。
当
時
、
正
月
と
七
月
の
年

二
回
、
内
容
を
改
訂
し
た
新
版
が
発
行
さ

れ
る
決
ま
り
で
あ
っ
た
。
先
の
『
細
見
鳴

呼
御
江
戸
』
は
鱗
型
屋
が
発
刊
し
た
も
の

だ
が
、
奥
付
に
あ
た
る
と
こ
ろ
に
「
蔦
屋

重
三
郎
」
の
名
が
あ
り
、
そ
の
「
改
め
」

お
よ
び
「
卸
し
」
に
彼
が
携
わ
っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。「
改
め
」
は
、
吉
原
の

妓
楼
に
所
属
す
る
遊
女
の
名
前
や
格
付
け

を
一
軒
一
軒
、
取
材
す
る
と
い
っ
た
重
要

な
仕
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
手
間
を
か
け
ず

し
て
は
「
吉
原
細
見
」
は
意
味
を
成
さ
ぬ

も
の
と
な
る
。
蔦
重
が
確
か
に
こ
う
し
た

仕
事
に
関
わ
っ
て
い
た
の
が
明
ら
か
な
の

は
、
彼
の
前
半
生
の
動
静
を
探
る
う
え
で

貴
重
な
手
が
か
り
で
あ
る
。
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耕
書
堂
経
営
の
か
た
わ
ら
、

「
吉
原
細
見
」制
作
に
も
携
わ
る

『画本東遊』
えほんあずまあそび

葛飾北斎画の『画本
東都遊』に「蔦屋耕書
堂」という名の店先
が描かれている。こ
れは後年、独立した
見世。蔦屋重三郎の
名前入りの看板、山
東京伝の著作や狂歌
本の宣伝が並ぶ。
葛飾北斎画 享和2年（1802）
東京都立図書館所蔵

KEYWORD

明和の後、天明の前で、1772年から1781年までの10年。この時代の将軍は徳川
家治、天皇は後桃園天皇、光格天皇。明和9年（1772）11月 改元した。3年、杉田
玄白らが『解体新書』を刊行。8年、平賀源内が没している。

安永 あんえい
寛文期（1661～1673年）に始まった地本を制作、販売した問屋。地本とは江戸
で出版された大衆本の総称。洒落本・草双紙・読本・滑稽本・狂歌本など。草双紙
（赤本・黒本・青本・黄表紙・合巻）があった。蔦屋もこれにあてはまる。

地本問屋 じほんどんや
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明
和
の
大
火

「
火
事
と
喧
嘩
は
江
戸
の
華
」と
い
わ
れ
た
江
戸
時
代
。

吉
原
も
頻
繁
に
火
災
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
が
意
外
な
裏
話
も
あ
っ
た
。

江
戸
三
大
大
火
の
一つ

光明寺の『明和の大火死者供養墓』と目黒大圓寺石仏群
右／光明寺（港区虎ノ門）の過去帳には、明和の大火で境内に避難した男女90人が焼死、寺の諸堂も
残らず焼失したとある。左／出火元となった大圓寺で供養のために作られた五百羅漢の石仏群。

　

江
戸
時
代
に
あ
た
る
二
六
七
年
間
に
、

江
戸
で
は
じ
つ
に
九
十
回
も
の
大
火
が
発

生
し
た
と
い
う
。
同
時
代
に
京
都
や
大
坂

で
も
火
災
が
起
き
て
い
る
が
、
十
回
に
満

た
な
い
。
人
口
の
爆
発
的
増
加
に
伴
い
、

火
事
は
避
け
ら
れ
ぬ
災
害
と
い
え
た
。

　

江
戸
城
の
天
守
を
も
焼
き
尽
く
し
た
明

暦
の
大
火（
１
６
５
７
）は
、
吉
原
と
関

わ
り
が
深
い
。
そ
も
そ
も
吉
原
遊
廓
は
江

戸
幕
府
が
開
府
さ
れ
て
間
も
な
い
元
和
三

年（
１
６
１
７
）、
日
本
橋
葺ふ
き
や
ち
ょ
う

屋
町（
現

在
の
日
本
橋
人
形
町
）に
造
ら
れ
た
。
し

か
し
、
こ
の
大
火
で
街
は
全
焼
し
、
浅
草

方
面
の
日
本
堤
に
新
た
な
吉
原
が
で
き
た

と
い
う
歴
史
が
あ
っ
た
。

　

蔦
重
も
見
聞
し
た
で
あ
ろ
う
明
和
の
大

火（
１
７
７
２
）は
、
先
の
明
暦
や
文
化

の
大
火（
１
８
０
６
）と
合
わ
せ
て
「
江

戸
三
大
火
事
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
大
規
模

な
火
災
で
あ
っ
た
。
二
月
二
十
九
日
午
後
、
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火
事
で
何
度
も
焼
け
て
い
た
吉
原

焼
け
た
こ
と
で
メ
リ
ッ
ト
も
あっ
た
？

『目黒行人坂火事絵巻』
めぐろぎょうにんざかかじえまき

明和の大火（目黒行人坂火事）による
すさまじい被害の様子を描いたもの。
燃える屋根に悌子をかけ、火消たち
が人々を救おうと、果敢に猛火に挑
む様子が見える。
国立国会図書館所蔵

目
黒
行
人
坂
の
大
円
寺（
大
圓
寺
）か
ら

出
火
し
、
火
は
麻
布
・
芝
か
ら
江
戸
城
郭

内
・
京
橋
・
日
本
橋
・
神
田
・
本
郷
・
浅

草
な
ど
に
延
焼
、
千
住
ま
で
達
し
た
。

　

死
者
一
万
四
千
七
百
人
、
行
方
不
明
者

は
四
千
人
を
超
え
た
と
い
い
、
老
中
に
な

っ
た
ば
か
り
の
田
沼
意
次
の
屋
敷
も
類
焼

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
火
災
を
き
っ

か
け
に
元
号
が
明
和
か
ら
安
永
に
改
め
ら

れ
た
ほ
ど
、
影
響
の
大
き
な
火
災
だ
っ
た
。

幸
い
に
も
吉
原
に
大
き
な
被
害
は
な
か
っ

た
よ
う
だ
が
、
こ
れ
に
前
後
し
て
二
回

（
１
７
６
８
年
、
１
７
８
７
年
）、
吉
原

は
大
火
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
遊
郭
の
営

業
が
始
ま
っ
て
明
治
維
新
ま
で
、
お
よ
そ

十
年
に
一
度
の
割
合
で
吉
原
は
全
焼
し
た
。

遊
女
に
よ
る
放
火
も
多
か
っ
た
。
た
だ
意

外
に
も
、
焼
け
る
こ
と
で
メ
リ
ッ
ト
も
あ

っ
た
と
い
う
。
建
て
替
え
の
間
、
妓
楼
は

江
戸
市
中
の
民
家
な
ど
を
「
仮
宅
」
と
し

て
臨
時
営
業
を
す
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
た

か
ら
だ
。
仮
宅
で
の
営
業
は
格
式
や
伝
統

に
と
ら
わ
れ
ず
値
段
も
普
段
よ
り
安
く
設

定
さ
れ
、
客
が
ど
っ
と
押
し
寄
せ
た
の
だ

と
い
う
。
そ
れ
で
店
も
儲
か
る
。
普
段
行

け
な
い
近
所
の
寺
社
に
参
詣
し
、
花
火
見

物
や
銭
湯
な
ど
で
束
の
間
の
自
由
を
喜
ぶ

遊
女
ら
も
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

田端駅巣鴨駅

上野駅

秋葉原駅
両国駅

向　島浅　草本　郷

牛　込

赤　坂

本　所

深　川

吉原

銀　座

麻　布 芝

高　輪

小石川

東京駅

新橋駅

田端駅

品川駅 明和9年（1772）
2月29日～30日大火
焼失範囲

目
黒
駅

火元

四ツ谷駅
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『一目千本』 ひとめせんぼん

書店を開きつつ出版業を始めた蔦屋重三郎が初めて出版した本のタイトルは『一目千本』。奥付には、
確かに版元である彼の名前と住所（新吉原五十間）、画家・北尾重政の名がはっきり記されている。

安永3年（1774）　大阪大学附属図書館所蔵　出典: 国書データベース

1774年

安永3年

『
一目
千
本
』の
発
行

吉
原
に
店
を
開
い
て
か
ら
二
年
後
、
蔦
屋
と
し
て
は
初
め
て
と
な
る
出
版
物
を

世
に
送
り
出
す
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
は
安
永
三
年
七
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

蔦
屋
重
三
郎
、初
の
遊
女
評
判
記

吉
原
の
人
間
な
ら
で
は
の
試
み 

一癖
あ
る
遊
女
評
判
記
の
出
版

「
一
目
千
本
」
と
い
え
ば
、
安
土
桃
山
時

代
の
豊
臣
秀
吉
の
花
見
を
思
う
人
も
い
る

だ
ろ
う
。
吉
野
の
高
台
か
ら
眺
め
る
桜
の

見
事
な
こ
と
を
そ
う
呼
ん
だ
と
い
う
。

　

江
戸
吉
原
に
お
い
て
出
版
業
を
始
め
た

蔦
重
は
、
自
身
が
初
め
て
刊
行
し
た
書
物

に
そ
の
名
を
付
け
た
。
安
永
三
年（
１
７

７
４
）七
月
刊
の『
一
目
千
本
』の
こ
と
で
、

当
時
の
一
流
画
家
・
北
尾
重
政
に
筆
に
よ

る
画
を
メ
イ
ン
に
し
た
絵
本
で
あ
る
。
大

胆
に
も
、
吉
原
の
遊
女
を
花
に
見
立
て
る

と
い
う
、
吉
原
の
人
な
ら
で
は
の
発
想
に

基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
、
当

の
吉
原
か
ら
発
刊
さ
れ
た
初
め
て
の
出
版

物
で
あ
り
、
そ
の
点
で
画
期
的
と
い
え
た
。

　

中
身
は
、
挿
花
の
絵
に
遊
女
の
名
を
添

え
た
か
た
ち
で
遊
女
の
評
判
、
イ
メ
ー
ジ

を
伝
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
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京都島原，江戸吉原，大坂新町の
各遊廓の遊女の容貌や技芸などを
品評した書。江戸前期に述作され
出版された。遊女の名簿としての
実用性は吉原では「細見」に受け継
がれた。蔦重の『急戯花之名寄』も
それに倣った内容。

遊女評判記 ゆうじょひょうばんき

「急戯（にわか）」とは毎年8月に
吉原で行なわれる即興の寸劇・俄
狂言（にわかきょうげん）を指す。
その開催に合わせて作られたか。
内容は、遊女の紋の入った提灯と
桜花の絵とともに、その遊女の評
が記されている。

「急戯花乃名寄」 にわかはなのよせ

KEYWORD

平安時代の国風文化の影響以降に、
桜は観賞用途（花見）で花の代名詞
とされるほど特別な位置を占める
ようになった。江戸時代にはカン
ザンなどの多種のサトザクラ群や
ソメイヨシノ（染井吉野）などが生
まれている。

桜

『三枡増鱗祖』 みますますうろこのはじめ

江戸中期の戯作者で江戸で大ブームを起こした
「黄表紙」の創始者とされる恋川春町による絵本。
版元である「鱗形屋」と、その隣にあったもぐさ店
「三升屋」を宣伝するPR本ながら馬鹿売れした。
恋川春町画　国立国会図書館所蔵

『一目千本』とは、文字通り一見して1000本、つまり数えきれないほどの花を見渡せるという意味を
持つ。百合や菊、ぼたん、水仙、ききょうなどの花々が花器に生けられているさまは遊女の擬態である。

具
体
的
に
文
字
で
「
評
判
」
を
書
い
た
も

の
で
は
な
く
、
見
る
人
が
感
じ
る
に
任
せ

る
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
数
も
限
定
的
で
当
時

の
遊
女
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
『
吉
原
細
見
』
の
よ
う
な
実
用
性

に
は
欠
け
た
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
掲
載

を
希
望
す
る
馴
染
み
客
や
妓
楼
、
あ
る
い

は
遊
女
本
人
か
ら
出
資
を
募
る
か
た
ち
で

発
刊
さ
れ
た
遊
び
に
近
く
、
記
念
誌
的
な

性
質
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

翌
安
永
四
年（
１
７
７
５
）三
月
に
も
、

蔦
重
は
『
急
戯
花
之
名
寄
』
と
い
う
遊
女

評
判
記
を
出
し
た
。
吉
原
で
は
三
月
の
行

事
の
桜
に
合
わ
せ
る
か
た
ち
の
行
事
を
こ

の
年
に
復
活
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
機
に
合

わ
せ
て
発
行
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
よ

っ
て
吉
原
に
通
う
通
人
、
吉
原
フ
ァ
ン
に

は
い
ず
れ
も
好
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
ら
の
読
み
物
か
ら
は『
吉
原
細
見
』と

は
別
角
度
か
ら
の
独
自
の
試
み
で
「
お
ら

が
街
・
吉
原
」
を
盛
り
立
て
て
や
ろ
う
と

い
う
蔦
重
の
気
概
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

記
念
す
べ
き
蔦
重
最
初
の
刊
行

花
の
吉
原
を
体
現
す
る
形
の一
冊

鱗形屋 うろこがたや

鱗形屋は江戸の大伝馬町三丁目にあった地本問屋。
鱗形屋孫兵衛という当主が経営、噺本・仮名草子・
絵本や浄瑠璃本などを手広く扱っていた。『吉原細
見』も鱗形屋のものが評判で一時期は独占販売し
ていたが、次第に家業が衰えて没落した。細見は
蔦屋が引き継ぐような形に。
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『
一目
千
本
』と
同
年
の 

安
永
三
年
に
完
成
し
た
医
学
書

「
五
臓
六
腑
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う

に
、
江
戸
時
代
の
日
本
医
学
は
古
代
中
国

の
東
洋
医
学
に
基
づ
い
た
伝
統
的
な
考
え

が
主
流
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
が
変
わ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

が
蘭
方
医
の
杉
田
玄
白
・
前
野
良
沢
・
中

川
淳
庵
ら
に
よ
る
西
洋
の
解
剖
書
『
タ
ー

ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
』
と
の
出
会
い
で
あ

っ
た
。
同
書
を
見
た
彼
ら
は
、
自
分
ら
が

知
る
人
体
や
医
学
の
知
識
に
違
和
感
を
覚

え
、
明
和
八
年（
１
７
７
１
）に
実
学
を

試
み
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
処
刑
場
で

あ
っ
た
小
塚
原
刑
場
で
罪
人
の
遺
体
の
腑

分
け（
解
剖
）を
依
頼
、
目
の
前
で
見
学

し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
彼
ら
は
自

分
た
ち
が
学
ん
で
き
た
漢
方
医
学
が
間
違

っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。

「
一
と
し
て
い
さ
さ
か
違
ふ
事
な
き
品
々

な
り
、
古
来
医
経
に
説
た
る
所
の
肺
の
六

葉
、
両
耳
肝
の
左
三
葉
、
右
四
葉
な
ど
い

へ
る
分
ち
も
な
く
、
腸
胃
の
位
置
形
狀
も

大
に
古
説
と
異
な
り
」（『
蘭
ら
ん
が
く
こ
と
は
じ
め

学
事
始
』）

　

同
時
に
『
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
』

に
描
か
れ
た
人
体
の
中
身
、
隅
々
ま
で
記

さ
れ
た
正
確
さ
に
感
銘
を
受
け
、
西
洋
医

学
の
正
確
性
を
認
め
、
か
の
書
の
日
本
語

訳
に
挑
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

苦
節
四
年
を
経
た
も
の
の
安
永
三
年（
１

７
７
４
）、
こ
の
翻
訳
書
は
『
解
体
新
書
』

と
名
付
け
ら
れ
刊
行
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
藩

医
ま
で
務
め
て
い
た
玄
白
で
あ
っ
た
か
ら
、

友
人
で
奥
医
師
の
桂
か
つ
ら
が
わ
ほ
さ
ん

川
甫
三
に
依
頼
し
、

彼
か
ら
将
軍
・
徳
川
家
治
に
献
上
さ
れ
た
。

一
方
で
、
前
野
良
沢
は
第
一
の
功
労
者
な

が
ら
、
翻
訳
者
に
自
分
の
名
前
を
出
す
こ

と
を
望
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
翻
訳
の
正
確

性
に
納
得
が
い
か
な
か
っ
た
た
め
と
も
推

測
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
挿
絵
を
描
い
た

の
は
秋
田
藩
角
館
の
藩
士
・
小
田
野
直
武

で
あ
っ
た
。
玄
白
と
も
親
し
い
平
賀
源
内

の
紹
介
で
あ
っ
た
と
い
う
。

前野良沢
1723～1803年。豊前国中津
藩（大分県中津市）の藩医、蘭
学者。長崎留学で入手した
『ターヘル・アナトミア』を和
訳し、杉田玄白らと協力して
『解体新書』を出すが、そのな
かに自分の名を出さなかった。
『医家先哲肖像集』　国立国会図書館所蔵

『解体新書』
一般に『ターヘル・アナトミア』の翻訳書といわれるが、単純な逐語訳ではなく杉田玄白らの手で再構成され
た医学書で『トンミュス解体書』『バルシトス解体書』『ミスケル解体書』などが参考にされている。
杉田玄白著 小田野直武画　安永3年（1774）
東京富士美術館所蔵「東京富士美術館収蔵品データベース」収録

杉田玄白
1733～1817年。若狭国小浜
藩の藩医。前野良沢や中川淳
庵らと『ターヘル・アナトミ
ア』を和訳した『解体新書』を
出す。後年、回想録として『蘭
学事始』を執筆し前野良沢ら
の業績を伝えた。
『蘭学事始』　国立国会図書館所蔵

蘭
学
の
発
展

蔦
重
と
同
時
代
を
生
き
た
人
物
に『
解
体
新
書
』の
出
版
で
知
ら
れ
る

前
野
良
沢
や
杉
田
玄
白
が
い
る
。
医
師
・
蘭
学
者
で
あ
る
彼
ら
の
業
績
と
は
。

近
代
化
学
が
次
々
導
入
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杉
田
玄
白
は
後
年
に
『
蘭
学
事
始
』
を

書
い
て
前
野
良
沢
ら
、
多
く
の
同
志
の
功

績
を
後
世
に
伝
え
た
。
な
か
で
も
平
賀
源

内
の
扱
い
は
破
格
で
、
彼
と
の
対
話
に
一

章
を
割
い
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

源
内
の
出
自
は
武
士
で
あ
り
、
讃
岐
国

寒さ
ん
が
わ川郡（
現
在
の
香
川
県
さ
ぬ
き
市
）の

白
石
家
の
三
男
だ
っ
た
。
だ
が
二
度
も
脱

藩
し
た
た
め
、
元
の
高
松
藩
だ
け
で
な
く
、

い
ず
れ
の
藩
に
も
召
し
抱
え
を
拒
ま
れ
る

（
奉
ほ
う
こ
う
が
ま
い

公
構
）処
分
を
受
け
て
い
た
。
一
方

で
中
津
川
で
鉱
山
開
発
と
石
綿
の
発
見
な

ど
、
幕
府
や
各
藩
の
政
治
に
も
影
響
を
与

え
た
。
男
色
家
で
生
涯
独
身
を
通
し
た
こ

と
は
余
談
で
あ
る
が
、
蔦
重
の
刊
行
し
た

『
吉
原
細
見
』
に
序
文
を
寄
せ
る
な
ど
、

女
色
の
色
濃
い
吉
原
と
の
つ
な
が
り
も
あ

っ
た
。
源
内
が
残
し
た
戯
作
『
根ね

南な

志し

具ぐ

佐さ

』
な
ど
の
影
響
を
受
け
た
者
は
多
く
、

お
そ
ら
く
出
版
関
係
者
の
蔦
重
も
そ
れ
ら

に
触
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。

平
賀
源
内

蘭
学
者
・
発
明
家
・
戯
作
者
と
多
彩
な
顔
を
持
つ
異
才
の

人
。
い
ま
ひ
と
つ
、
捉
え
ど
こ
ろ
の
な
い
人
物
な
が
ら
も

同
時
代
に
彼
の
影
響
を
受
け
た
者
は
少
な
く
な
か
っ
た
。

「細見嗚呼御江戸」 
さいけんああおえど

安永3年（1774）、蔦重が編集長としてか
かわった初の吉原細見『細見嗚呼御江戸』。
この序文を書いたのが福内鬼外のペンネ
ームを使っていた平賀源内だ。源内と蔦
重との接点を示す貴重な一書である。
『風来六々部衆』国文学研究資料館所蔵
出典：国書データベース

『物類品隲』
ぶつるいひんしつ

宝暦7年（1757）から宝暦
12年、江戸で5回にわたる
薬品会が開かれた。その
薬品会の出品の解説書の
形式で源内が上梓した書。
中国の百科全書『本草綱
目』の分類体系を模し、そ
の批評も込めた内容。
宝暦13年（1763）　国立国会図書館所蔵

KEYWORD

『ターヘル・アナトミア』は、ドイツ人医師ヨ
ハン・アダム・クルムスによる解剖学書のオラ
ンダ語訳書の、日本における呼称。1722 年
にダンツィヒで初版が出版され、のちラテン
語、フランス語、オランダ語に訳された。

ターヘル・アナトミア

18世紀後半頃から江戸で興った通俗小説など
の読み物の総称。戯れに書かれたものの意味
があり、戯作の著者を戯作者という。『風流志
道軒伝』など平賀源内は戯作者の祖とされる。
当初は大田南畝などの武士階級が多かった。

戯作 げさく

平賀源内
1728～1779年。戯作者。
蘭学者。油絵や鉱山開発な
ど外国文化や技術を日本の
政治に取り入れようと奔走。
戯作の開祖とされ人形浄瑠
璃などに多くの作品を残す
が、晩年に殺傷事件を起こ
し投獄中に獄死。
『肖像』1之巻
［野村］文紹著　国立国会図書館所蔵

key person
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御
江
戸
』
な
ど
の
先
行
本
に
編
集（
改
め
）

や
卸
し
・
取
次
と
い
う
か
た
ち
で
携
わ
っ

て
い
た
。
そ
れ
が
、
こ
の
年
か
ら
は
蔦
屋

が
直
接
、
制
作
と
出
版
を
手
掛
け
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
理
由
は
鱗
形
屋
の
不
祥
事
に
あ
っ

た
と
い
わ
れ
る
。
同
年
、
大
坂
の
版
元
が

出
し
た
本
の
海
賊
版
が
江
戸
で
出
回
り
、

そ
の
制
作
に
鱗
形
屋
が
関
わ
っ
て
い
た
疑

い
で
訴
訟
問
題
に
発
展
。
処
罰
を
受
け
た
。

結
果
、
こ
の
年
の
吉
原
細
見
を
発
行
す
る

余
裕
が
な
く
な
り
、
そ
の
代
わ
り
に
手
を

上
げ
た
の
が
蔦
重
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
完

成
し
た
の
が
冒
頭
の
蔦
重
版
・
吉
原
細
見

『
籬
乃
花
』
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
『
籬
乃
花
』
は
売
れ
に
売
れ
た
。

そ
れ
は
鱗
形
屋
版
に
は
な
か
っ
た
要
素
が

多
数
含
ま
れ
て
い
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

鱗
形
屋
版
は
縦
型
小
本
で
ひ
と
見
開
き
に

概
ね
一
軒
の
遊
女
屋
が
紹
介
さ
れ
て
い
た

の
に
対
し
、
蔦
重
版
は
縦
型
中
本
つ
ま
り
、

画
期
的
な
工
夫
が
施
さ
れ
た 

『
籬
乃
花
』の
特
徴
と
は

　

こ
れ
ま
で
に
も
述
べ
て
き
た
所
で
あ
る

が
、
安
永
の
初
め
ま
で
の
吉
原
細
見
は
鱗

形
屋
が
販
売
を
ほ
ぼ
独
占
し
て
い
た
。
吉

原
の
い
わ
ば
公
式
ガ
イ
ド
を
大
伝
馬
町
に

あ
っ
た
版
元（
地
本
問
屋
）が
手
掛
け
て

い
た
こ
と
に
な
る
が
、
当
時
と
し
て
は
何

ら
珍
し
い
こ
と
で
も
な
い
。
当
の
吉
原
に

で
き
る
人
間
が
い
な
か
っ
た
と
い
う
だ
け

で
あ
る
。
神
田
や
湯
島
の
業
者
が
出
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
長
く
競
合
し
た
時
期

も
あ
る
。
負
け
て
撤
退
す
る
業
者
も
あ
る

中
、
鱗
形
屋
が
勝
ち
残
っ
て
い
た
と
い
う

状
況
だ
っ
た
。

　

そ
の
状
況
を
変
え
た
の
が
蔦
重
で
あ
っ

た
。
安
永
四
年（
１
７
７
５
）の
七
月
に

手
が
け
た
吉
原
細
見
『
籬
乃
花
』
の
出
版

が
そ
の
契
機
で
あ
る
。
は
じ
め
、
蔦
重
は

平
賀
源
内
が
序
文
を
書
い
た
『
細
見
嗚
呼

『
籬
乃
花
』と
吉
原

独
立
以
来
、
順
調
に
商
売
人
と
し
て
成
功
へ
の
道
を
歩
み
始
め
た
蔦
重
。

そ
れ
を
軌
道
に
乗
せ
た
の
は
、
足
下
の
仕
事「
吉
原
細
見
」の
改
良
だ
っ
た
。

〝
蔦
重
版
〞吉
原
細
見
の
定
着
へ

『東都新吉原一覧』 
とうとしんよしわらいちらん

万延元年（1860）刊行の吉原の図。
画は歌川広重。街の周囲に柵や堀
（お歯黒どぶ）が巡らされていた様子
がわかる。最初の蔦屋があった五十
間道（曲がり道）も手前に描かれる。

『籬乃花』 まがきのはな

鱗形屋の細見に比べ、ひと目で格段に
多くの情報が得られる蔦屋版の細見。
天明3年の春から細見は蔦重が出版を
独占。天保八年（1837）に蔦重が株を
手放すまで、営業の柱となる。
「新吉原細見／籬の花」　安永4年（1775）
江戸東京博物館所蔵　出典：国書データベース

歌川広重（二代目）画　万延元年（1860）　
東京都立図書館所蔵
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稲
荷

お
歯
黒
ど
ぶ

▲高札

四郎兵衛会所

日本堤

水
道
尻

仲
の
町

表
通
り

五
十
間
道

大門

衣
紋
坂

見返り柳

塀
木
戸
門

羅
生
門
河
岸

京町二丁目

吉原廓内

京町一丁目

京町二丁目 京町一丁目
角町 揚屋町

角町

伏見町

揚屋町
江戸町二丁目
江戸町二丁目

江戸町一丁目

江戸町一丁目

西
河
岸

N

ひ
と
回
り
大
き
い
判
型
を
使
う
。
大
き
く

見
や
す
く
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
鱗
形
版

で
は
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た
通
路
が
描
か

れ
、
道
を
は
さ
ん
で
二
軒
の
遊
女
屋
を
掲

載
し
た
。
こ
れ
で
一
つ
の
見
開
き
に
倍
の

情
報
量
が
入
り
、
ま
た
向
か
い
合
わ
せ
に

あ
っ
た
遊
女
屋
を
見
比
べ
る
こ
と
も
で
き

た
。
必
然
、
約
半
分
の
頁
数
で
済
み
、
版

木
の
枚
数
や
紙
代
が
節
約
で
き
た
か
ら
大

幅
な
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
に
な
っ
た
。
こ
れ
に

限
ら
ず
蔦
重
の
本
の
売
り
上
げ
は
ま
っ
た

く
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
粗
利
も

良
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
吉
原
内
部
の
み
な

ら
ず
、
江
戸
中
の
書
店
や
細
見
売
り
も
、

今
ま
で
よ
り
安
い
卸
値
で
仕
入
れ
ら
れ
る

と
な
れ
ば
飛
び
つ
い
た
は
ず
だ
。

　

先
の
『
一
目
千
本
』
で
、
吉
原
の
有
力

者
の
覚
え
も
め
で
た
く
な
っ
て
い
た
で
あ

ろ
う
蔦
重
。
吉
原
の
人
間
に
よ
る
吉
原
細

見
の
制
作
と
も
な
れ
ば
、
茶
屋
や
商
店
の

者
た
ち
も
協
力
的
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

お
り
し
も
、
吉
原
で
は
岡
場
所
に
客
を
奪

わ
れ
な
い
よ
う
、
Ｐ
Ｒ
や
行
事
の
開
催
に

力
を
入
れ
て
い
た
時
期
で
も
あ
り
、
蔦
重

の
活
躍
は
そ
れ
と
並
行
し
て
、
支
持
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
か
た
や
鱗
形
屋
は

翌
年
、
再
び
吉
原
細
見
を
制
作
す
る
が
、

や
は
り
蔦
重
版
の
ほ
う
が
好
評
だ
っ
た
よ

う
で
、
ほ
か
の
本
も
振
る
わ
ず
経
営
不
振

に
陥
り
没
落
し
て
い
く
。

KEYWORD

幕府公認の遊郭である吉原以外の非公認の遊
郭。深川仲町、佃、三笠町、吉田町、入船町、
土橋、六間掘、回向院前などにあったが、寛
政・天保の改革で品川・内藤新宿・板橋・千住
（江戸四宿）を除き、取り潰された。

岡場所 おかばしょ

蔦
重
が
郷
里
への
思
い
を
込
め
た

新
し
い
吉
原
細
見
が
誕
生
す
る

吉原の見取り図。大門の脇に番所があり、
仲の町を真ん中に7つの町があった。
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黄
表
紙
本
の
発
展

赤
本
・
青
本
・
黒
本
と
呼
ば
れ
た
草
双
紙
は
子
ど
も
の
読
み
物
か
ら

次
第
に
大
人
も
読
む
も
の
に
変
化
。
そ
こ
に
黄
表
紙
が
登
場
し
て
く
る
。

業
界
に
新
た
な
ジ
ャン
ル
が
確
立

『金々先生栄華夢』 きんきんせんせいえいがのゆめ

安永4年（1775）刊行。青年の盧生が宿屋で粟の飯が炊ける間、王となって栄華を尽くす夢を見る中
国発祥の謡曲『邯鄲』のパロディ。「金々先生」の「金々」は当時の流行り言葉で、当代の価値観を持ち
込んだ所に面白さがある。

恋
川
春
町
の
パ
ロ
デ
ィ
化
は 

何
が
人
の
心
を
惹
い
た
の
か

　

桃
太
郎
や
花
咲
か
爺
な
ど
の
お
伽
噺
や

民
話
か
ら
始
ま
っ
た
草く
さ
ぞ
う
し

双
紙
は
、
次
第
に

広
が
り
を
見
せ
、
合
戦
も
の
や
人
形
浄
瑠

璃
、
歌
舞
伎
な
ど
に
題
材
を
得
た
も
の
も

出
始
め
、
大
人
も
読
め
る
内
容
に
な
る
。

子
ど
も
向
け
の
赤
本
か
ら
枝
分
か
れ
し
た

の
が
青
や
黒
の
表
紙
の
も
の
で
あ
る
。

　

安
永
四
年（
１
７
７
５
）、
鱗
形
屋
か

ら
出
た
『
金
々
先
生
栄
花
夢
』
は
、
そ
の

草
双
紙
の
あ
り
方
を
一
変
さ
せ
た
。
画
作

は
恋
川
春
町
。
彼
は
青
本（
草
双
紙
）が

好
き
だ
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
こ
に
大
人
が

見
て
笑
え
る
エ
ッ
セ
ン
ス
を
取
り
入
れ
て

み
せ
た
。
そ
れ
で
い
て
、
既
存
の
青
本
な

ど
に
な
か
っ
た
作
者
の
署
名
入
の
序
文
を

入
れ
込
む
な
ど
の
工
夫
を
加
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
作
中
に
筆
者
・
恋
川
春
町
自

身
を
彷
彿
と
さ
せ
る
、
あ
る
い
は
春
町
そ

国立国会図書館所蔵

恋川春町（酒上不埒）
駿河・小島藩の江戸留主居役で、
本名は倉橋格という。いわゆる上
級武士であり、滝脇松平家の年寄
本役として藩中枢に関与した。石
高は最終的に120石。彼はその有
り余るほどの教養を戯作に向けた。
『吾妻曲狂歌文庫』 
北尾政演画 宿屋飯盛撰 天明6年（1786）
東京都立図書館所蔵

草
双
紙
の
世
界
に
新
風
を
吹
か
せ
た

恋
川
春
町
と
朋
誠
堂
喜
三
二
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の
も
の
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
登
場
さ
せ

た
こ
と
で
あ
る
。
続
く『
其
そ
の
へ
ん
ぽ
う
返
報
怪ば
け
も
の
ば
な
し

談
』や

『
参
幅
対 
紫
曾
我
』に
そ
の
仕
掛
け
が
現

れ
、
読
者
の
笑
い
を
誘
っ
た
。
同
じ
武
士

階
級
の
朋ほ
う
せ
い
ど
う
き
さ
ん
じ

誠
堂
喜
三
二
が
こ
れ
に
刺
激
を

受
け
て
次
々
と
戯
作
を
書
い
た
。
彼
の
黄

表
紙
も
同
様
で
、安
永
八
年（
１
７
７
９
）

刊
の
『
気
き
さ
ん
じ
な
ゆ
め
も
の
が
た
り

散
次
夢
物
語
』
も
作
者
・
喜
三

二
自
身
が
居
眠
り
し
て
い
る
絵
に
始
ま
る
。

今
見
れ
ば
、作
者
が
道
化
を
演
じ
る
と
い

う
技
法
に
目
新
し
さ
は
感
じ
な
い
が
、実

際
、書
き
手
の
教
養
・
技
量
が
優
れ
て
い
な

け
れ
ば
さ
ほ
ど
注
目
に
値
し
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
だ
が
、こ
れ
を
機
に「
黄
表
紙
」

と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
で
き
あ
が
っ
て
し
ま

っ
た
ほ
ど
、当
時
の
新
機
軸
と
な
っ
た
。

　

お
そ
ら
く
春
町
と
喜
三
二
は
以
前
か
ら

顔
見
知
り
で
、
江
戸
城
だ
け
で
な
く
、
吉

原
で
も
顔
を
合
わ
せ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
と
な
れ
ば
、
吉
原
の
人
間
が
こ
の

流
行
り
に
乗
ら
な
い
わ
け
は
な
い
。

　

蔦
重
も
喜
三
二
の
序
文
入
り
の
『
手
毎

の
清
水
』
を
出
版
。
こ
れ
は
黄
表
紙
で
は

な
い
が
『
一
目
千
本
』
の
版
木
を
利
用
し

て
華
道
書
に
仕
立
て
直
し
た
も
の
で
喜
三

二
が
蔦
重
を
盛
り
立
て
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
を
機
に
蔦
重
は
喜
三
二
の
力
を
借
り
、

戯
作
出
版
に
乗
り
出
す
。
安
永
九
年（
１

７
８
０
）よ
り
黄
表
紙
出
版
を
開
始
。
そ

の
作
中
に
版
元
の
蔦
重
も
顔
を
覗
か
せ
る

作
風
が
定
ま
り
、
お
か
げ
で
後
世
の
我
々

が
彼
の
横
顔
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

『鸚鵡返文武二道』 おうむがえしぶんぶのふたみち

黄表紙。3冊。恋川春町作、北尾政美画。寛政元年（1789）蔦屋刊。松平定信の新政に取材し、改革政治における武士への揶
揄（やゆ）した内容から、幕府は春町に出頭を命じたが、病と称し間もなく没した。自害したともいわれる。

東京都立図書館所蔵

『はちかつきひめ』（赤本）
赤本は、お伽噺などを描いた
子ども向きのものとされる。
写真は不遇の女の子が苦労の
末に幸せを掴む話。「かづき」
は担ぎでなく頭にかぶる意。
国立国会図書館所蔵

『こく性や合戦』（黒本）
黒本も青本に似るが、歌舞伎
など演劇や浮世草子に取材し
たものが多い。写真は漢字で
書くと「国性爺合戦」。鄭成功
（国性爺）の物語である。
鳥居清満画　国立国会図書館所蔵

『臥夜黒牡丹』（青本）
明和6年（1769）、版元は鱗形
屋。黒本、青本の違いは内容
のほか、その年の新版を青表
紙としたなどさまざまある。
なお「青」というものの萌黄色。
鳥居清満画　国立国会図書館所蔵

草双紙の色

033 蔦屋重三郎とお江戸“出版”カルチャー



1776年

安永5年

『
青
楼
美
人
合
姿
鏡
』

『
一
目
千
本
』『
吉
原
細
見
』に
始
ま
り
、
吉
原
の
宣
伝
に
力
を
尽
く
す
蔦
重
。

安
永
五
年
、
そ
の
進
化
の
極
み
と
も
い
え
る
吉
原
本
を
出
版
す
る
。

か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
豪
華
版・細
見

KEYWORD

その多くが身売りという形で吉原にやってきたといわれる。人身売買は禁止さ
れていたので、表向きは奉公という形を取った。女性を遊女屋に斡旋する女衒
（ぜげん）が仲介に入り、親族からの申し入れや貧しい農民の娘を探した。

遊女
午前6時前には奉公人が客を起こし、遊女はそれを見送ると二度寝した。10時
に起きだし、正午までに身支度。午後4時までが昼の営業「昼見世」。午後6時か
ら「夜見世」。午前2時頃の拍子木で「大引け」となり床に入った。

遊女の一日
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吉
原
の
遊
女
た
ち
の
日
常
を 

艶
や
か
に
描
き
出
し
た
秀
作

　

安
永
五
年（
１
７
７
６
）は
平
賀
源
内

が
エ
レ
キ
テ
ル
を
復
元
し
た
年
。
こ
の
年

に
、
蔦
重
は
吉
原
の
関
連
本
に
お
け
る
一

つ
の
完
成
形
と
も
い
え
る
絵
本
を
出
し
た
。

　

そ
れ
が
『
青
楼
美
人
合
姿
鏡
』。
浮
世

絵
師
・
北
尾
重
政
と
勝
川
春
章
の
競
作
の

か
た
ち
で
、
吉
原
の
遊
女
た
ち
の
艶
姿
を

描
い
た
錦
絵
本
で
あ
る
。
大
本
三
冊
に
お

よ
ぶ
も
の
で
、
料
紙
も
色
合
い
も
当
時
最

良
と
い
え
る
も
の
を
使
っ
た
贅
の
極
み
と

い
え
る
本
で
あ
る
。
記
号
や
文
字
情
報
が

主
で
あ
っ
た
細
見
と
異
な
り
、
手
に
と
っ

た
者
を
唸
ら
せ
た
に
違
い
な
い
。
そ
こ
に

は
各
妓
楼
自
慢
の
名
妓
た
ち
が
寄
り
集
ま

り
、
季
節
の
風
物
と
と
も
に
琴
や
書
画
、

歌
、
香
合
、
双す
ご
ろ
く六
、
投
扇
興
な
ど
の
芸
ご

と
や
座
敷
遊
び
に
興
じ
る
様
子
が
描
か
れ

て
い
る
。
ま
さ
に
憧
れ
の
吉
原
の
妓
楼
内

の
日
常
が
そ
こ
に
あ
る
。
上
客
と
い
え
ど

も
、
こ
う
し
た
日
常
は
妓
楼
で
目
の
当
た

り
に
は
で
き
ず
、
吉
原
の
人
間
で
な
け
れ

ば
到
底
で
き
な
い
仕
事
で
あ
っ
た
。

　

外
界
の
人
間
か
ら
見
れ
ば
別
天
地
で
あ

っ
た
吉
原
の
姿
を
垣
間
見
た
い
、
こ
ん
な

本
が
あ
っ
た
ら
…
…
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

後
半
部
は
絵
が
な
い
が
、
そ
れ
も
注
目

に
値
す
る
。
遊
女
ら
の
作
に
よ
る
発
句
集

と
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
春
夏
秋
冬
そ
れ

ぞ
れ
に
詠
ま
れ
た
彼
女
た
ち
の
思
い
を
感

ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
え
て
欠
点
を
あ

げ
る
と
す
れ
ば
『
一
目
千
本
』
や
『
急
戯

花
之
名
寄
』
と
同
様
に
、
全
体
を
網
羅
し

た
も
の
で
は
な
く
遊
女
お
よ
び
妓
楼
の
取

り
上
げ
方
に
は
偏
り
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

吉
原
内
部
や
上
客
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
っ

て
企
画
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

『青楼美人合姿鏡』 せいろうびじんあわせすがたかがみ

新吉原の遊女たちの姿を鮮やかに多色刷木版画で表す。手の込んだ多
色摺りで、美麗な着物の意匠までが入念に描かれる。後半は四季の部
立てで遊女たちの発句を収録。技術と贅の限りを尽くした豪華絵本。
北尾重政・勝川春章筆　安永5年（1776）　東京国立博物館所蔵　出典：ColBase（https://colbase.nich.go.jp/）

青楼とは？
青楼とは、本来は高貴な人や
美女の住む家のことをあらわ
す。諸人がなかなか近寄りが
たい憧れの場所として遊女
屋・妓楼のことをあらわし、
吉原遊郭そのものを青楼と呼
ぶ場合もあった。
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1777年

安永6年

『
娼
妃
地
理
記
』の
遊
び
心

蔦
重
が
出
し
た
遊
女
評
判
記
の
中
で
も
、
と
く
に
ユ
ニ
ー
ク
な
の
が
、

こ
の
娼
妃
地
理
記
で
あ
ろ
う
。
吉
原
を
知
れ
ば
眺
め
る
だ
け
で
面
白
い
。

蔦
重
が
世
に
送
り
出
し
た
洒
落
本

朋誠堂喜三二（手柄岡持）
1735～1813。本名・平沢常富。出羽国久
保田藩（秋田藩）の藩士で江戸留守居。狂
歌師としては手柄岡持（てがらのおかも
ち）、笑い話本では道陀楼麻阿（どうだろ
うまあ）など複数の名前を使った。
『吾妻曲狂歌文庫』 北尾政演画　宿屋飯盛撰　天明6年（1786）
東京都立図書館所蔵

町名
江町、二町、角町、五ヶ町、
京町、新町を五州（国）にた
とえている。のちの明治時
代になっても、吉原にはな
お娼家楼100軒がひしめき
あい、遊女は3000人といわ
れていた。

大門
吉原唯一の出入り口にあた
る大門は「大門灘」としてい
る。各島（町）への入口にぴ
ったりの例えだ。衣文坂は
「衣文海」としている。なお明
治時代になると大門は洋風
のアーチ状のものに変わる。
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KEYWORD

徳川吉宗は享保6年（1721）に全国の人口調査を命じ、新吉原は総
人数 8171人、15歳以上男2375人、15歳以下男463人、15歳以上女
4003人、15歳以下女330人、このうち家主182人、店借り620人、
遊女2105人、禿941人、召使2163人とされる。

吉原の人口

明治期以降、政財界の社交場所は東京の中心地に近い芸者町（花
街）に移り、次第に吉原遊廓は縮小。昭和31年（1956年）5月に売
春防止法が成立し、遊郭は消滅、一部が特殊浴場（俗にいうソープ
ランド）に姿を変えた。

遊郭吉原の終焉

吉
原
遊
廓
を
日
本
地
図
に 

通
人
な
ら
で
は
の
試
み

　

恋
川
春
町
と
同
様
に
、
朋ほ
う
せ
い
ど
う
き
さ
ん
じ

誠
堂
喜
三
二

も
秋
田
藩
の
江
戸
留
守
居
役
と
い
う
相
応

な
身
分
の
武
士
で
あ
っ
た
。
留
守
居
役
は

江
戸
や
他
藩
の
情
勢
を
探
る
た
め
、
盛
り

場
な
ど
に
も
よ
く
通
う
必
要
が
あ
っ
た
。

蔦
重
と
の
縁
も
そ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
と

推
察
さ
れ
る
し
、
確
証
は
な
い
が
春
町
と

酒
を
酌
み
交
わ
す
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
そ
れ
は
物
的
証
拠
で
も
あ
る
出
版
物

が
物
語
る
わ
け
で
、
蔦
重
と
喜
三
二
が
は

っ
き
り
と
関
わ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
は
、

安
永
六
年（
１
７
７
７
）か
ら
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
こ
の
『
娼
妃
地
理
記
』
が

そ
の
年
の
正
月
に
蔦
屋
か
ら
発
刊
さ
れ
た

も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
前
か
ら
交

流
が
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。

　

こ
の
本
は
『
一
目
千
本
』
か
ら
始
ま
っ

た
吉
原
遊
廓
の
遊
女
評
判
記
の
続
編
と
い

え
る
が
、
そ
れ
ま
で
と
は
ま
っ
た
く
違
う
。

吉
原
遊
郭
を
日
本
地
図
の
か
た
ち
で
表
し

て
「
北
仙
婦
州
新
吉
原
大
日
本
國
」
と
し
、

町
内
の
五
ヶ
町
を
五
州
に
た
と
え
、
妓
楼

を
郡
、
楼
中
の
名
妓
を
名
所
旧
跡
に
見
立

て
て
紹
介
し
て
い
る
の
だ
。
お
そ
ら
く
吉

原
を
知
ら
な
い
人
や
、
訪
れ
た
こ
と
の
な

い
人
に
は
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
。

究
極
の
内
輪
ウ
ケ
、
常
連
ウ
ケ
を
狙
っ
た

も
の
と
も
い
え
る
が
、
こ
の
よ
う
な
も
の

は
当
時
呼
ば
れ
た
「
通
」
の
人
で
な
く
て

は
作
れ
な
い
代
物
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
皮

切
り
に
、
蔦
重
は
喜
三
二
と
組
ん
で
次
々

と
黄
表
紙
・
咄
は
な
し
ぼ
ん
本
・
洒
落
本
を
出
し
、
世

の
人
々
を
楽
し
ま
せ
る
。

『娼妃地理記』 しょうひちりき

吉原遊郭を地図のかたちで表し、
町内の五ヶ町を五州に、妓楼を郡、
楼中の名妓を名所旧跡にたとえ紹
介。吉原を知る人ほど楽しめた内
容だったと思われる。
国立国会図書館所蔵

揚屋
太夫や芸妓を抱えず、置屋
から派遣してもらって遊宴
を提供する場。一方、茶屋
は下級遊女を招く場。揚屋
では宴席に出す料理を台所
で作っていたが「茶屋」では
料理は作らず、外注だった。

仲之町
吉原のメインストリート仲
之町通りが「中之潮」と表さ
れる。島への上陸と遊女選
びの気持ちの高揚は似てい
たのかも。通りは大きな妓
楼が立ち並んでおり、花魁
道中が行なわれていた。
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黄
表
紙
に
本
格
的
に
参
入 

絵
師・喜
多
川
歌
麿
を
売
り
出
す

　

安
永
九
年（
１
７
８
０
）は
蔦
重
に
と

っ
て
、
飛
躍
の
年
と
な
っ
た
。
当
時
、
江

戸
の
町
で
は
、
大
人
向
け
の
絵
入
り
物

語
・
黄
表
紙
が
流
行
し
て
い
た
。
蔦
重
は

そ
の
黄
表
紙
の
出
版
に
本
格
的
に
参
入
す

る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
年
は
黄
表
紙
を
計

八
作
、
刊
行
し
た
。

　

版
元
と
し
て
の
歴
史
が
浅
い
蔦
重
が
な

ぜ
多
く
の
黄
表
紙
を
出
版
で
き
た
の
か
。

同
年
に
鱗う
ろ
こ
が
た
や
ま
ご
べ
え

形
屋
孫
兵
衛
の
店
た
な
あ
き
な
い
商
が
不
祥
事

に
よ
り
傾
い
た
こ
と
が
大
き
い
の
で
は
な

い
か
。
そ
れ
に
伴
い
、
鱗
形
屋
で
仕
事
し

て
い
た
戯
作
者
、
絵
師
、
職
人
た
ち
が
職

を
失
う
と
い
う
危
機
に
、
蔦
重
が
鱗
形
屋

の
事
業
を
引
き
継
い
だ
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
結
果
、
鱗
形
屋
と
組
ん
で
仕
事
を

し
て
い
た
戯
作
者
の
朋
誠
堂
喜
三
二
や
恋

川
春
町
、
絵
師
の
北
尾
重
政
な
ど
、
当
時

の
一
流
ク
リ
エ
ー
タ
ー
を
起
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
内
容
が
充
実
し
た
蔦
屋
の

黄
表
紙
は
ヒ
ッ
ト
を
続
け
て
、
蔦
重
は
出

版
業
界
で
存
在
感
を
示
し
始
め
た
。

　

ま
た
、
こ
の
年
に
は
往
来
物
の
出
版
も

始
め
て
い
る
。
往
来
物
は
子
ど
も
向
け
の

教
科
書
。
安
価
な
出
版
物
で
は
あ
る
が
、

毎
年
出
版
す
る
こ
と
に
よ
り
、
確
実
に
売

り
上
げ
を
見
込
め
る
。
こ
こ
で
も
経
営
の

安
定
を
第
一
義
に
考
え
る
、
蔦
重
の
経
営

者
と
し
て
の
方
針
が
伺
え
る
。

　

蔦
重
が
地
本
問
屋
と
し
て
着
実
に
地
歩

を
築
い
て
い
た
頃
、
蔦
重
と
一
人
の
男
と

の
出
会
い
が
あ
っ
た
。
の
ち
の
喜
多
川
歌

麿
で
あ
る
。
歌
麿
は
狩
野
派
の
絵
師
・

鳥と
り
や
ま山
石せ
き
え
ん燕に
弟
子
入
り
。
絵
師
と
し
て

は
安
永
四
年（
１
７
７
５
）に
富と
み
も
と
ぶ
し

本
節
の

正
本
の
表
紙
を
初
め
て
描
い
て
い
る
。
当

時
の
名
は
北
き
た
が
わ
と
よ
あ
き

川
豊
章
で
、
黄
表
紙
や
洒
落

本
の
挿
絵
を
描
い
て
い
た
。

『身貌大通神略縁起』 みなりだいつうじんりゃくえんぎ

天明元年に蔦屋から刊行された黄表紙。作者は清水栄十。「画工　忍岡哥麿」とあり、初めて歌麿の名を
使った作品となった。作者の清水燕十は歌麿の師・鳥山石燕と俳諧を通じて親しかった。
天明元年（1781）東京都立図書館所蔵

1781年

天明元年

喜
多
川
歌
麿
と
の
出
会
い

蔦
重
は
黄
表
紙
の
世
界
に
本
格
的
に
参
入
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、一
流
の
人
気
戯
作
者
や
絵
師
と
組
ん
で

仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
先
に
は
の
ち
の
蔦
重
の
人
生
を
決
め
る
、
大
き
な
出
会
い
が
待
っ
て
い
る
。

名
絵
師
と
の
タ
ッ
グ
の
始
ま
り
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蔦
重
は
歌
麿
の
才
能
を
す
ぐ
に
見
抜
い

て
、
蔦
屋
か
ら
も
挿
絵
に
起
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
天
明
元
年（
１
７
８
１
）、

蔦
屋
が
歌
麿
と
組
ん
だ
、
最
初
の
黄
表
紙

『
身
貌
大
通
神
略
縁
起
』
を
刊
行
。
こ
の

作
品
で
歌
麿
は
名
前
を
忍
岡
哥
麿
と
変
え

て
、
初
め
て
歌
麿
を
名
乗
っ
た
。

　

そ
こ
で
蔦
重
は
歌
麿
の
売
り
出
し
に
乗

り
出
す
。翌
年
の
天
明
二
年（
１
７
８
２
）

に
は
、
歌
麿
が
忍
ヶ
岡
に
お
い
て
、
戯
作

者
や
絵
師
を
招
い
て
宴
を
催
し
た
。
当
時

の
歌
麿
は
絵
師
と
し
て
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
の

実
績
は
な
い
。
そ
の
歌
麿
が
大
田
南
畝
、

恋
川
春
町
な
ど
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
を
招
い

て
、
宴
を
張
っ
た
の
は
、
バ
ッ
ク
に
蔦
重

が
い
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
実
質
的
に

は
蔦
重
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ
る
歌
麿
売

り
出
し
作
戦
で
あ
っ
た

　

し
か
し
、
歌
麿
は
ま
だ
絵
師
と
し
て
名

が
売
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
か
っ
た
。
天

明
六
年（
１
７
８
６
）に
初
め
て
蔦
屋
版

絵
本
に
歌
麿
を
起
用
し
た
が
、
絵
本
三
作

の
う
ち
、
二
作
は
北
尾
重
政
、
一
作
が
歌

麿
の
『
絵え
ほ
ん
え
ど
す
ず
め

本
江
戸
爵
』
で
あ
っ
た
。
ま
だ
、

北
尾
重
政
の
名
声
の
影
に
隠
れ
た
、
無
名

に
近
い
絵
師
で
あ
っ
た
。

　

時
代
は
「
天
明
狂
歌
」
が
花
開
い
た
頃
。

歌
麿
の
絵
師
と
し
て
の
力
量
を
買
っ
て
い

た
蔦
重
は
、
歌
麿
に
狂
歌
絵
本
の
挿
絵
を

描
か
せ
た
。
そ
の
頃
の
蔦
屋
刊
の
作
品
に

は
、『
画
本
虫
撰
』『
潮
干
の
つ
と
』『
百
千

鳥
狂
歌
合
』の
狂
歌
絵
本
三
点
が
あ
る
。

大
胆
な
構
図
、
確
か
な
デ
ッ
サ
ン
力
な
ど
、

歌
麿
の
絵
師
と
し
て
の
技
量
が
存
分
に
発

揮
さ
れ
て
い
る
。
初
期
の
代
表
作
と
な
っ

た
。
の
ち
に
歌
麿
が
蔦
重
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
に
よ
っ
て
紆
余
曲
折
の
末
に
、
美
人
絵

と
い
う
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る
ま
で
に
は

ま
だ
時
間
が
あ
っ
た
。

KEYWORD

江戸時代中期の画家で狩野派の門人。安永5
年（1776）刊行の妖怪画集『画図百鬼夜行』を
はじめとする妖怪画で知られ、後世の妖怪の
イメージに影響を与えた。弟子には喜多川歌
麿、恋川春町など著名な絵師がいる。

鳥山石燕 とりやませきえん

歌麿画の狂歌絵本3作の一つ。朱楽菅江の「八
重垣連」の狂歌に歌麿が絵を描いた。潮干の
つととは潮干狩りの土産という意味で、さま
ざまな貝が写実的に描写している。摺りには
雲母摺りなどを多用したぜいたくな絵本。

『潮干のつと』 しおひのつと

『画本虫撰』 えほんむしえらみ

『銀世界』

天明8年（1788）に蔦屋から刊行された狂歌絵本。宿屋飯盛の撰で、尻焼
猿人（酒井抱一）、四方赤良、大田南畝、唐衣橘洲、朱楽菅江などの狂歌を
収載。歌麿の絵は虫をテーマに動植物を緻密な描写力で描いている。

寛政2年（1790）刊。宿屋飯盛撰で雪を詠んだ狂歌78種を収載。歌麿の絵
は5図。この絵は料理屋の2階の情景。左右の色の対比が際立つ。『狂月坊』
（月）『普賢像』（花）と合わせて狂歌絵本の雪月花三部作とされる。

天明8年（1788） 国文学研究資料館所蔵　出典：国書データベース

国文学研究資料館所蔵　出典：国書データベース

『利得算法記』
天明8年（1788）に蔦屋
から刊行された往来物。
和算や数学に関する教
科書。
天明8年（1788）
東京学芸大学附属図書館所蔵

往来物
子ども向けの手習いの教科
書で、主に寺子屋などで使
われた。往復書簡のような
手紙形式をとっているので、
この名がある。平安時代末
期から、明治時代初めまで
使われていた。江戸時代に
は細分化されていろいろな
種類の往来物があった。
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謎
に
包
ま
れ
た
歌
麿
の
生
涯 

美
人
画
で
才
能
が
開
花
。

　

喜
多
川
歌
麿
の
正
確
な
生
年
、
出
生
地

は
定
か
で
な
い
。
没
年
か
ら
の
逆
算
で
、

宝
暦
三
年（
１
７
５
３
）生
ま
れ
と
い
う

説
が
あ
る
が
、
そ
の
生
涯
は
謎
で
あ
る
。

　

絵
師
と
し
て
の
人
生
は
幼
少
の
頃
に
、

狩
野
派
の
絵
師
、
鳥
山
石
燕
に
弟
子
入
り

し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
処
女
作
は
、
安

永
四
年（
１
７
７
５
）、北
川
豊
章
の
名
で

描
い
た
、富
本
節
浄
瑠
璃
正
本『
四し
じ
ゅ
う
は
っ
て

十
八
手

恋こ
い
の
し
ょ
わ
け

所
訳
』
下
巻
の
表
紙
絵
。
そ
の
後
、
蔦

重
に
見
い
だ
さ
れ
て
、
絵
師
と
し
て
頭
角

を
現
す
。
天
明
元
年（
１
７
８
１
）、
蔦

屋
か
ら
最
初
の
黄
表
紙
『
身
貌
大
通
神
略

縁
起
』
を
刊
行
。
名
前
を
忍
岡
哥
麿
と
変

え
初
め
て
「
歌
麿
」
の
名
を
使
っ
た
。

　

天
明
三
年（
１
７
８
３
）に
は
、『
狂き
ょ
う
か歌

知し
っ
た
か
ぶ
り

足
振
』に
、
筆
綾
丸
の
狂
名
で
狂
歌
師

と
し
て
登
場
。
狂
歌
師
の
グ
ル
ー
プ「
吉

原
連
」に
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

翌
年
に
は『
古
湊
道
中
記
』を
蔦
屋
か
ら
刊

行
。
初
め
て
喜
多
川
歌
麿
の
名
を
使
っ
た
。

　

寛
政
の
改
革
以
後
は
、
蔦
重
と
組
み

「
大
首
絵
」
の
手
法
で
美
人
を
描
い
た
。

大
胆
な
構
図
で
女
性
を
細
密
に
描
き
、
女

性
の
性
格
や
感
情
な
ど
内
面
ま
で
を
も
表

現
し
て
、
当
代
随
一
の
人
気
絵
師
と
な
っ

た
。
木
版
画
で
は
雲き
ら
ず
母
摺
り
な
ど
の
手
法

で
、
女
性
の
美
し
さ
を
際
立
た
せ
て
い
る
。

　

そ
の
頃
、
歌
麿
は
出
版
統
制
令
を
逃
れ

て
、
下
野
の
栃
木
を
訪
れ
て
い
る
。
浮
世

絵
研
究
家
の
林
美
一
氏
の
著
作
に
よ
れ
ば
、

自
己
主
張
の
強
い
歌
麿
は
、
作
品
に
そ
の

時
々
の
住
ま
い
の
地
名
を
書
い
て
い
る
。

寛
政
七
年（
１
７
９
５
）刊
行
の
『
會
本

妃
多
智
男
比
』
に
は
「
栃
木
の
と
く
な
り
」

な
ど
栃
木
の
地
名
・
人
名
が
登
場
す
る
。

　

栃
木
で
は
豪
商
善
野
喜
兵
衛
の
依
頼
で
、

肉
筆
画
の
傑
作
『
深
川
の
雪
』『
品
川
の

月
』『
吉
原
の
花
』
を
描
く
。
歌
麿
の
筆

は
凄
ま
じ
い
ほ
ど
の
冴
え
を
み
せ
て
い
る
。

し
か
し
、
文
化
元
年（
１
８
０
４
）、
歌

麿
は
幕
府
に
処
罰
さ
れ
る
。
秀
吉
の
醍
醐

の
花
見
、
ま
た
は
石
田
三
成
の
稚
児
姿
を

描
い
た
か
ら
と
い
わ
れ
る
。
歌
麿
は
入
牢

の
末
、
手
鎖
五
十
日
の
刑
を
言
い
渡
さ
れ

た
。
こ
れ
が
五
十
二
歳
の
歌
麿
に
は
こ
た

え
た
か
、
二
年
後
に
死
去
し
た
。

喜
多
川
歌
麿

喜
多
川
歌
麿
の
美
人
画
と
い
え
ば
、
日
本
人
だ
け
で
な
く
海
外
で
も

知
名
度
の
高
い
人
気
絵
師
だ
。
無
名
の
状
態
で
蔦
重
と
出
会
っ
た
後
、

歌
麿
は
大
き
く
羽
ば
た
い
て
い
く
。

key person

『風流花之香遊・高輪の季夏』 ふうりゅうはなのかあそび・たかなわのきか

天明前期、歌麿が若い頃の作品。四季の風俗を描いた2枚続4組のシリーズと考えられるが、この絵と秋の
2作しか確認されていない。晩夏（陰暦6月）の、江戸湾を望む高輪の料理茶屋二階座敷の情景を描いた。
18世紀　東京国立博物館所蔵　出典：ColBase（https://colbase.nich.go.jp/）

KEYWORD

雲母摺りとは人物の背景にキラキラと輝く雲
母を使って摺ることにより、人物を引き立た
せる効果を得られる、摺りの技法。雲母の粉
末を岩絵具、膠と混ぜて使う。歌麿だけでな
く、東洲斎写楽もこの技法を使っている。

雲母摺り きらずり

歌麿の狂名。蔦重と親しくなった歌麿は、蔦
重とともに、四方赤良（大田南畝）の「吉原連」
に参加して、狂歌師としても活動していた。
吉原に出入りするようになって、女性の姿態
などを観察する機会が増えたと考えられる。

筆綾丸 ふでのあやまる
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『婦女人相十品・ポッピンを吹く娘』
ポッピンとはガラス製の吹けば音が出る玩具。長崎
土産で、ビードロともいう。『婦女人相十品』は大判
錦絵10枚の揃物作品で、ほかには「手紙を読む女」
「煙管持てる女」などの作品がある。
18世紀　東京国立博物館所蔵　出典：ColBase（https://colbase.nich.go.jp/）

類
ま
れ
な
描
写
力
で
美
を
追
求

天
才
的
な
筆
遣
い
が
冴
え
わ
た
る
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一流
の
地
本
問
屋
の
仲
間
入
り 

狂
歌
を
次
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る

　

黄
表
紙
で
成
功
を
収
め
た
蔦
重
は
次
に

本
拠
地
を
移
転
さ
せ
た
。
天
明
三
年（
１

７
８
３
）、日
本
橋
通
油
町
に
あ
る
地
本
問

屋
・
丸
屋
小
兵
衛
の
店
を
買
い
取
っ
て
本

店
と
し
た
。
吉
原
の
店
は
番
頭
に
任
せ
た
。

　

当
時
の
日
本
橋
は
五
街
道
の
起
点
で
経

済
の
中
心
地
。
出
版
業
界
に
お
い
て
は
、

鶴
屋
喜
右
衛
門
、
西
村
屋
与
八
、
村
田
屋

治
郎
兵
衛
な
ど
大
手
の
版
元
が
軒
を
連
ね

る
一
等
地
だ
っ
た
。
日
本
橋
へ
の
移
転
に

よ
り
、
蔦
重
は
版
元
と
し
て
の
格
を
上
げ
、

名
実
と
も
に
一
流
の
地
本
問
屋
の
仲
間
入

り
を
果
た
し
た
。
こ
の
年
に
は
『
吉
原
細

見
』
が
蔦
屋
の
独
占
販
売
に
な
っ
た
。　

　

こ
こ
か
ら
蔦
重
の
進
撃
が
始
ま
る
。
黄

表
紙
、
洒
落
本
、
狂
歌
集
な
ど
を
次
々
に

出
し
て
、
そ
の
発
行
点
数
は
そ
れ
ま
で
と

比
べ
て
飛
躍
的
に
多
く
な
っ
て
い
っ
た
。

同
時
に
人
気
実
力
の
あ
る
戯
作
者
を
揃
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
代
表
が
戯

作
者
で
狂
歌
師
の
大
田
南
畝
だ
。

　

天
明
の
頃
は
側
用
人
の
田
沼
意
次
が
権

力
を
握
っ
て
い
た
時
代
で
、
江
戸
の
町
は

経
済
的
な
発
展
を
背
景
に
、
文
化
的
な
活

動
の
高
ま
り
が
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。
と

り
わ
け
、
江
戸
の
人
々
を
熱
狂
さ
せ
た
の

が
狂
歌
だ
っ
た
。
狂
歌
と
は
和
歌
と
同
じ

形
式
で
、
言
葉
遊
び
や
笑
い
、
お
か
し
み

を
詠
む
。
天
明
二
年（
１
７
８
２
）頃
か

ら
狂
歌
が
盛
ん
に
な
り
、
翌
年
正
月
に
は

『
狂
歌
若
葉
集
』『
万
載
狂
歌
集
』
が
刊

行
さ
れ
て
、
一
気
に
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
。

　

狂
歌
師
た
ち
は
「
連
」
を
作
っ
て
狂
歌

会
を
開
い
て
は
交
流
を
深
め
た
。
狂
歌
師

の
第
一
人
者
が
大
田
南
畝（
四
方
赤
良
／

蜀
山
人
）で
、
多
彩
な
才
能
の
持
ち
主
が

集
ま
っ
て
狂
歌
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、「
天
明

狂
歌
」
を
牽
引
し
た
。

　

時
代
を
読
む
の
に
長
け
た
蔦
重
が
こ
の

動
き
を
見
逃
さ
な
い
わ
け
が
な
い
。
蔦
重

は
南
畝
と
の
関
係
強
化
を
図
っ
た
。
す
で

流
行
す
る
狂
歌
会
へ
の
参
加

蔦
重
は
吉
原
か
ら
一
流
の
版
元
が
集
ま
る
日
本
橋
へ
と
移
転
。
そ
の
当
時
、
江
戸
の
町
で
は
狂
歌
が
大
流
行
し
て
い
た
。

「
耕
書
堂
」日
本
橋
へ
移
転

『東都大伝馬街繁栄之図』と現在の様子
天保14年（1843）～弘化4年（1847）刊行。絵は初代歌川広重。日本橋大
伝馬町の木綿問屋街を描いた。伊勢商人の店が多く、越後屋、白木屋、
松坂屋など有名呉服店の立派な店構えが並んでいた。蔦屋が移転した日
本橋の通油町の通りも、同じような賑わいを見せていたと思われる。左
は現在の通油町。ビルが多いオフィス街になっている。
広重著 国立国会図書館所蔵

KEYWORD

通油町は慶長年間に初めて町屋ができて、灯油を売る店があったことから町名
が付いた。当時の通油町には書物問屋や地本問屋が多く、江戸における情報の
発信地であった。問屋の様子を描いた絵からは、商店で商いに励む姿や人々が
行き交う賑やかな商人の町の様子が描かれている。通油町は現在、中央区日本
橋大伝馬町に編入されている。

日本橋通油町
狂歌師は狂歌に風刺とパロディ、笑いを込めただけでなく、狂名もふざけたネ
ーミングが多かった。有名なのは朱楽菅江（あけらかんこう）、「あっけらかん」
をもじった名前だ。ほかにも、恋川春町の酒上不埒（さけのうえのふらち）、宿
屋飯盛、元木網、門限面倒など。蔦重の蔦唐丸、歌麿の筆綾丸は名前や仕事に
ちなみ、同じ丸が付いているところに2人の関係性が表れている。

狂名 きょうめい
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に
天
明
元
年（
１
７
８
１
）春
に
蔦
重
は

南
畝
を
訪
ね
て
い
る
こ
と
が
、
南
畝
の
日

記
に
書
い
て
あ
る
。
執
筆
を
依
頼
し
た
の

を
手
掛
か
り
に
、
地
元
・
吉
原
で
も
交
流

を
重
ね
た
。
翌
天
明
二
年（
１
７
８
２
）

の
暮
れ
に
は
、
南
畝
、
朱
楽
菅
江
、
恋
川

春
町
と
と
も
に
、
吉
原
の
大
文
字
屋
で
宴

席
を
開
い
た
記
録
が
あ
る
。
蔦
重
自
身
も

「
蔦
唐
丸
」
と
い
う
狂
歌
名
を
付
け
て
、

狂
歌
の
創
作
に
も
積
極
的
に
乗
り
出
し
た
。

　

必
要
な
人
材
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
は

躊
躇
し
な
い
。
蔦
重
の
目
標
に
向
か
う
猪

突
猛
進
ぶ
り
が
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
た

例
で
あ
ろ
う
。
南
畝
の
よ
う
に
戯
作
者
に

は
武
士
も
含
ま
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
者
た

ち
と
も
親
し
く
交
流
を
続
け
る
に
は
、
蔦

重
な
ら
で
は
の
人
間
と
し
て
の
魅
力
が
役

立
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

蔦
重
は
狂
歌
に
関
し
て
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
も
考
え
出
し
た
。
狂
歌
会
を
主
催
し
て

狂
歌
を
そ
の
場
で
披
露
し
て
も
ら
う
だ
け

で
な
く
、
そ
の
狂
歌
を
す
ぐ
に
狂
歌
集
に

収
録
し
て
刊
行
す
る
。
イ
ベ
ン
ト
と
出
版

を
合
体
さ
せ
た
、
蔦
重
な
ら
で
は
の
ア
イ

デ
ア
だ
。
現
代
の
メ
デ
ィ
ア
が
行
っ
て
い

る
ビ
ジ
ネ
ス
を
蔦
重
は
二
百
年
以
上
も
前

に
実
行
し
て
い
た
。
狂
歌
で
は
、
天
明
五

年（
１
７
８
５
）狂
歌
集
『
故こ
こ
ん
ば
か
し
ゅ
う

混
馬
鹿
集
』、

同
七
年
の
『
狂
歌
才
蔵
集
』
な
ど
の
ヒ
ッ

ト
作
を
世
に
出
し
て
い
る
。

狂歌とは？
和歌の形式と同じ、57577で
詠むが、狂歌は風刺やパロデ
ィの精神で、滑稽やおかしみ
を詠む。和歌の本家取りの手
法で、『古今和歌集』などの古
典の名作和歌をパロディ化し
た作品も多い。

『吉原大通絵』 よしわらだいつうえ

天明4年（1784）刊行。恋川春町作。
喜三二を主人公に、大田南畝など
著名狂歌師10名が顔を揃える場面。
それぞれ扮装をしているが、左下
の蔦重だけは普通の恰好。商売熱
心な蔦重を揶揄したものか。
恋川春町作　天明4年（1784）
国立国会図書館所蔵

描かれているのは…（図右上から時計回り）
１  四方赤良（大田南畝）
2  手柄岡持（朋誠堂喜三二）
3  大屋裏住
4  腹唐秋人
5  加保茶元成
6  蔦唐丸（蔦屋重三郎）

１

2

3

4

5

6

7

8

9 10
１１

１2

7  平鉄東作
8  酒盛入道常閑
9  大原のくちい
10  紀定丸
11  朱楽菅江
１2  元木綱
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機
知
に
と
ん
だ
鋭
い
感
性
で 

狂
歌
の
第
一人
者
に

　

江
戸
の
狂
歌
師
、
戯
作
者
に
は
町
人
だ

け
で
な
く
、
武
士
階
級
の
者
が
多
か
っ
た
。

下
級
武
士
な
が
ら
幕
臣
の
大
田
南
畝
は
そ

の
代
表
で
あ
る
。
南
畝
は
幼
い
頃
か
ら

「
神
童
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
優
秀
で
、
早

く
か
ら
文
才
を
発
揮
し
た
。
十
五
歳
で

「
江
戸
六
歌
仙
」
の
一
人
、
内う
ち
や
ま
が
て
い

山
賀
邸
に

入
門
、
和
歌
を
学
ん
で
い
る
。

　

十
七
歳
で
家
督
を
継
い
で
徒
士
と
し
て

出
仕
。
そ
の
傍
ら
、
創
作
活
動
を
始
め
た
。

明
和
三
年（
１
７
６
６
）、
に
最
初
の
著

作
で
あ
る
漢
詩
集
『
明み
ん
し
て
き
ざ
い

詩
擢
材
』
を
上
梓
。

続
け
て
翌
年
の
明
和
四
年（
１
７
６
７
）

に
は
狂
詩
狂
文
集
『
寝
ね
ぼ
け
せ
ん
せ
い
ぶ
ん
し
ゅ
う

惚
先
生
文
集
』
を

刊
行
し
た
。
こ
の
作
品
は
南
畝
を
高
く
評

価
し
て
い
た
平
賀
源
内
が
序
を
書
い
た
。

そ
の
後
の
狂
歌
流
行
の
き
っ
か
け
を
つ
く

っ
た
こ
と
か
ら
、
南
畝
は
一
躍
そ
の
名
を

知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
の
南
畝

は
ま
だ
十
代
。
漢
詩
集
と
狂
歌
集
を
高
レ

ベ
ル
で
書
き
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
早

熟
な
天
才
だ
っ
た
。

　

二
十
代
に
な
る
と
、
賀
邸
の
弟
子
仲
間

の
唐
衣
橘
洲
に
誘
わ
れ
、
狂
歌
の
会
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら

四よ
も
の
あ
か
ら

方
赤
良
の
狂
名
を
使
っ
て
い
る
。

　

安
永
四
年（
１
７
７
５
）に
洒
落
本
『
甲

駅
新
話
』
を
刊
行
。
内
藤
新
宿
の
遊
里
を

舞
台
に
し
た
物
語
で
、
仲
間
と
と
も
に
内

藤
新
宿
ま
で
出
か
け
て
遊
ん
だ
こ
と
が
ヒ

ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。
安
永
八
年（
１
７

７
９
）に
は
、
五
夜
続
け
て
月
見
の
宴
を

開
く
な
ど
、
狂
歌
師
や
戯
作
者
な
ど
と
の

交
流
を
続
け
て
、
次
第
に
狂
歌
界
の
中
心

的
な
存
在
と
な
っ
て
い
く
。

　

南
畝
の
活
動
は
蔦
重
の
目
に
留
ま
り
、

蔦
重
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
受
け
る
。
安
永

九
年（
１
７
８
０
）に
は
三
十
二
歳
で
、

蔦
屋
か
ら
黄
表
紙
『
嘘う
そ
は
っ
ぴ
ゃ
く
ま
ん
ぱ
ち
で
ん

言
八
百
万
八
伝
』

を
刊
行
す
る
な
ど
、
戯
作
者
と
し
て
活
動

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
徒
士
と
し
て
表
の

仕
事
を
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
戯
作
の
執

筆
、
評
論
も
こ
な
す
。
南
畝
の
幅
広
い
才

能
が
開
花
し
た
時
期
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
は
世
を
上
げ
て
狂
歌
が
流
行
す

る
中
で
、
南
畝
は
狂
歌
師
と
し
て
目
覚
ま

し
い
活
動
を
続
け
る
。
そ
の
頃
、
江
戸
の

狂
歌
界
は
南
畝
の
「
山
手
連
」、
唐
衣
橘

洲
の
「
四
谷
連
」、
朱
楽
菅
江
の
「
朱
楽

連
」
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
た
。
三
人
は

「
天
明
の
狂
歌
三
大
家
」
と
呼
ば
れ
た
。

　

し
か
し
、
次
第
に
赤
良
と
橘
洲
が
狂
歌

観
を
巡
っ
て
対
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

橘
洲
が
近
世
初
期
の
復
古
的
な
歌
風
を
重

大
田
南
畝

天
明
狂
歌
を
牽
引
し
た
大
田
南
畝
。
当
代
一の
知
識
人

だ
っ
た
南
畝
が
狂
歌
界
だ
け
で
な
く
出
版
界
に
果
た
し

た
功
績
と
は
ど
ん
な
も
の
か
。

key person

唐衣橘洲 からごろもきっしゅう

朱楽菅江 あけらかんこう

田安家の家臣。明和6年（1769）に自邸で平秩東
作らと狂歌の会を開催、天明狂歌が流行するき
っかけとなった。作風は端正、温雅。

御家人。「朱楽連」を主宰。狂歌のほか、洒落本、
川柳なども執筆。代表作は『故混馬鹿集』『鸚鵡
盃』。妻も狂歌師だった。

天明狂歌の三大家
残りの二人は？

大田南畝

江戸・牛込中御徒町に徒
士・大田家の長男として
誕生。17歳で家督を相続、
徒士として出仕。戯作者、
狂歌師として数々の著作
を上梓、天明文壇を牽引
した。狂名は四方赤良。
歌号は蜀山人。
『肖像』2之巻
［野村］文紹著　国立国会図書館所蔵

1749年～1823年
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ん
じ
る
の
に
対
し
て
、
赤
良
は
時
代
の
先

端
を
行
き
、
鋭
い
感
性
で
大
胆
か
つ
機
知

に
富
む
狂
歌
を
詠
ん
だ
。
例
え
ば
、

「
世
の
中
に
た
え
て
女
の
な
か
り
せ
ば　

を
と
こ
の
心
は
の
ど
け
か
ら
ま
し
」

「
世
の
中
は
酒
と
女
と
が
敵
か
た
きな
り　

ど
う

か
敵
に
め
ぐ
り
あ
い
た
い
」

　

現
代
に
も
通
じ
る
切
れ
味
の
鋭
い
狂
歌

で
、
数
々
の
名
作
を
詠
ん
で
い
る
。
決
着

が
つ
い
た
の
は
、
天
明
三
年（
１
７
８
３
）。

橘
洲
の
『
狂
歌
若
葉
集
』、
南
畝
の
『
万

歳
狂
歌
集
』
が
同
時
に
刊
行
さ
れ
た
時
だ
。

南
畝
の
狂
歌
集
は
二
〇
〇
人
以
上
の
狂
歌

を
収
録
、『
千
載
集
』
を
踏
襲
し
た
構
成
で
、

橘
洲
の
狂
歌
集
を
圧
倒
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
天
明
七
年（
１
７
８
７
）、

南
畝
の
運
命
を
変
え
る
出
来
事
が
あ
っ
た
。

田
沼
意
次
に
変
わ
り
松
平
定
信
が
実
権
を

握
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
パ
ト
ロ
ン
的
存
在

だ
っ
た
勘
定
組
頭
土
山
宗
次
郎
が
公
金
横

領
の
罪
で
失
脚
、
斬
首
の
刑
に
処
せ
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
土
山
と
と
も
に
派
手
に
遊

ん
で
い
た
南
畝
は
窮
地
に
立
た
さ
れ
た
。

　

時
代
は
寛
政
年
間
と
な
り
、
松
平
定
信

の
改
革
が
始
ま
る
。
つ
い
に
南
畝
は
第
一

線
か
ら
退
く
こ
と
を
決
断
し
た
。
次
第
に

狂
歌
か
ら
離
れ
て
創
作
活
動
も
や
め
た
。

そ
れ
以
降
は
幕
臣
と
し
て
の
仕
事
に
戻
っ

た
。
寛
政
四
年（
１
７
９
２
）、
四
十
六

歳
で
幕
府
の
登
用
試
験
を
受
け
て
首
席
合

格
。
四
十
八
歳
で
支
配
勘
定
に
昇
進
し
た
。

大
坂
や
長
崎
に
派
遣
さ
れ
る
な
ど
、
南
畝

は
官
吏
と
し
て
も
有
能
だ
っ
た
。

　

享
和
元
年（
１
８
０
１
）に
、
大
坂
銅

座
出
役
と
し
て
大
坂
に
行
っ
た
際
に
は
、

南
畝
の
名
声
を
知
る
上
方
の
人
た
ち
か
ら

狂
歌
を
求
め
ら
れ
、
銅
に
ち
な
ん
だ
「
蜀

山
人
」
の
歌
号
で
狂
歌
を
詠
ん
だ
。
し
か

し
、
決
し
て
表
舞
台
に
出
る
こ
と
は
な
く
、

時
折
、
隋
筆
を
書
く
な
ど
、
目
立
た
な
い

よ
う
に
創
作
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
。

「どうれ百人一首」
『どうれ百人一首』は寛政5（1793）年の歳旦狂歌集。鹿都部真顔編、北尾政美（鍬形蕙斎）画。百人一首をもじった『道化百人
一首』をパロディ化した作品。鹿都部真顔は狂歌を南畝に学んで、狂歌界の中心になったが、のちにはふるわなかった。

『物申しどうれ／百人一首』　寛政5年（1973）
大阪公立大学杉本図書館所蔵　出典：国書データベース

『年始御礼帳』
天明4年（1784）の歳旦狂
歌集。黄表紙仕立てにな
っていて、蔦重こと蔦唐
丸の狂歌も収められてい
る。巻末に「歌麿門人　
千代女」とあるが、これ
は歌麿その人ではないか
といわれている。
天明4年（1784）　国立国会図書館所蔵
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1788年

天明8年

風
刺
的
作
品
と
出
版
統
制

田
沼
時
代
か
ら
寛
政
の
改
革
へ
。
時
代
の
閉
塞
感
を
打
破
す
る
よ
う
に
、
蔦
重
は
笑
い
と
パ
ロ
デ
ィ
に
あ
ふ
れ
た

黄
表
紙
で
ヒ
ッ
ト
作
を
連
発
す
る
。
し
か
し
、
蔦
重
と
出
版
界
に
暗
い
影
が
忍
び
寄
っ
て
く
る
。

時
代
が
求
め
る
出
版
人・蔦
重
、処
分
へ

政
治
や
社
会
を
風
刺
し
て 

庶
民
の
喝
さ
い
を
浴
び
る

　
「
天
明
狂
歌
」
に
江
戸
の
町
が
浮
か
れ

て
い
た
頃
、
時
代
は
大
き
な
変
革
期
に
差

し
掛
か
っ
て
い
た
。
天
明
二
年（
１
７
８

２
）に
は
冷
害
に
よ
る
「
天
明
の
飢
饉
」

が
始
ま
り
、
翌
年
に
は
浅
間
山
が
噴
火
、

東
北
や
関
東
で
冷
害
が
拡
大
し
た
。
米
価

が
高
騰
、
各
地
で
打
ち
こ
わ
し
や
百
姓
一

揆
、
江
戸
で
も
米
騒
動
が
起
き
た
。

　

社
会
情
勢
が
不
安
定
に
な
る
中
で
、
政

治
も
揺
ら
い
で
い
く
。
天
明
四
年（
１
７

８
４
）に
は
田
沼
意
次
の
息
子
・
意お
き
と
も知
が

江
戸
城
中
で
殺
害
さ
れ
た
。
さ
ら
に
後
ろ

盾
の
十
代
将
軍
家
治
が
死
去
。
翌
年
に
意

次
は
罷
免
、
田
沼
時
代
は
あ
っ
け
な
く
終

焉
を
迎
え
た
。

　

天
明
七
年（
１
７
８
７
）に
は
御
三
家

が
推
す
松
平
定
信
が
老
中
に
就
任
。「
寛

政
の
改
革
」
が
断
行
さ
れ
た
。
文
武
、
質

素
倹
約
を
奨
励
、
華
美
は
嫌
わ
れ
、
風
俗

や
出
版
は
取
り
締
ま
り
の
対
象
と
な
っ
た
。

　

松
平
定
信
に
よ
る
田
沼
政
治
か
ら
の
脱

却
は
田
沼
派
の
排
除
か
ら
始
ま
っ
た
。
就

任
の
年
に
は
田
沼
意
次
に
重
用
さ
れ
て
い

た
勘
定
組
頭
土
屋
宗
次
郎
が
小
普
請
組
に

落
と
さ
れ
、
翌
年
に
は
公
金
横
領
の
罪
に

問
わ
れ
、
斬
首
に
処
せ
ら
れ
た
。

　

こ
の
事
件
に
震
え
上
が
っ
た
の
は
大
田

南
畝
で
あ
る
。
南
畝
に
と
っ
て
土
屋
宗
次

郎
は
い
わ
ば
パ
ト
ロ
ン
的
な
存
在
。
本
来

な
ら
内
職
に
励
む
立
場
で
あ
っ
た
南
畝
が
、

狂
歌
会
を
は
じ
め
遊
興
や
宴
席
、
遊
郭
へ

の
登
楼
な
ど
に
参
加
で
き
た
の
は
、
宗
次

郎
が
い
た
か
ら
こ
そ
で
あ
っ
た
。
窮
地
に

陥
っ
た
南
畝
は
、
天
明
七
年（
１
７
８
７
）、

歳
旦
集
『
千
里
同
風
』
を
最
後
に
狂
歌
戯

作
の
世
界
か
ら
身
を
引
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
激
動
の
時
代
に
、
蔦
重
は

何
を
し
て
い
た
か
。
萎
縮
す
る
ど
こ
ろ
か
、

む
し
ろ
逆
境
を
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら

え
て
、
風
刺
や
パ
ロ
デ
ィ
の
黄
表
紙
を
刊

行
し
て
、
暗
い
世
相
を
笑
い
飛
ば
そ
う
と

企
ん
だ
。
蔦
重
ら
し
い
生
き
方
だ
っ
た
。

　

天
明
八
年（
１
７
８
８
）刊
行
の
、
朋

誠
堂
喜
三
二
の
『
文
武
二
道
万
石
通
』
で

は
松
平
定
信
の
文
武
奨
励
の
政
策
を
、
恋

川
春
町
の
『
悦よ
ろ
こ
ん
ぶ
ひ
い
き
の
え
ぞ
お
し

贔
屓
蝦
夷
押
領
』
で
は
田

出版統制令とは
書物や草双紙の絶版、好色本
の絶版など厳しい取り締まり
で、問屋同士で監視する自主
的な検閲を求めた。寛政２年
（1790）に書物問屋、同10月に
蔦屋などの地本問屋に対して
同じような命が下った。

徳川家斉
徳川第11代将軍。10代家治
の田沼意次重用に対して、父
の一橋治済（はるさだ）ととも
に松平定信を推して、老中首
座に就任させた。50年間、将
軍の座に君臨して、55人の子
女を産ませたことで有名。
『徳川家斉』東京大学史料編纂所所蔵模写
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足
利
将
軍
を
巧
み
に
利
用
し
た 

上
洛
戦
と
巻
き
起
こ
る
戦
乱

　

ダ
ミ
ー
の
テ
キ
ス
ト
で
す
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
、
木
曾
路
は
す
べ
て
山
の
中

で
あ
る
。
あ
る
と
こ
ろ
は
岨
づ
た
い
に
行

く
崖
の
道
で
あ
り
、
あ
る
と
こ
ろ
は（
数

十
間
）の
深
さ
に
臨
む
木き
そ
が
わ
曾
川
の
岸
で
あ

り
、
あ
る
と
こ
ろ
は（
９
０
７
）、
を
め

ぐ
る
谷
の
入
り
口
で
あ
る
。
一
筋
の
街
道

は
こ
の
深
い
森
林
地
帯
を
貫
い
て
い
た
。

　

東
ざ
か
い
の
桜
沢
か
ら
、
西
の
１
０
曲

峠
ま
で
、
木
曾
１
０
０
宿
は
こ
の
街
道
に

添
う
て
、
二
十
二
里
余
に
わ
た
る
長
い
谿

谷
の
間
に
散
在
し
て
い
た
。
道
路
の
位
置

も
幾
た
び
か
改
ま
っ
た
も
の
で
、
古
道
は

い
つ
の
ま
に
か
深
い
山
間
に
埋
も
れ
た
。

名
高
い
桟
も
、
蔦
の
か
ず
ら
を
頼
み
に
し

た
よ
う
な
危
い
場
処
で
は
な
く
な
っ
て
、

徳
川
時
代
の
末
に
は
す
で
に
渡
る
こ
と
の

で
き
る
橋
で
あ
っ
た
。「
新
規
に
新
規
に

今
や
取
り
締
ま
り
に
触
れ
な
い
よ
う
に
苦

心
し
て
書
物
を
つ
く
る
こ
と
が
蔦
重
に
と

っ
て
新
た
な
戦
い
に
な
っ
て
い
た
。

　

寛
政
元
年（
１
７
８
９
）に
は
二
作
の

黄
表
紙
を
刊
行
し
た
。
恋
川
春
町
の

『
鸚
お
う
む
が
え
し
ぶ
ん
ぶ
の
ふ
た
み
ち

鵡
返
文
武
二
道
』、
唐と
う
ら
い
さ
ん
な

来
参
和
の
『
天

下
一
面
鏡
梅
鉢
』。
前
者
は
松
平
定
信
の
文

武
の
奨
励
を
揶
揄
。
後
者
は
、
浅
間
山
の

噴
火
、
江
戸
の
打
ち
こ
わ
し
を
パ
ロ
デ
ィ

化
し
て
、
文
武
奨
励
を
笑
い
に
し
て
い
る
。

　

先
の
見
え
な
い
時
代
に
閉
塞
感
を
味
わ

っ
て
い
た
、
江
戸
の
人
々
は
こ
れ
ら
の
風

刺
本
に
拍
手
喝
さ
い
を
送
っ
た
。『
鸚
鵡
返

文
武
二
道
』
は
一
万
五
千
部
を
売
り
上
げ
、

売
れ
す
ぎ
て
製
本
が
間
に
合
わ
な
い
、
当

時
と
し
て
は
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。

沼
意
次
の
蝦
夷
地
開
発
を
皮
肉
っ
た
。
２

作
品
と
も
、
作
者
は
武
士
で
あ
っ
た
。
朋

誠
堂
喜
三
二
は
秋
田
藩
、
恋
川
春
町
は
駿

河
小
島
藩
の
江
戸
留
守
居
役
。
内
情
を
知

っ
て
い
る
武
士
が
書
い
た
本
だ
け
に
、
内

容
が
良
く
評
判
と
な
っ
た
。
蔦
重
の
思
惑

通
り
、
爆
発
的
な
売
れ
行
き
と
な
っ
た
。

　

蔦
重
は
パ
ロ
デ
ィ
本
を
制
作
す
る
際
に

は
、
取
り
締
ま
り
に
触
れ
な
い
よ
う
に
、

対
策
に
知
恵
を
絞
っ
て
い
た
。『
文
武
二

道
万
石
通
』
で
は
、
行
麿
の
筆
に
な
る
源

頼
朝
と
重
臣
の
畠
山
重
忠
が
描
か
れ
る
。

初
版
本
は
、
少
年
の
頼
朝
は
家
斉
に
、
重

忠
は
家
紋
の
梅
鉢
紋
か
ら
松
平
定
信
に
擬

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
確
だ
が
、
後
か

ら
出
し
た
異
版
で
は
表
現
を
穏
当
に
し
た
。

『文武二道万石通』 ぶんぶにどうまんごくどおし

朋誠堂喜三二作の黄表紙。ときは鎌倉時代、将
軍・源頼朝が重臣・畠山重忠に命じて文武の奨励
を計るという、寛政の改革を皮肉った内容。喜
三二が筆を折るきっかけとなった。

喜三二戯作、行麿画 天明8年（1788）　国立国会図書館所蔵

『江戸名所図会』錦絵
江戸の名所として通油町にある鶴屋の店舗が
描かれている。店内の商いの様子、往来の賑
やかさなどから繁盛していることがわかる。
出版統制令によってこの賑わいは風前の灯に。
松濤軒斎藤長秋著 長谷川雪旦画 天保5～7年（1834～36）
東京都立図書館所蔵

鶴屋
京都に本店を持つ大地本問屋。江戸で大店舗
を構えている通油町に、後から蔦重が進出。
ライバルとなるが、蔦重は店主の喜右衛門と
仲が良く、山東京伝をともに独占していた。
3人で日光参りにも行っている。
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❸ 『錦之裏』
　　にしきのうら

❷ 『娼妓絹籭』
　　しょうぎきぬぶるい

❶ 『仕懸文庫』
　　しかけぶんこ

❶

❷

❸

寛政3年刊。山東京伝作の洒
落本。夜の吉原を“錦”に見立
て、その裏を昼の吉原として、
昼間のさまざまな情景を描い
ている。昼の明るい吉原は珍
しい題材で、面白い趣向の洒
落本となっている。

寛政3年刊。山東京伝作の洒
落本。近松門左衛門の浄瑠璃
でおなじみの梅川・忠兵衛の
悲恋物語を描いている。遊女
と客の駆け引きを描いたとこ
ろが出版統制の禁に触れた。

寛政3年刊。山東京伝作の洒
落本。鎌倉時代の大磯として、
深川の遊里を描いた。社会風
刺の要素は少ないが、風紀を
乱したとして摘発の対象にな
った。内容は洒落本の最高峰
と賞されるほどの出来栄え。

『青楼昼之世界錦之裏』
山東京伝作画 寛政3年（1791）
国立国会図書館所蔵

『手段誥物娼妓絹籭』
山東京伝著 寛政3年（1791）
国文学研究資料館所蔵 出典：国書データベース

山東京伝作画 寛政3年（1791）
国立国会図書館所蔵

山
東
京
伝
の
洒
落
本
３
作
が

出
版
統
制
の
見
せ
し
め
に
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KEYWORD

田沼意次の息子・意知の江戸城内
殺害事件を滑稽に風刺した。天明
の頃に出版されたが、すぐには絶
版にはならず寛政元年に絶版とな
り、作者への処罰が下された。寛
政の改革が軌道に乗ってから処罰
に及んだとされる。

黒白水鏡 こくびゃくみずかがみ

前に組んだ両手に瓢箪型の鉄製手
錠をかける。牢に収容するほどで
はない軽微の犯罪者や、処分が決
まる前の容疑者に、自宅にて謹慎
させるために行なわれた。身体の
自由を束縛されるので体を傷める
ことが多い。

手鎖

『堪忍袋緒〆善玉』
かんにんぶくろおじめのぜんだま

寛政5年（1793）刊。山東京伝
作の黄表紙。善玉・悪玉が登
場するシリーズで大ヒットし
た。この作品から生まれたヒ
ーロー・悪玉は歌舞伎の役に
もなり、坂東三津五郎が「悪
玉踊り」を踊った。
山東京伝作 北尾重政画 寛政5年（1793）
国立国会図書館所蔵

出
版
統
制
令
の
禁
を
犯
し
て 

蔦
重
と
京
伝
が
処
罰
さ
れ
る

　

蔦
重
は
黄
表
紙
で
暗
黒
の
時
代
に
一
矢

を
報
い
た
も
の
の
、
幕
府
に
よ
る
取
り
締

ま
り
の
目
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い

っ
た
。
蔦
重
は
慎
重
を
期
し
て
、
寛
政
元

年（
１
７
８
９
）、
唐
来
参
和
の
黄
表
紙

『
天
下
一
面
鏡
梅
鉢
』
で
は
、
版
元
名
、

作
者
名
を
隠
し
て
出
版
し
た
。
し
か
し
、

依
然
と
し
て
幕
府
の
監
視
の
目
は
続
い
て

お
り
『
天
下
一
面
鏡
梅
鉢
』
は
出
版
統
制

令
の
禁
を
犯
し
た
と
し
て
絶
版
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
別
の
版
元
が
出
し
た
黄
表
紙

『
黒
白
水
鏡
』
も
絶
版
に
な
り
、
作
者
の

石い
し
べ
き
ん
こ
う

部
琴
好
は
手
鎖
数
日
の
後
、
江
戸
所
払

い
と
い
う
厳
し
い
処
罰
を
受
け
た
。
同
作

で
絵
師
を
務
め
た
北き
た
お
ま
さ
の
ぶ

尾
政
演（
山
東
京

伝
）も
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
ま
さ
に

出
版
人
に
対
す
る
見
せ
し
め
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
頃
に
な
る
と
大
田
南
畝
に
続
い
て
、

武
士
階
級
の
戯
作
者
た
ち
の
自
粛
が
始
ま

っ
た
。
秋
田
藩
留
守
居
役
の
朋
誠
堂
喜
三

二
は
、『
文
武
二
道
万
石
通
』
を
刊
行
し
た

天
明
八
年（
１
７
８
８
）の
頃
に
、
秋
田

藩
主
か
ら
の
圧
力
で
留
守
役
か
ら
下
り
、

戯
作
界
か
ら
身
を
引
い
た
。
小
島
藩
留
守

居
役
の
恋
川
春
町
は
寛
政
元
年（
１
７
８

９
）、
松
平
定
信
か
ら
内
密
に
呼
び
出
さ

れ
た
が
、
そ
れ
に
応
じ
ず
急
死
し
た
。
自

死
で
は
な
い
か
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
幕
府
の
出
版
界
へ
の
取
り
締
ま

り
は
容
赦
が
な
か
っ
た
。
寛
政
二
年（
１

７
９
０
）、
書
物
問
屋
へ
の
出
版
統
制
令

が
下
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
書
物
、
草
双
紙

な
ど
の
新
規
出
版
は
禁
止
さ
れ
、
新
規
に

出
版
す
る
際
に
は
奉
行
所
の
指
示
が
必
要

に
な
っ
た
。
内
容
が
華
美
の
も
の
や
風
紀

を
乱
す
よ
う
な
み
だ
ら
な
書
物
は
禁
止
。

蔦
重
の
得
意
分
野
で
あ
る
黄
表
紙
や
洒
落

本
が
標
的
と
な
っ
た
。
ま
た
、
専
門
書
な

ど
を
販
売
す
る
書
物
問
屋
だ
け
で
な
く
、

蔦
重
な
ど
の
地
本
問
屋
に
対
し
て
も
、
問

屋
同
士
で
本
の
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
、

新
た
な
検
閲
体
制
を
要
求
さ
れ
た
。

　

世
の
中
が
ま
す
ま
す
窮
屈
に
な
っ
て
、

蔦
重
は
朋
誠
堂
喜
三
二
と
恋
川
春
町
と
い

う
得
難
い
人
材
を
失
っ
た
。
そ
の
結
果
、

若
い
世
代
の
山
東
京
伝
に
今
ま
で
以
上
に

期
待
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

京
伝
は
す
で
に
絵
師
・
北
尾
政
演
の
名

で
描
い
た
『
黒
白
水
鏡
』
に
よ
っ
て
、
寛

政
元
年（
1
7
8
9
）に
罰
金
刑
に
処
せ

ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
ほ
か
の
戯
作
者
た

ち
が
筆
を
折
り
、
自
死
す
る
な
ど
の
噂
を

聞
い
て
、
簡
単
に
は
筆
を
執
ら
な
か
っ
た
。

　

蔦
重
の
説
得
を
受
け
て
作
品
に
取
り
掛

り
、
寛
政
三
年（
１
７
９
１
）に
は
蔦
屋

か
ら
洒
落
本
『
仕
掛
文
庫
』『
錦
之
裏
』『
娼

妓
絹
籭
』
三
作
を
刊
行
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
洒
落
本
三
作
が
出
版

統
制
令
の
禁
を
犯
し
た
と
咎
め
ら
れ
た
。

三
作
は
絶
版
。
作
者
の
山
東
京
伝
は
手
鎖

五
十
日
の
刑
を
受
け
た
。
版
元
で
あ
る
蔦

重
と
、
地
本
問
屋
仲
間
で
行
事
役
を
つ
と

め
た
二
名
も
身
上
に
応
じ
た
超
過
量
、
罰

金
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
一
時
蔦
屋
の

番
頭
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
曲
亭
馬
琴
が

「
身
上
半
減
」
と
記
し
て
い
る
。
財
産
の

半
分
か
年
収
の
半
分
か
不
明
だ
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
蔦
重
に
と
っ
て
財
産
没
収
が

相
当
な
打
撃
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
。

　

山
東
京
伝
は
戯
作
の
世
界
か
ら
引
退
、

以
後
は
銀
座
で
煙
草
入
れ
店
を
経
営
し
て

生
計
を
立
て
た
。
の
ち
に
復
帰
し
た
も
の

の
、
読
本
の
執
筆
し
か
行
な
わ
な
か
っ
た
。

　

蔦
重
は
幕
府
の
寛
政
の
改
革
に
真
っ
向

か
ら
挑
む
よ
う
に
社
会
風
刺
の
黄
表
紙
を

出
版
し
て
、
世
の
喝
さ
い
を
浴
び
た
が
、

見
事
に
出
版
統
制
令
に
引
っ
か
か
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
豪
胆
な
こ
と
を
で
き
る
の
は

蔦
重
だ
け
で
あ
る
。
周
囲
は
時
代
の
波
を

も
ろ
に
受
け
て
、
狂
歌
師
、
戯
作
者
、
絵

師
た
ち
は
失
意
の
中
で
断
筆
し
て
い
く
。

　

し
か
し
、
蔦
重
は
し
ば
ら
く
謹
慎
し
て

い
た
が
、
再
び
前
を
向
く
。
書
物
問
屋
の

株
を
取
得
し
て
、
地
本
以
外
の
書
物
の
制

作
を
始
め
た
。
蔦
重
は
一
人
反
骨
の
炎
を

密
か
に
燃
や
し
て
い
た
。
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山
東
京
伝

山
東
京
伝
は
黄
表
紙
、
洒
落
本
の
作
者
で
、
挿
絵
も

描
く
絵
師
で
も
あ
る
。
若
き
天
才
が
幕
府
の
出
版
統
制

に
よ
っ
て
、二
度
も
処
罰
さ
れ
る
憂
き
目
に
あ
う
。

key person洒
落
本
の
第
一人
者・京
伝 

幕
府
の
取
り
締
ま
り
に
屈
す

　

山
東
京
伝
は
江
戸
深
川
木
場
町
の
質

屋
・
伊
勢
屋
伝
左
衛
門
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
た
。
裕
福
な
家
庭
に
生
ま
れ
、
父
母

か
ら
は
溺
愛
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
若
い

頃
か
ら
長
唄
や
三
味
線
を
習
っ
て
い
た
。

深
川
は
岡
場
所
が
多
い
土
地
柄
で
、
そ
こ

に
出
入
り
す
る
よ
う
な
青
年
だ
っ
た
。

　

一
方
で
は
北
尾
重
政
に
弟
子
入
り
し
て
、

絵
の
才
能
を
早
く
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
た
。

安
永
七
年（
１
７
７
８
）、
十
八
歳
で
黄

表
紙
『
開
か
い
ち
ょ
う
り
や
く
の
め
く
り
あ
い

帳
利
益
札
遊
合
』
の
挿
絵
を
担

当
す
る
。
そ
の
後
『
娘
敵
討
故
郷
錦
』
で
、

戯
作
者
兼
絵
師
で
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
す
。

天
明
二
年（
１
７
８
２
）刊
行
し
た
黄
表

紙
『
手
前
勝
手
御
存
知
商
売
者
』
が
大
田

南
畝
に
賞
賛
さ
れ
る
。
早
熟
な
天
才
は
瞬

く
間
に
人
気
作
家
と
な
っ
た
。

　

蔦
重
と
の
か
か
わ
り
も
早
い
時
期
か
ら

あ
っ
た
。
二
十
歳
で
、
蔦
屋
が
刊
行
し
た

黄
表
紙『
夜
野
中
狐
物
』で
挿
絵
を
手
が

け
て
い
る
。
そ
の
後
も
、
蔦
屋
だ
け
で
も
、

二
十
四
歳
の
と
き
に
絵
師
と
し
て『
新
美

人
合
自
筆
鏡
』、
二
十
五
歳
で
初
の
洒
落

本『
令
子
洞
房（
息
子
部
屋
）』と
黄
表
紙

『
江
戸
生
艶
気
樺
焼
』、二
十
六
歳
で
滑
稽

絵
本『
小
紋
新
法
』を
刊
行
。
二
十
代
の

京
伝
は
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
遂
げ
て
い
る
。

　

黄
表
紙
で
は
世
代
が
上
の
朋
誠
堂
喜
三

二
、
恋
川
春
町
と
並
び
称
さ
れ
、
と
く
に

洒
落
本
で
は
第
一
人
者
と
評
価
さ
れ
て
い

る
。
三
十
歳
の
と
き
に
は
、
の
ち
の
滝
沢

馬
琴
に
弟
子
入
り
を
請
わ
れ
た
と
い
う
逸

話
が
残
っ
て
い
る
。
京
伝
は
そ
の
生
涯
で

約
三
〇
〇
本
の
作
品
を
描
き
、
そ
の
う
ち

六
十
本
の
作
品
で
は
絵
師
も
務
め
て
い
る
。

驚
く
べ
き
才
能
の
持
ち
主
と
い
え
よ
う
。

　

戯
作
と
絵
で
名
声
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し

て
い
た
が
、
寛
政
の
改
革
に
よ
っ
て
そ
の

人
生
を
狂
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。　

KEYWORD

天明4年（1784）刊。京伝24歳のと
き、北尾政演の名で描いた作品。
前年に『青楼名君自筆集』として刊
行した、大判2枚の錦絵を画帖に
仕立てた。吉原の有名な遊女を艶
やかに描いて、遊女自筆の書を書
き入れている。

新美人合自筆鏡 
しんびじんあわせじひつかがみ

天明5年（1785）刊。京伝24歳のと
きの黄表紙。タイトルは「江戸前
の蒲焼」をもじったもの。金持ち
の息子・艶二郎はうぬぼれが強く、
色男の評判を取ろうといろいろと
計画するものの、失敗をするとい
う滑稽話。

江戸生艶気樺焼 
えどうまれうわきのかばやき

山東京伝

『山東京伝の見世』

京伝は引退後、煙草入れ屋の店主に収まったが、引き続き世の注目を
集めている。吉原の花魁を二度妻にした。割り勘を行なったため、京
伝割という言葉が生まれるなど、逸話に事欠かない人物だった。

山東京伝が引退後に開いた京橋銀座一丁目の煙草入れ屋を描いた
浮世絵。店の奥には主である京伝と、客として訪れた遊女花扇、
瀬川菊之丞、川村宗十郎など当時の有名人が描かれている。

『江戸花京橋名取』　鳥橋斎栄里筆 18世紀
東京国立博物館所蔵 出典：ColBase（https://colbase.nich.go.jp/）

歌川豊国筆 18世紀
東京国立博物館所蔵 出典：ColBase（https://colbase.nich.go.jp/）
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寛
政
元
年
、
黄
表
紙
『
黒
白
水
鏡
』
の

挿
絵
を
描
い
て
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。

作
者
の
石
部
琴
好
が
手
鎖
数
日
の
後
、
江

戸
所
払
い
と
な
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け

た
。
ほ
か
の
戯
作
者
、
狂
歌
師
が
出
版
統

制
に
耐
え
か
ね
て
、
表
舞
台
か
ら
去
っ
て

い
く
中
、
京
伝
も
引
退
を
考
え
て
、
吉
原

扇
屋
の
遊
女
菊
園
を
妻
に
迎
え
、
新
生
活

に
入
っ
て
い
た
。
戯
作
の
世
界
に
戻
る
つ

も
り
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

出
版
に
ま
だ
情
熱
を
持
ち
続
け
て
い
る
蔦

重
に
説
得
さ
れ
て
翻
意
し
た
。

　

寛
政
三
年（
１
７
９
１
）に
は
蔦
屋
か

ら
山
東
京
伝
作
の
黄
表
紙
と
と
も
に
、
洒

落
本
『
仕
掛
文
庫
』『
錦
之
裏
』『
娼
妓
絹

籭
』
を
刊
行
し
た
。

　

こ
の
洒
落
本
三
作
は
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎

に
材
を
取
っ
て
、
舞
台
や
時
代
を
変
え
て

い
る
が
、
吉
原
や
深
川
の
遊
里
で
あ
る
と

判
断
さ
れ
て
、
咎
め
ら
れ
た
。
三
作
は
絶

版
。
山
東
京
伝
は
手
鎖
五
十
日
と
い
う
重

い
刑
を
受
け
た
。
こ
れ
に
懲
り
た
京
伝
は
、

以
後
、
洒
落
本
を
書
く
こ
と
は
あ
き
ら
め

て
、
銀
座
の
煙
草
入
れ
の
店
を
買
い
取
っ

て
経
営
者
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
は
読
本
の
執
筆
だ
け
は
続
け
て
、

こ
こ
で
も
才
能
を
発
揮
し
て
人
気
作
家
と

な
っ
た
。
の
ち
に
曲
亭
馬
琴
に
人
気
作
家

の
座
を
奪
わ
れ
る
の
は
皮
肉
な
運
命
の
め

ぐ
り
あ
わ
せ
で
あ
る
。

『傾城買四十八手』
けいせいかいしじゅうはって

寛政2年（1790）刊。山東京伝作の洒落本。吉原の大見世や小見世で繰り広げられる、さまざまな客と遊
女の閨房での会話を描いて評を付け加えている。洒落本の傑作とされ、のちの戯作者に影響を与えた。

寛政2年（1790）　東京都立中央図書館所蔵
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最
盛
期
、
三
千
人
の
遊
女
が
い
た
と
い
う

大
江
戸
文
化
の
発
信
地
・
吉
原
。

蔦
屋
重
三
郎
が
生
ま
れ
育
っ
た
遊
廓
は

ど
の
程
度
、
痕
跡
を
残
し
て
い
る
の
か
。

取
材
・
文
／
上
永
哲
矢　

撮
影
／
遠
藤 

純（
Ｐ
52
〜
55
）

蔦
重
を
育
て
た
夢
の
色
町

吉原遊郭の唯一の入口、大門（お
おもん）が存在した場所。今は道
の両サイドに門柱の名残を偲ばせ
るような細い柱が建っている。

吉
原
を
歩
く
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見
返
り
柳
と
吉
原
大
門
跡
に 

昔
日
の
賑
わ
い
を
思
う

「
吉
原
っ
て
、
ま
だ
あ
る
ん
だ
っ
け
？
」

東
京
に
長
く
暮
ら
し
て
い
る
と
、
時
折
、

こ
ん
な
問
い
か
け
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。

聞
き
手
の
頭
の
な
か
に
は
、
お
そ
ら
く
時

代
劇
に
出
て
く
る
よ
う
な
華
や
か
な
遊
廓

か
、
文
化
的
な
色
合
い
の
建
物
が
並
ぶ
情

景
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

江
戸
の
名
所
で
も
あ
っ
た
、
か
の
遊
廓
は

も
は
や
姿
か
た
ち
も
な
い
。
売
春
自
体
も

い
ま
や
建
前
上
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
意
味
で
考
え
れ
ば
、
す
で
に
吉

原
は
な
い
と
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
現
地
を
訪
れ
る
と
、
い
ま
も
遊

廓
の
痕
跡
は
確
か
に
見
い
だ
せ
る
。

　

現
在
の
土
手
通
り
は
、
か
つ
て
荒
川
の

堤
防
と
な
っ
て
い
た
日に
ほ
ん
づ
つ
み

本
堤
が
あ
っ
た
と

こ
ろ
で
、
遊
客
は
そ
の
堤
の
上（
土
手
）

を
通
っ
て
遊
廓
へ
入
っ
た
。
そ
の
土
手
沿

い
か
ら
遊
廓
へ
の
入
口
に
あ
た
る
角
に
は
、

古
く
か
ら
見
返
り
柳
が
植
わ
っ
て
い
た
。

「
も
て
た
奴 

ば
か
り
見
返
る 

柳
な
り
」

「
柳
ち
る 

今
朝
の
出
口
の 

わ
か
れ
際
」

　

見
返
り
と
い
う
ほ
ど
だ
か
ら
、
や
は
り

そ
れ
を
詠
ん
だ
川
柳
は
帰
り
際
の
も
の
と

み
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。
遊
廓
で
の
ひ
と

時
あ
る
い
は
一
夜
を
名
残
惜
し
げ
に
振
り

返
る
客
た
ち
の
様
子
が
想
像
で
き
る
。
い

『北廓月の夜桜』
ほっかくつきのよざくら

吉原大門から延びる仲の町通りを描いた浮世絵。通りの真ん中にある桜は毎年3月3日の紋日にあわせて咲
くように移植され、春の町を彩っていた。夜桜見物で賑わい、散る頃には片づけられていた。

歌川国貞（三代豊国）筆 19世紀
東京国立博物館所蔵 出典：ColBase（https://colbase.nich.go.jp/）

右／日本堤から大門に続
く五十間道はＳ字状にカ
ーブしており、当時のま
まの地形が残る。中／吉
原と外界を隔てていた
「お歯黒どぶ」の痕跡を色
濃く伝える石垣。左／か
つて吉原有数の妓楼が建
っていた吉原公園入口。
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ま
は
六
代
目
の
柳
だ
そ
う
だ
が
「
吉
原
大

門
」
の
交
差
点
の
一
角
、
多
く
の
車
が
行

き
交
う
土
手
通
り
沿
い
に
何
度
も
植
え
替

え
ら
れ
な
が
ら
佇
む
の
は
、
そ
れ
だ
け
象

徴
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

大
門
の
跡
を
く
ぐ
る
と
思
い
出
す 

廓
噺
の
定
番「
暁
烏
」の一節

　

そ
こ
か
ら
南
西
方
向
に
延
び
る
五
十
間

道
は
、
Ｓ
字
状
に
延
び
る
下
り
坂
で

衣え
も
ん
ざ
か
文
坂
と
も
呼
ば
れ
た
。
五
十
間
、
つ
ま

り
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
の
短
い
通
り

だ
が
、
昔
は
こ
の
両
脇
に
商
店
や
茶
屋
が

並
ん
で
い
た
。
蔦
屋
重
三
郎
が
、
親
族
の

蔦
屋
次
郎
兵
衛
の
店
の
軒
先
に
貸
本
屋
を

出
し
た
の
も
、
こ
の
通
り
だ
っ
た
。
そ
し

て
、
そ
の
突
き
当
り
に
大
門
が
あ
っ
た
。

「
ひ
と
り
で
帰
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
怪

し
い
奴
だ
っ
て
ん
で
、
き
っ
と
大
門
の
と

こ
ろ
で
留と

め
ら
れ
ま
す
よ
」

　

落
語
の
廓
く
る
わ
ば
な
し
噺
の
定
番
「
暁
あ
け
が
ら
す
烏
」
に
出
て

く
る
一
節
も
、
こ
こ
が
吉
原
唯
一
の
出
入

口
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
。
初
心

な
若
旦
那
を
ど
う
に
か
遊
ば
せ
る
た
め
、

付
き
添
い
の
遊
び
人
た
ち
が
そ
う
言
い
く

る
め
る
筋
書
き
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
実
際
に

は
そ
れ
ほ
ど
厳
重
に
取
り
締
ま
ら
れ
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
が
、
遊
女
の
脱
走
や
怪

し
い
者
の
出
入
り
を
監
視
す
る
番
所
が
あ

っ
た
。
い
ま
大
門
跡
の
脇
に
あ
る
吉
原
交

番
が
、
そ
の
名
残
と
い
え
な
く
も
な
い
。

　

か
つ
て
吉
原
の
街
と
外
界
を
隔
て
て
い

た
も
の
に
「
お
歯
黒
ど
ぶ
」
が
あ
る
。
当

初
、
日
本
橋
の
近
く（
人
形
町
）に
あ
っ

た
吉
原
は
明
暦
の
大
火（
１
６
５
７
）以
降
、

現
在
地
に
移
り
新
吉
原
と
呼
ば
れ
た
。
浅

草
の
真
裏
に
あ
た
る
低
湿
地
で
、
当
時
は

田
ん
ぼ
し
か
な
く
、
最
初
に
堀（
お
歯
黒

ど
ぶ
）を
造
っ
て
盛
り
土
で
地
面
を
固
め
、

板
塀
で
囲
ん
だ
範
囲
が
遊
廓
に
な
っ
た
。

「
故
な
く
し
て
囲
い
よ
り
外
に
出
さ
ぬ
こ

と
」
が
鉄
則
で
あ
っ
た
が
、
寺
社
参
拝
や

病
気
の
際
の
通
院
な
ど
理
由
が
あ
れ
ば
一

時
的
に
大
門
を
出
る
こ
と
も
許
さ
れ
て
い

た
。
と
は
い
え
、
も
し
脱
走
し
て
捕
ま
れ

ば
厳
し
い
体
罰
が
待
っ
て
い
る
。
元
よ
り

身
請
け
で
も
さ
れ
な
け
れ
ば
、
暮
ら
す
当

て
も
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

『江戸名所百景 よし原日本堤』
えどめいしょひゃっけい よしわらにほんづつみ

『江戸切絵図
今戸箕輪浅草画図』
えどきりえず いまどみのわあさくさず

土手道は吉原への行き帰りに通る必要があっ
た。その狭い道は大勢の人で賑わい、たくさ
んの料理屋などが軒を連ねていた。
広重著 安政4年（1857）
国立国会図書館所蔵

景山致恭、戸松昌訓、井山能知編　
嘉永2年-文久2年（1849-1862）　国立国会図書館所蔵

浅草本願寺浅草本願寺

吾妻橋吾妻橋

浅草寺浅草寺

猿若町猿若町

橋場・今戸橋場・今戸

日本堤日本堤

吉原吉原

鷲神社鷲神社

入谷入谷

大門大門

真崎真崎

待乳山聖天宮・今戸橋待乳山聖天宮・今戸橋

千住千住

見返り柳・衣紋坂見返り柳・衣紋坂

浅草奥山浅草奥山

隅田川隅田川

当時は何もなかった湿地帯へ移転して再開された新吉
原。浅草の浅草寺の裏手、ちょうど真北あたりにあっ
た。隅田川から「山谷堀」を舟で行くこともできた。

蔦
重
が
初
め
て
店
を
構
え
た

江
戸
最
大
の
遊
廓
の
名
残
が
今
も

正法寺（蔦重の墓）正法寺（蔦重の墓）
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約
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
が
吉
原
の
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ト
「
仲
の
町
通
り
」
で
あ
る
。
江

戸
後
期
、
こ
の
両
脇
に
引
手
茶
屋
が
建
ち

並
び
、
そ
の
横
丁
沿
い
に
遊
女
屋
が
軒
を

並
べ
て
い
た
。
そ
の
な
か
に
は
蔦
重
の
馴

染
み
の
店
や
、
彼
の
実
家
・
喜
多
川
家
が

営
む
店
に
加
え
、
叔
父
や
義
兄
の
経
営
す

る
茶
屋
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

い
ま
、
吉
原
を
歩
く
と
仲
の
町
通
り
に

喫
茶
店
が
多
く
あ
る
の
に
気
づ
く
。
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
風
俗
店
の
案
内
所
で
、
か
つ

て
の
引
手
茶
屋
の
役
割
を
継
い
で
い
る
わ

け
だ
。
当
時
、
や
り
手
婆
が
手
ぐ
す
ね
引

い
て
い
た
で
あ
ろ
う
光
景
を
想
像
す
る
。

　

女
性
落
語
家
の
三
遊
亭
遊ゆ
う
し
ち七

さ
ん
に
聞

い
た
話
で
は
、
ご
自
身
が
時
々
主
催
す
る

吉
原
ツ
ア
ー
の
参
加
者
は
、
半
数
以
上
が

女
性
だ
そ
う
だ
。
確
か
に
普
段
は
女
性
が

進
ん
で
来
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
。

そ
れ
だ
け
に
、
そ
う
し
た
特
別
な
機
会
に

見
て
歩
き
た
い
と
考
え
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
、
か
つ
て
こ
こ
で
働
い
て
い
た

遊
女
た
ち
へ
の
思
い
に
同
性
と
し
て
強
く

関
心
を
持
つ
人
が
多
い
の
だ
ろ
う
。

　

吉
原
遊
廓
跡
の
南
端
あ
た
り
に
吉
原
神

社
が
あ
る
。
か
つ
て
遊
廓
内
に
は
吉
徳
稲

荷
社
ほ
か
、
五
つ
の
守
護
神
を
祀
る
社
が

あ
っ
た
。
こ
れ
が
明
治
十
四
年（
１
８
８

１
）に
合
祀
さ
れ
、
新
た
に
吉
原
神
社
と

し
て
創
建
。
当
初
は
大
門
北
に
あ
っ
た
が

は
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
低
く
、
道
路
か
ら
公

園
に
上
る
階
段
が
あ
る
。
そ
の
段
差
が
、

ま
さ
に
「
お
歯
黒
ど
ぶ
」
の
痕
跡
を
は
っ

き
り
示
し
て
い
る
。
階
段
を
上
っ
た
先
の

吉
原
公
園
は
吉
原
の
三
大
妓
楼
の
一
つ

「
大
文
字
楼
」
跡
地
だ
。「
角
海
老
楼
」「
稲

森
楼
」
と
並
ぶ
大
見
世
は
、
通
り
を
見
下

ろ
す
が
ご
と
く
そ
び
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

大
門
跡
か
ら
吉
原
神
社
の
手
前
ま
で
の

「
お
歯
黒
ど
ぶ
」の
痕
跡
か
ら 

吉
原
と
外
界
の
境
目
を
探
す

　

こ
の
あ
た
り
の
地
形
は
周
辺
が
標
高
七

〜
八
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
の
に
対
し
、
吉
原

遊
廓
跡
の
標
高
は
十
四
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
。

歩
い
て
い
る
と
気
づ
か
な
い
が
、
高
低
差

を
実
感
し
や
す
い
の
が
大
門
跡
の
北
西
側

に
あ
る
吉
原
公
園
だ
ろ
う
。
公
園
の
外
側

関
東
大
震
災
で
焼
失
し
、
昭
和
九
年（
１

９
３
４
）に
現
在
地
に
移
っ
た
と
い
う
。

参
拝
し
よ
う
と
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
、
小
学

生
の
女
の
子
た
ち
が
学
校
帰
り
に
立
ち
寄

っ
て
手
を
合
わ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
に
遭
遇

し
た
。
近
く
の
学
校
に
通
う
地
元
の
子
ど

も
た
ち
に
吉
原
遊
廓
の
守
護
神
が
大
切
に

さ
れ
て
い
る
と
い
う
日
常
の
情
景
。
心
が

ホ
ッ
と
安
ら
ぐ
思
い
で
あ
っ
た
。

『焼失せる吉原遊廓』東京都立図書館所蔵

①かつての遊郭の守護神が合祀される吉原神社。②吉原弁財天では関東大震災で犠牲となった
遊女を供養する。③吉原最後の料亭の建物を残す桜鍋の店、中江別館「金村」。④遊廓の出入口
にある吉原のシンボル「見返り柳」は現在6代目。

大正12年（1923）9月1日正午、伊豆大
島付近の海中を震源とした関東大震災
が発生。それにより大規模な火災が起
き東京一円から横浜・横須賀の町にい
たるまで焼いた。死者・行方不明者は
推定10万5000人。吉原も例に漏れず、
大きな被害を受けた。さらに昭和20
年（1945）の東京大空襲、その後の売春
防止法などで遊廓の面影を宿した建物
はほぼすべて失われている。

関東大震災と吉原

34
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正法寺のすぐ西側、山谷堀公園に名前を残す「正法寺橋」。かつて吉原と隅田川沿いとを行き交う人々が往来。山谷堀
は荒川（現在の隅田川）の氾濫を防ぐために掘られた水路だが、昭和中期に埋められ、橋の名前が名残を伝える。

蔦
重
の
魂
は
今
も
菩
提
寺
に
|
|

誠向山 正法寺
じょうこうざん しょうぼうじ

天正10年（1582）開山した日蓮
宗寺院。当初隅田川沿いにあ
ったが、江戸時代に徳川家か
ら新たな寺領を得て現在地へ。
平成6年、現在の建物に改修。
東京都台東区東浅草1-1-15
TEL.03-3873-4488
拝観時間／9:00～16:00
アクセス／東京メトロ「浅草駅」よ
り徒歩約15分

山
谷
堀
公
園
を
く
だ
っ
て 

蔦
重
一族
の
菩
提
寺
へ
…
…

　

吉
原
遊
廓
か
ら
土
手
通
り
を
隅
田
川
へ

と
向
か
う
。
通
り
沿
い
に
細
長
く
延
々
と

続
く
の
が
山さ
ん
や
ぼ
り

谷
堀
公
園
。
か
つ
て
隅
田
川

か
ら
吉
原
へ
舟
で
客
を
運
ん
だ
水
路
で
、

こ
の
公
園
自
体
が
吉
原
遊
廓
の
名
残
を
示

す
も
の
で
も
あ
る
。

　

こ
の
堀
に
は
数
多
く
の
橋
が
か
か
っ
て

お
り
、
浅
草
紙（
再
生
紙
）を
つ
く
る
職

人
が
住
ん
で
い
た
紙
か
み
あ
ら
い
ば
し

洗
橋
は
つ
と
に
有
名

だ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
少
し
南
へ
行
っ
た
と

こ
ろ
に
架
か
っ
て
い
た
の
が
正
法
寺
橋
。

文
字
通
り
、
近
く
に
あ
る
誠
向
山
正
法
寺

の
名
に
由
来
す
る
。
こ
の
江
戸
時
代
以
前

か
ら
の
古
刹
が
、
蔦
重
こ
と
蔦
屋
重
三
郎

と
そ
の
一
族
の
菩
提
寺
。
現
在
、
寺
自
体

は
平
成
六
年（
１
９
９
４
）に
で
き
た
ビ

ル
に
な
っ
て
い
る
。

　

中
庭
に
蔦
重
の
実
家
・
喜
多
川
家
の
供

養
碑
が
再
建
さ
れ
て
い
る
。
寺
を
訪
ね
、

ま
ず
は
そ
の
墓
前
に
手
を
合
わ
せ
て
静
か

に
合
掌
し
冥
福
を
祈
っ
た
。

　

寛
政
九
年（
１
７
９
７
）五
月
六
日
、

蔦
重
は
四
十
八
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去

る
。
死
因
は
脚か
っ
け気
で
あ
る
。
当
時
、
白
米

食
が
主
流
だ
っ
た
江
戸
で
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ

１
が
欠
乏
し
て
脚
気
を
患
う
人
が
多
く
、

参
勤
交
代
で
江
戸
へ
来
た
武
士
が
患
う
こ

と
も
あ
り
、
江
戸
患
い
と
ま
で
い
わ
れ
る

ほ
ど
だ
っ
た
。

　

彼
の
同
志
だ
っ
た
石
川
雅ま
さ
も
ち望
が
、
供
養

碑
に
刻
ん
だ
銘
文
で
臨
終
の
様
子
を
伝
え

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
蔦
重
は
丙
ひ
の
え
た
つ
辰
の
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蔦屋重三郎墓所・
墓碣銘
正法寺中庭に再建された喜多
川家の墓石・顕彰碑。これは
手前にある顕彰碑で当時から
あった石川雅望・大田南畝の
銘文とともに平成六年に復元。
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蔦屋家の墓の左隣
にある萬霊塔の下
に、破損した墓の
遺骨を収集し納め
てある。この中に
蔦屋家の遺骨も含
まれていると思わ
れ、手厚く供養さ
れている。

「江戸三大毘沙門天」の一角に数えられた正法寺。
毘沙門天は本堂に安置される神輿に祀られている。

『稗史家十伝』 はいしかじゅうでん

明治時代に記された作家や文人たちの事績をまとめた書。そのなかに蔦重の記
述および正法寺にあった喜多川家の墓碑の絵が描かれている。もちろん破壊・
焼失する前のもので、現在の墓碑はこの形に基づいて復元されている。この隣
に石川雅望・大田南畝の銘文を刻んだ楕円形の石碑があったことが別の史料『史
氏備考』などにあり、刻まれた銘文が書き写されたおかげで後世へ伝わった。
国立国会図書館所蔵

　

雅
望
は
十
里
離
れ
た
場
所
で
訃
報
を
聞

い
た
こ
と
、
そ
の
と
き
の
思
い
を
銘
文
に

続
け
て
い
る
。

「
畏
れ
の
心
と
共
に
心
底
驚
い
た
。
ま
さ

に
悲
痛
の
極
み
。
ま
あ
私
な
ど
た
だ
の
霄
し
ょ
う

壤じ
ょ
う間
の
一
罪
人
に
過
ぎ
ぬ
身
。
そ
ん
な

余
生
を
君
と
知
り
合
う
こ
と
の
で
き
た
恩

遇
と
共
に
過
ご
し
た
い
、
今
は
そ
ん
な
気

持
ち
で
あ
る
。
あ
あ
命
の
儚
さ
哉
…
…
」

　

大
田
南
畝
は
、
そ
の
寛
政
九
年
の
元
旦

と
三
月
二
十
七
日
に
蔦
重
宅
を
訪
れ
て
い

る
。
自
身
の
書
き
付
け
に
、
蔦
重
の
病
状

が
良
く
な
い
こ
と
を
記
し
、
心
配
し
て
い

た
様
子
で
あ
る
。
当
時
の
医
学
で
は
治
せ

ぬ
重
い
病
。
も
は
や
励
ま
す
程
度
し
か
術

は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

年（
寛
政
八
年
）秋
、
病
を
患
っ
た
と
い
う
。

病
状
は
み
る
み
る
悪
化
し
た
と
み
ら
れ
一

カ
月
後
に
は
危
篤
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
そ

し
て
翌
年
の
夏
、
そ
の
日
―
―
五
月
六
日

を
迎
え
る
。

　

蔦
重
は
「
私
は
午う
ま
の
刻（
正
午
ご
ろ
）

に
は
死
ぬ
よ
」
と
、
枕
も
と
に
い
る
妻
ら

に
告
げ
別
れ
の
言
葉
を
交
わ
し
た
と
い
う
。

や
が
て
昼
に
な
る
と
、
笑
っ
て
い
わ
く
、

「
自
分
の
人
生
は
も
う
終
わ
っ
た
は
ず
な

の
に
、
ま
だ（
芝
居
の
終
演
に
鳴
ら
す
）

拍
子
木
が
鳴
ら
な
い
。ず
い
ぶ
ん
遅
い
な
」

そ
う
言
い
終
わ
っ
た
後
は
も
う
言
葉
を
発

す
る
こ
と
な
く
、
夕
刻
に
息
を
引
き
取
っ

た
。
芝
居
好
き
だ
っ
た
蔦
重
、
最
期
ま
で

粋
な
人
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

『古今狂歌袋』  国立国会図書館蔵

石川雅望 いしかわまさもち

別名に石川五郎兵衛、五
老山人、宿屋飯盛。蔦屋
重三郎と組んで『吾妻曲
狂歌文庫』『画本虫撰』な
どを刊行した同志であっ
た。鹿都部真顔、銭屋金
埒、頭光とともに狂歌四
天王と称された。

宝暦3年（1754）
～文政13年（1830）
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右／丁寧に解説してくれた34世住職の佐野詮修さん。左／墓碑には『稗史家十
伝』に描かれたとおり、蔦重の家紋や「通油町」の名前も復元されている。

喜多川家の墓碑。上段左から3番目の「幽玄院義山日盛信
士」が蔦重の戒名。左隣が母・津予。はっきりしないものが
多いが、下段の右端から蔦重の妻・貞、蔦屋2代目の勇助、2
代目の妻、2代目の娘、3代目、4代目と推定されている（正
法寺調べ）。

写真／遠藤純

歴
代
住
職
が
菩
提
を
弔
い
続
け
る

高尾は吉原で最も有名な太夫
として名を馳せた伝説的な存
在。落語の演目『紺屋高尾』な
どでも知られる。高尾を名乗
った太夫は11人おり、吉原に
近い台東区の春慶院には2代
目の墓と伝わるものがある。
仙台藩藩主の伊達綱宗に身請
けされたのち、斬殺されたな
どの民間伝承も伝わる。

高尾太夫の墓

の
尊
さ
を
讃
え
た
こ
と
。
そ
れ
ら
の
内
容

を
合
わ
せ
碑
文
に
し
て
刻
ん
で
い
る
。
同

志
二
人
の
名
も
、
現
在
の
境
内
に
再
建
さ

れ
た
供
養
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

「
当
山
も
江
戸
に
あ
る
寺
の
宿
命
で
何
度

も
火
災
や
地
震
の
被
害
を
受
け
て
き
ま
し

た
。
蔦
重
が
眠
る
喜
多
川
家
の
墓
は
関
東

大
震
災
で
は
無
事
だ
っ
た
の
で
す
が
、
東

京
大
空
襲（
１
９
４
５
）で
破
壊
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
現
在
の
蔦
屋
家
先
祖
累

代
墓
碑
と
石
川
雅
望
・
大
田
南
畝
の
碑
文

を
刻
ん
だ
供
養
碑
は
先
代
の
父
・
詮
学
が

平
成
の
初
め
頃
再
建
し
た
も
の
で
す
」

　

三
十
四
世
・
住
職
の
佐
野
詮
修
さ
ん
が
、

寺
の
歴
史
や
喜
多
川
家
の
墓
の
こ
と
を
説

明
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
破
損

し
て
散
ら
ば
っ
た
遺
骨
は
歴
代
の
住
職
が

か
き
集
め
、
都
度
地
下
室
に
封
印
し
て
守

り
続
け
て
き
た
そ
う
だ
。

「
蔦
屋
家
先
祖
累
代
墓
碑
の
隣
に
萬
霊
塔

を
建
て
、
本
堂
建
て
替
え
の
際
に
そ
の
遺

骨
群
を
納
め
ま
し
た
。
蔦
屋
家
の
遺
骨
の

一
片
で
も
碑
の
そ
ば
に
置
き
た
い
と
の
思

い
を
込
め
た
と
聞
い
て
お
り
、
い
ま
は
私

が
父
の
遺
志
を
継
い
で
日
々
供
養
を
続
け

て
い
ま
す
」
と
佐
野
住
職
。

　

蔦
重
お
よ
び
一
族
の
遺
骨
を
納
め
た
墓

や
墓
石
は
失
わ
れ
た
が
、
代
々
の
住
職
が

守
っ
た
墓
所
は
確
か
に
こ
こ
に
存
在
し
続

け
る
。
江
戸
の
文
化
の
担
い
手
と
し
て
一

世
を
風
靡
し
た
蔦
重
。
そ
の
魂
は
今
も
こ

こ
に
宿
り
続
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

同
志
が
刻
み
込
ん
だ 

蔦
重
顕
彰
の
念
を
守
っ
て

あ
く
る
七
日
、
す
ぐ
に
葬
儀
が
行
な
わ
れ
、

山
谷
の
正
法
精
舎（
正
法
寺
）に
葬
ら
れ
た
。

そ
の
葬
儀
に
大
田
南
畝
も
参
列
し
て
い
る
。

南
畝
は
か
つ
て
蔦
重
の
母
親
が
亡
く
な
っ

た
と
き
、
蔦
重
の
頼
み
で
母
子
の
顕
彰
文

を
起
草
し
、
供
養
碑
に
刻
ん
で
い
た
。
そ

こ
に
は
柯か
ら
ま
る理（

蔦
重
）本
人
の
言
葉
と
し

て
「
私
は
七
歳
で
母
と
生
き
別
れ
た
が
、

の
ち
に
再
会
で
き
、
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
て
今
の
自
分
が
あ
る
。
願
わ
く
ば

片
言
の
言
葉
を
墓
に
捧
げ
、
そ
の
苦
労
に

報
い
て
や
り
た
い
」
と
言
っ
た
こ
と
。
そ

れ
に
対
し
て
南
畝
は
蔦
重
の
母
へ
の
孝
心
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吉
原
細
見
の
見
方

吉
原
で
遊
ぶ
た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が「
吉
原
細
見
」。
蔦
重
も
自
身
が
生
ま
れ
育
っ
た

地
縁
を
生
か
し
、
発
行
し
て
い
た
。
吉
原
の
各
町
ご
と
に
遊
女
屋
を
列
記
し
、
遊
女
屋
ご
と
に

そ
の
見
世
に
現
在
居
る
遊
女
の
名
前
を
列
挙
。
そ
の
見
方
を
紹
介
し
よ
う
。

お
目
当
て
の
遊
女
を
探
す

妓楼のランク
店にも大見世・中見世・小見世
の別があり、■が大見世。松
葉屋に付いているマークは中
見世。高級遊女は大見世にし
か所属していなかった。大見
世には茶屋を通じ、取り次い
でもらうというルールも。

通りの名前
大門から水道尻までのメイン
ストリ―ト「仲之町」を中心に
その両側に京町一丁目と二丁
目、角町、揚屋町、江戸町一
丁目と二丁目、伏見町と7つ
のエリアに分かれ、それぞれ
に通り（横丁）があった。

『青樓十二時 續・酉ノ刻』
せいろうじゅうにとき つづき・とりのこく

吉原の十二時辰（24時間）の遊女の生活を
描いた浮世絵。12枚揃のうちの1枚。酉（と
り）の刻は現在の17時から19時に該当し、
大体日没の時間をあらわす。その時刻は季
節により変わるので夏は長く、冬は短い。
喜多川歌麿筆 18世紀
東京国立博物館所蔵
 出典：ColBase（https://colbase.nich.go.jp/）

楼主名
妓楼の経営者である主人の通
称で、これが屋号としても使
われた。金儲けのため、人と
して大切な仁・義・礼・智・忠・
信・孝・悌の8つの心を忘れた
とし「忘八」（ぼうはち）と呼ば
れることもあったとか。

文
／
上
永
哲
矢
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『吉原細見』
よしわらさいけん

元禄12年（1699）頃から発行が
見られ、享保17年（1732）から
定期的に刊行され、それ以後は
明治20年代までの200年近く、
年2回の刊行が続けられていた。
日本で最も長い定期刊行物とい
われる。細かい遊びの作法など
は書かれていなかったが、どの
見世にどんな遊女がいるのか一
目瞭然であったことからニーズ
が高かった。ただ、新たな版が
出ると旧版は処分されることが
多かったためか現存例は少ない。
寛政7年（1795）　国立国会図書館所蔵

※宝暦年間（1751～1764）以降は太夫や格子が消える。
「散茶」が高級遊女とされ「花魁」と呼ばれた。

紋日とは？
物日（ものび）が転訛した呼び方で、
日常と違ったハレの日をいう。年中
行事や婚礼などが行なわれた。吉原
では遊客誘致のため独自に定め、桜
を植えたり灯籠を飾り立てたり、踊
りを披露する行事を企画した。

屋号のマーク

遊女のランク
最高級の「太夫」、その次に
「格子」、「呼び出し」、「散茶」と
続く。ただ時代によって呼称
は変わり、安永年間以降は
「散茶」が最上位に。その中で
呼出、昼三、附廻（つけまわ
し）と格付けされた。

その店のシンボルを示したも
ので、軒先にあった看板や暖
簾にあしらわれていた。多く
は家紋であったが、その店で
独自に作ったマークのことも
ある。ひと目でわかるものが
望ましかったと思われる。

遊女の名前一覧
遊廓で使われた名で、もちろ
ん本名ではなく源氏名。とく
に有名だったのが高尾、吉野、
夕霧。一代限りではなく妓楼
を代表する遊女が名乗った。
浄瑠璃や歌舞伎、落語にも登
場する名前もある。

061 蔦屋重三郎とお江戸“出版”カルチャー



歌
麿
と
商
都
・
栃
木 
﹇
栃
木
県
栃
木
市
﹈

天
才
絵
師
の
面
影
を
探
し
に

人
気
絵
師
と
な
っ
た
歌
麿
の
足
跡
を
追
う
と
、
意
外
な
こ
と
に
北
関
東
、

栃
木
と
の
か
か
わ
り
が
浮
か
ん
で
く
る
。
歌
麿
は
な
ぜ
栃
木
の
地
を
訪
れ
た
の
か
―
。

取
材
・
文
／
阿
部
文
枝

　
撮
影
／
米
屋
こ
う
じ
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栃
木
の
豪
商
は
狂
歌
を
通
じ
て 

江
戸
の
文
化
人
と
交
流
し
て
い
た

　

栃
木
市
は
蔵
の
街
と
し
て
知
ら
れ
る
。

江
戸
時
代
は
例れ
い
へ
い
し
幣
使
街
道
の
宿
場
町
で
あ

り
、
舟
運
の
集
積
地
と
し
て
栄
え
た
町
だ

っ
た
。
今
も
巴う
ず
ま
が
わ
波
川
沿
い
に
は
豪
壮
な
白

壁
の
土
蔵
が
並
び
、
江
戸
時
代
の
繁
栄
を

偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

案
内
し
て
い
た
だ
い
た
作
家
・
髙
橋
克

典
さ
ん
は
、
歌
麿
と
栃
木
と
の
か
か
わ
り

を
、『
青
楼
に
て　

喜
多
川
歌
麿
「
雪
月

花
」
異
聞
』
と
い
う
小
説
に
ま
と
め
た
。

執
筆
の
際
に
歌
麿
の
生
涯
を
調
べ
た
髙
橋

さ
ん
は
、「
歌
麿
は
江
戸
以
外
に
ほ
と
ん
ど

ゆ
か
り
の
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。
唯
一
の
例

外
が
栃
木
市
で
、
歌
麿
が
栃
木
で
描
い
た

作
品
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
歌
麿
が

栃
木
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
と

い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
」

　

当
時
の
栃
木
は
北
関
東
随
一
の
商
業
都

市
だ
っ
た
。
江
戸
と
の
交
易
に
よ
り
、
経

済
だ
け
で
な
く
、
文
化
的
に
も
発
展
し
て

い
た
。
豪
商
が
多
く
、
江
戸
に
も
支
店
を

持
っ
て
い
た
た
め
、
江
戸
の
文
化
を
吸
収

で
き
る
環
境
に
あ
っ
た
。

　

豪
商
た
ち
は
江
戸
で
流
行
し
た
狂
歌
に

も
い
ち
早
く
関
心
を
持
ち
、
自
ら
狂
歌
師

と
な
り
、
狂
歌
連
を
つ
く
っ
て
活
動
し
て

い
た
。
彼
ら
も
ま
た
江
戸
の
狂
歌
師
と
同

じ
よ
う
に
、
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
ん
だ
狂
歌
名

を
名
乗
っ
た
。
例
え
ば
、
豪
商
釜
喜
の
四

代
目
・
善ぜ
ん
の
き
へ
え

野
喜
兵
衛
の
狂
名
は
通
つ
う
よ
う
て
い
と
く

用
亭
徳

成な
り
、
町
年
寄
・
渡
邊
源
左
衛
門
は
田
畑
持

麿
な
ど
、
経
済
人
と
文
化
人
を
兼
ね
る
立

場
の
栃
木
人
が
活
躍
し
て
い
た
。

　

狂
歌
を
通
じ
て
江
戸
の
狂
歌
師
た
ち
と

交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
史
料
も

残
っ
て
い
る
。
栃
木
の
旧
家
で
は
、
栃
木

の
狂
歌
師
た
ち
の
狂
歌
六
十
首
を
、
江
戸

に
お
け
る
狂
歌
の
第
一
人
者
で
あ
る
四
方

赤
良（
太
田
南
畝
）が
添
削
し
た
直
筆
の

文
書
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
蔦
重

が
版
元
と
し
て
出
版
し
た
『
新
玉
狂
歌

集
』
や
『
狂
歌
才
蔵
集
』『
狂
歌
千
里
同
風
』

な
ど
の
狂
歌
集
に
は
、
栃
木
の
狂
歌
師
の

狂
歌
が
選
ば
れ
て
い
る
。

　

絵
師
で
狂
歌
師
で
も
あ
る
歌
麿
も
、
栃

木
と
の
つ
な
が
り
が
深
か
っ
た
。
し
か
し
、

栃
木
と
歌
麿
の
関
係
性
は
歴
史
の
中
に
埋

も
れ
て
、
地
元
栃
木
で
も
知
ら
な
い
人
が

多
く
な
っ
た
。

「
歌
麿
が
栃
木
で
描
い
た
と
い
わ
れ
る
作

品
が
あ
り
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
肉
筆
画
で
、

こ
の
作
品
を
知
っ
て
か
ら
、
歌
麿
と
栃
木

と
の
か
か
わ
り
を
小
説
に
書
き
た
い
と
思

っ
た
の
で
す
」

　

髙
橋
さ
ん
を
し
て
小
説
を
書
か
せ
る
動

機
と
な
っ
た
、
そ
の
作
品
を
鑑
賞
す
る
た

め
に
栃
木
市
立
美
術
館
を
訪
れ
た
。

昭和28年（1953）長野県生まれ。著書
に『お月見横丁のトラ』『レストラン藤
木へようこそ』（以上、平原社）、『神の
名前』（未知谷）。歴史を題材にした『青
樓にて　喜多川歌麿「雪月花」異聞』（未
知谷）では、一方で歌麿の生涯を、もう
一方で歌麿を題材に小説を手がけなが
らも、実家・栃木の父との関係に苦悩
する現代作家を描く。

高橋克典さん （作家）
案内人

女達磨図
寛政年間に描かれた肉筆画。
歌麿が美人大首画で元祖とさ
れる作品か。朱衣の輪郭は濃
い墨で力強く大胆に、女性の
顔や髪の毛は薄い墨で丁寧に
描かれている。大胆かつ繊細
な筆遣いが歌麿らしい。
寛政2～5年（1790～93）頃
紙本墨画着色 一幅　栃木市立美術館所蔵
写真は高精細複製画を複写

左／舟運で栄えた巴波川を遊覧船が行く。船頭さんが町の歴史と文化を紹介。「栃木河岸船頭唄」を聴きなが
ら、白壁の土蔵の風景を眺める。乗船時間約30分。中／巴波川をのぞきこむと自由に泳ぐ鯉の群れも。右／
幸来橋の袂にある江戸時代の栃木の様子を描いたレリーフ。

『青樓にて
喜多川歌麿

「雪月花」異聞』
読者プレゼント
→P120
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歌
麿
の
肉
筆
画
最
高
傑
作 

「
雪
月
花
」高
精
細
複
製
画
を
見
る

　

栃
木
市
立
美
術
館
で
は
、
栃
木
市
ゆ
か

り
の
作
家
の
収
蔵
品
展
を
開
催
中
だ
っ
た
。

髙
橋
さ
ん
は
展
示
室
で
、
大
き
な
三
幅
の

作
品
を
前
に
し
て
語
り
だ
し
た
。

「
こ
の
作
品
が
、
私
が
惚
れ
込
ん
だ
歌
麿

の
『
雪
月
花
』
三
作
で
す
。
こ
れ
は
高
精

細
複
製
画
で
す
が
、
歌
麿
の
画
力
の
凄
さ

を
存
分
に
観
て
と
れ
ま
す
」

　

展
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
右
か
ら
『
深

川
の
雪
』、『
品
川
の
月
』、『
吉
原
の
花
』
の

高
精
細
複
製
画
。

　

季
節
感
あ
ふ
れ
る
風
景
と
と
も
に
、
遊

郭
で
の
女
性
た
ち
の
様
子
が
描
か
れ
て
い

る
。
版
画
の
美
人
大
首
絵
と
は
違
う
、
生

き
生
き
と
働
き
、
楽
し
く
遊
ぶ
、
さ
ま
ざ

ま
な
姿
態
の
女
性
た
ち
。
作
品
は
、
歌
麿

の
最
高
傑
作
の
呼
び
声
が
高
い
。

　

各
作
品
の
制
作
時
期
は
、
最
初
に
描
か

れ
た
と
い
わ
れ
る
『
品
川
の
月
』
が
天
明

八
年（
１
７
８
８
）頃
、次
の
『
吉
原
の
花
』

が
寛
政
年
間
、『
深
川
の
雪
』
が
享
和
〜
文

化
年
間
と
さ
れ
る
。
先
の
二
作
は
田
沼
時

代
が
終
わ
り
、
寛
政
の
改
革
が
始
ま
っ
た

頃
に
当
た
る
。
出
版
へ
の
取
り
締
ま
り
が

厳
し
く
な
っ
た
時
期
だ
。

「
周
囲
が
き
な
臭
く
な
っ
た
の
で
、
歌
麿

は
江
戸
の
町
か
ら
逃
げ
出
し
、
頼
っ
た
先

は
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
の
財
力
が
あ
り
、
芸

術
文
化
へ
の
理
解
も
あ
る
、
栃
木
の
豪
商

だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

歌
麿
は
、
栃
木
の
豪
商
、
釜
喜
の
四
代

目
善
野
喜
兵
衛（
狂
歌
名
：
通
用
亭
徳
成
）

と
親
し
く
、
そ
の
叔
父
に
あ
た
る
善
野
伊

兵
衛（
初
代
釜
喜
）の
依
頼
で
「
雪
月
花
」

三
作
を
描
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
髙
橋

さ
ん
に
よ
れ
ば
絵
の
依
頼
主
を
特
定
で
き

る
証
し
が
じ
つ
は
、
絵
の
中
に
隠
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。

「
三
作
に
共
通
し
て
描
か
れ
て
い
る
家
紋

栃木県栃木市入舟町7-26
TEL.0282-25-5300
開館時間／9:30～17:00
休館日／月曜（祝日の場合は翌日休
館）、祝日の翌日（土日祝の場合は
開館）、年末年始、展示替えのため
の整理期間　観覧料／展覧会によ
り異なる　アクセス／JR、東武鉄道
「栃木駅」より徒歩約20分

栃木市立美術館

栃
木
市
立
美
術
館

歌
麿
の
肉
筆
画・高
精
細
複
製
画
を
所
蔵
し
て
い
る

雪月花（高精細複製画）展示風景
江戸の三大遊里・北の「吉原」、南の｢品川｣、東の「深川」を描いた、「雪月花」3作の高精細複製画を展示。女
性の動きだけでなく、廓ごとの格や風習の違いなどを細かく描いている。スケールの大きな作品である。
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吉原の花

深川の雪

総勢51人の女性と一人の幼児が描かれている。
この男の子は歌麿本人ではないかといわれる。
金色の雲、咲き乱れる桜の花、女性たちの着物
も色とりどりで、左下には花魁道中の一行も描
かれている。吉原の絢爛豪華な世界はそれだけ
で幕府への挑戦といってもよい。

雪景色を背景に、総勢27名の芸者や仲居などが
描かれている。辰巳芸者と呼ばれる深川芸者の
粋な姿を表現して、全体の色彩には渋みが感じ
られる。3作が明治期に海外に流失した後で、
この絵だけは日本人の手で昭和14年に日本に
戻っている。唯一、国内に収蔵されている。

「吉原の花」高精細複製画　栃木市蔵　原本：江戸時代　
寛政3～4年（1791～1792）頃　紙本着色　
原本：ワズワース・アセーニアム美術館蔵（アメリカ・コネチカット州ハートフォード）

品川の月
3作のうち最初に描かれた作品とされる。座敷
にいる女性の数は一番少なく、色味も淡い色彩
で描かれている。中央に遊女らしき女性を配置。
座敷の向こうには品川の海が広がり、水平線や
遠くの島まで描かれている。遠近法の効果で、
空間の奥行きが見事に描かれている。
「品川の月」高精細複製画　栃木市蔵　原本：江戸時代　天明８年（1788）頃　
紙本着色　フリーア美術館蔵（アメリカ・ワシントンD.C.）

「深川の雪」高精細複製画　栃木市蔵　原本：江戸時代　
享和2～文化3年（1802～06）頃　紙本着色　岡田美術館蔵
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が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
釜
喜
の
家
紋
と
一

致
す
る
の
で
す
」

『
品
川
の
月
』
で
は
右
か
ら
二
人
目
の
女

性
、『
深
川
の
雪
』
で
は
左
か
ら
三
人
目
の

女
性
、『
吉
原
の
花
』
で
は
男
の
子
を
抱
い

て
い
る
女
性
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
着
物
に
描

か
れ
て
い
る
家
紋
が
〝
九
枚
笹
〞。
善
野

三
家
の
家
紋
だ
っ
た
。
歌
麿
は
幕
府
か
ら

禁
じ
ら
れ
た
判
じ
絵
で
、
さ
り
げ
な
く
絵

の
注
文
主
を
著
わ
し
た
。
支
援
し
て
く
れ

る
善
野
家
へ
の
思
い
と
幕
府
へ
の
抵
抗
へ

の
志
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

で
は
「
雪
月
花
」
三
作
は
ど
こ
で
描
か

れ
た
の
か
。
以
前
は
こ
れ
ほ
ど
の
大
作
は

江
戸
で
描
か
れ
栃
木
に
持
ち
込
ま
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
た
。
研
究
者
に
よ
れ
ば
、
使

っ
た
和
紙
は
竹
製
の
和
紙
で
、
月
と
雪
は

二
枚
、
花
は
八
枚
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
最
近
で
は
素
材
を
持
ち
込
み

栃
木
で
描
い
た
と
い
う
説
が
有
力
に
な
っ

て
い
る
。

近
年
に
発
見
さ
れ
た
肉
筆
画 

『
女
達
磨
図
』の
美
し
さ

　

栃
木
市
立
美
術
館
は
そ
の
ほ
か
に
も
、

近
年
に
な
っ
て
発
見
さ
れ
た
歌
麿
の
肉
筆

画
三
作
を
収
蔵
、
随
時
展
示
し
て
い
る
。

歌
麿
の
肉
筆
画
で
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る

も
の
は
約
四
十
点
。
ゆ
か
り
の
土
地
、
栃

木
に
残
る
三
作
も
の
絵
は
貴
重
な
歌
麿
作

品
と
い
え
る
。

　

肉
筆
画
三
作
の
う
ち
、
歌
麿
ら
し
い
女

性
を
描
い
た
絵
と
し
て
評
価
が
高
い
の
が

『
女
達
磨
図
』
だ
。
平
成
十
九
年（
２
０

０
７
）に
栃
木
市
内
の
民
家
で
発
見
さ
れ

た
。
紙
本
墨
画
淡
彩
。
制
作
時
期
は
寛
政

二
年（
１
７
９
０
）〜
同
五
年（
１
７
９

３
）頃
。

　

面
壁
九
年
の
修
業
を
し
た
達
磨
と
、
勤

め
十
年
の
遊
女
の
苦
行
を
対
比
さ
せ
た
絵

で
、
達
磨
と
は
い
え
、
静
か
な
美
し
さ
を

湛
え
た
美
人
画
と
な
っ
て
い
る
。
賛
は
柳

園
外
史
と
い
う
人
物
に
よ
る
も
の
で
、
江

戸
時
代
に
栃
木
町
に
あ
っ
た
片
柳
家
の
者

と
い
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
歌
麿
と

栃
木
と
の
関
連
性
が
伺
わ
れ
る
。

　

浮
世
絵
が
専
門
の
、
栃
木
市
立
美
術
館

の
形
井
杏
奈
学
芸
員
は
、「
達
磨
の
姿
で
描

か
れ
て
い
る
た
め
か
、
遊
女
を
描
い
た
美

人
画
な
ど
よ
り
も
艶
め
か
し
さ
を
感
じ
さ

せ
な
い
絵
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

肉
筆
画
『
鍾じ
ょ
う
き
ず

馗
図
』、『
三
福
神
の
相
撲

図
』
も
平
成
二
十
二
年（
２
０
１
０
）に

存
在
が
確
認
さ
れ
、
現
在
は
市
立
美
術
館

の
所
蔵
と
な
っ
た
。
と
も
に
寛
政
三
年

（
１
７
９
１
）〜
同
五
年（
１
７
９
３
）

の
制
作
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
二
作
も
美
人
画
で
は
な
い
が
、
歌

麿
ら
し
い
繊
細
な
筆
遣
い
が
見
ら
れ
る
。

三
作
の
肉
筆
画
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
描

鍾馗図
淡彩絵。鍾馗とは中国の道教で疫病よけ、
魔よけの神とされ、日本には平安時代に伝
わった。江戸時代には関東では端午の節句
に絵や人形にした。上方では屋根の上に焼
き物の鍾馗を飾った。剣を持ち眼を見開い
て睨みつける、荒々しい風貌だが、歌麿の
描く鍾馗は筆のタッチが優しく、髪の毛ま
でもが緻密に描かれ、優しげに見える。
紙本着色 寛政3～5年（1791～1793）頃

右が『鍾馗図』、左が『三福神の相撲図』。2点の肉筆画は、
1975年に栃木県立美術館の「県内収蔵古美術名品展」に出
品された後、行方不明になっていた。2010年、再び所在が
確認される。現在は栃木市立美術館所蔵。
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か
れ
た
か
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

「
善
野
家
が
大
作
を
注
文
し
た
場
合
、
注

文
主
や
周
辺
の
人
な
ど
が
合
わ
せ
て
依
頼

し
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
歌
麿
が
大
仕

事
の
際
に
、
収
入
を
得
る
た
め
に
筆
を
揮

っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」
と
形
井
学
芸

員
は
推
察
す
る
。

　

実
は
も
う
一
つ
、
栃
木
に
は
歌
麿
を
語

る
上
で
重
要
と
さ
れ
る
肉
筆
画
が
あ
っ
た
。

『
巴
波
川
く
い
打
ち
の
図
』
だ
。
巴
波
川

で
杭
を
打
つ
二
人
の
男
を
描
い
た
淡
彩
絵
。

単
な
る
風
景
画
の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の

絵
に
も
隠
さ
れ
た
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
。
絵
に
添
え
ら
れ
た
狂
歌
は
狂

歌
師
・
通
用
亭
徳
成
、
つ
ま
り
釜
喜
の
善

野
喜
兵
衛
の
作
だ
。

「
出
る
杭
の
打
た
る
る
事
を
さ
と
り
な
ば

ふ
ら
ふ
ら
も
せ
ず
後
く
ひ
も
せ
ず
」

　

出
る
杭
は
打
た
れ
る
、
と
は
寛
政
の
改

革
で
取
り
締
ま
り
の
対
象
に
な
っ
た
蔦
重

で
あ
り
、
歌
麿
で
あ
る
。
狂
歌
は
徳
成
の

作
だ
が
、
取
り
締
ま
り
を
逃
れ
る
た
め
に
、

江
戸
を
離
れ
て
栃
木
に
来
た
歌
麿
も
思
い

は
同
じ
。
逆
境
の
中
で
も
、
ふ
ら
ふ
ら
と

し
な
い
で
、
後
悔
も
し
な
い
と
決
意
表
明

を
し
て
い
る
。

「
藩
の
お
抱
え
絵
師
な
ど
と
は
違
い
、
歌

麿
は
あ
く
ま
で
も
町
絵
師
で
し
た
。
す
で

に
名
声
も
得
て
暮
ら
し
に
は
困
ら
な
か
っ

た
。
そ
れ
で
も
、
歌
麿
は
絵
を
描
き
た
い
、

自
分
を
表
現
し
た
い
と
い
う
思
い
が
強
か

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
自
分
が
描
き
た
い
絵

を
描
く
た
め
に
は
、
時
の
権
力
者
に
抗
う

だ
け
の
覚
悟
を
持
っ
て
い
た
。
歌
麿
は
生

涯
を
通
じ
て
反
骨
の
町
絵
師
を
貫
い
た
人

間
で
し
た
」（
髙
橋
さ
ん
）

三福神の相僕図
七福神のうち、大黒天と布
袋が相撲をとり、恵比寿が
行司を務めている。三福神
による、愉快で滑稽な絵だ。
三福神が相撲をとる話は
『御伽草子』に出てくる。子
どもの健やかな成長を願っ
て描かれることが多い絵柄。
歌麿に依頼が来た地元の人
の願いだったではないだろ
うか。
紙本墨画淡彩 寛政3～5年（1791～1793）頃

幻のくい打ち図はどこに？
『巴波川くい打ちの図』には「行年
43歳、歌麿筆」の署名がある。歌麿
の肉筆画だ。1936年に美術専門誌
『美術日本』で紹介されたものの現在
は作品の所在がわからなくなってい
る。ほかにも栃木には存在を指摘さ
れる、歌麿の絵があるという。栃木
のどこかで眠っているのか。これか
ら発見されるかもしれない。

画像提供／大木洋三　巴波川くい打ちの図

※作品の展示期間については、あらかじめホームページなどでご確認ください。067 蔦屋重三郎とお江戸“出版”カルチャー



歌
麿
が
栃
木
に
来
な
け
れ
ば 

傑
作
は
生
ま
れ
な
か
っ
た

　

美
術
館
を
後
に
、
さ
ら
に
歌
麿
ゆ
か
り

の
地
を
訪
ね
た
。
市
内
旭
町
に
あ
る
定
願

寺
。
こ
こ
で
は
郷
土
史
家
と
し
て
約
五
十

年
に
わ
た
り
歌
麿
を
研
究
し
て
き
た
大
木

洋
三
さ
ん
に
「
雪
月
花
」
三
作
を
巡
る
数

奇
な
運
命
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

「
定
願
寺
に
お
い
て
、
明
治
十
二
年

（
1
8
7
9
）に
近
隣
の
諸
家
が
所
有
す

る
書
画
の
展
観
が
あ
り
、「
雪
月
花
」
三
作

も
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
長
く
釜
伊
に
所
有

さ
れ
て
人
の
目
に
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
歌

麿
の
最
高
傑
作
が
世
に
出
た
瞬
間
で
し
た
」

　

し
か
し
、「
雪
月
花
」
三
作
は
、
明
治
二

十
年（
1
8
8
7
）ま
で
に
は
善
野
家
か
ら

海
外
に
流
失
。
現
在
は
雪
を
箱
根
・
岡
田

美
術
館
が
所
有
す
る
ほ
か
、「
月
」
は
米
・

フ
リ
ー
ア
美
術
館
、「
花
」
は
米
・
ワ
ズ
ワ

ー
ス
・
ア
セ
ー
ニ
ア
ム
美
術
館
が
所
有
し

て
い
る
。
平
成
二
十
九
年（
２
０
１
７
）に

は
、
岡
田
美
術
館
に
お
い
て
、
百
三
十
八

年
ぶ
り
に
三
作（
一
部
高
精
細
複
製
画
）

が
一
堂
に
会
し
た
展
覧
会
が
行
な
わ
れ
た
。

　

郷
土
史
家
と
し
て
歌
麿
と
栃
木
の
関
わ

り
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

大
木
さ
ん
は
「
歌
麿
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
」
の
顧
問
も
勤
め
た
。
協
議

会
は
毎
年
「
歌
麿
ま
つ
り
」
を
開
催
、
歌

麿
道
中
を
は
じ
め
、
町
ぐ
る
み
の
イ
ベ
ン

ト
に
発
展
さ
せ
た
。
大
木
さ
ん
は
、
以
前

は
地
元
で
も
知
ら
な
い
人
が
多
か
っ
た
と

い
う
、
栃
木
と
歌
麿
と
の
関
わ
り
や
「
雪

月
花
」
三
作
の
存
在
を
地
元
栃
木
の
市
民

に
知
ら
し
め
た
、
功
労
者
で
あ
る
。

「
栃
木
の
豪
商
た
ち
が
歌
麿
を
匿
っ
て
、

パ
ト
ロ
ン
と
し
て
支
援
し
な
け
れ
ば
、
歌

麿
は
ど
う
な
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。
不

遇
の
時
代
の
歌
麿
に
最
高
傑
作
『
雪
月

花
』
三
作
を
描
か
せ
て
、
浮
世
絵
師
と
し

て
の
歌
麿
を
さ
ら
に
飛
躍
さ
せ
た
の
も
栃

木
の
豪
商
た
ち
で
し
た
。
歌
麿
の
芸
術
に

寄
与
し
た
こ
と
を
栃
木
の
人
間
と
し
て
郷

土
の
誇
り
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

歌
麿
に
と
っ
て
、
栃
木
は
ど
の
よ
う
な

場
所
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
歌
麿
に
と
っ
て
は
第
二
の
故
郷
の
よ
う

な
土
地
で
し
た
。
絵
を
描
き
や
す
い
町
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
」
と
案
内
人
の
髙
橋
さ

ん
は
断
言
す
る
。

　

た
し
か
に
歌
麿
は
栃
木
に
い
た
。
栃
木

で
浮
世
絵
を
描
い
て
い
た
。
目
を
閉
じ
れ

ば
、
絵
筆
を
手
に
取
っ
て
絵
に
向
か
う
、

歌
麿
の
燃
え
る
よ
う
な
ま
な
ざ
し
が
見
え

て
く
る
。

栃木 樋
口

上
三
川

小
貝
川

渡良
瀬川

利根川

江
戸
川墨田川

荒川

入
間
川

今市

楡木

喜沢

日光例幣使街道

天
明

前
橋

倉
賀
野

太
田

新

栗橋
関宿

船
戸

新
倉

壬
生
街
道

小名木川

江戸

巴
波
川

近龍寺

栃木県栃木市万町22-4　TEL.0282-22-0802

応永28年（1421）創建の浄土宗寺院。墓所に
は善野三家の墓がある。歌麿を支援した釜喜
4代目・善野喜兵衛（狂名・通用亭徳成）の墓は
右から3基目。

巴波川の水運と日光例幣使街道
例幣使とは毎年、京都の朝廷から日光東照宮へ幣帛
を奉納する勅使。例幣使街道は京都から中山道を通
り、倉賀野から太田、佐野、富田、栃木、合戦場、金
崎を経て、楡木で日光西街道と合流、日光へと至る。
栃木は宿場町として栄え、巴波川の舟運の要所でも
あり、当時の賑わいは大変なものだった。

栃木県栃木市倭町10-2　TEL.0282-
21-2573（平日8:30～17:15）　開館時
間／11:00～15:00（土日祝～16:00）  
定休日／火～木曜（祝日は開館）、年
末年始　アクセス／JR、東武鉄道
「栃木駅」より徒歩約15分

とちぎ歌麿交流館
絵草紙屋の店先を再現。歌麿と栃
木の関わりを示す資料を展示する。

定願寺で大木さん
に話をうかがう。
この本堂で明治
12年｢雪月花｣ 3
作が公開された。
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街道沿いに残る味噌蔵
例幣使街道沿いにある、江戸時代から続く老舗の味噌蔵。江戸時代
の風情を残す土蔵5棟は国の登録有形文化財。1781年に油屋として
創業。幕末より味噌の製造を始め今日まで続いている。料理用味噌
の販売のほか、店では田楽が味わえる。人気の田楽盛り合わせは、
豆腐田楽・いも田楽・こんにゃく田楽。素材ごとに塗る味噌の種類を
変えている。ほかに自家製クラフトビールを常時4種類用意。

日光例幣使街道
現在、栃木の大通りにあたる部分
は道が広く車の通りも多くなって
しまっているが、市立美術館より
も北方にある嘉右衛門町周辺に行
くと、面影の残る町並みに。ゆっ
くりと散策してみたくなる。

栃木県栃木市嘉右衛門町5-27
TEL.0282-22-3251
営業時間／10:00～16:00（土日
祝～17:00）　定休日／火、水曜
（祝日は営業）　アクセス／東武
鉄道「新栃木駅」より徒歩10分

油伝味噌
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田
沼
意
次
と

松
平
定
信
の
時
代

い
つ
だ
っ
て
蔦
重
の
よ
う
な
出
版
業
界
は
政
治
情
勢
に
大
き
な
影
響
を
受
け
る
。

長
い
江
戸
時
代
の
中
で
教
科
書
に
載
る
ほ
ど
有
名
な
政
治
家
で
あ
る
二
人
、

田
沼
意
次
と
松
平
定
信
の
政
治
に
対
し
て
人
々
は
ど
ん
な
反
応
を
し
て
い
た
の
か
。

文
／

山
村
竜
也（
歴
史
作
家
）

写真：イメージマート

蔦
重
が
生
き
た
時
代
と
は
？
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大
出
世
を
遂
げ
る
意
次

　

蔦
屋
重
三
郎
が
活
躍
し
た
時
代
、
徳
川

幕
府
内
で
権
力
を
握
っ
て
い
た
の
は
、
老

中
の
田
沼
意
次
だ
っ
た
。
一
般
に
賄
賂
政

治
家
と
し
て
悪
名
高
い
意
次
だ
が
、
よ
く

調
べ
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
優
れ
た

面
が
見
え
て
く
る
。

　

意
次
は
、
徳
川
御
三
家
の
紀
州
藩
主
・

徳
川
吉
宗
の
小
姓
を
つ
と
め
た
田
沼
意
行

の
長
男
で
あ
っ
た
が
、
意
行
は
初
め
足
軽

身
分
で
あ
っ
た
た
め
、
田
沼
家
の
家
格
は

大
変
低
い
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
吉
宗

が
八
代
将
軍
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
意

行
も
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
幕
臣
の
列
に
加

わ
っ
た
。

　

子
の
意
次
は
、
将
軍
吉
宗
の
世
子
で
あ

る
家
重
の
小
姓
に
抜
擢
さ
れ
、
享
保
二
十

年（
一
七
三
五
）十
七
歳
の
時
に
家
督
を

継
ぐ
。
そ
し
て
延
享
二
年（
一
七
四
五
）

に
家
重
が
九
代
将
軍
に
就
任
す
る
と
、
そ

れ
に
従
っ
て
江
戸
城
本
丸
に
移
っ
た
の
で

あ
る
。

　

家
重
に
は
言
語
障
害
が
あ
り
、
そ
の
言

葉
を
聞
き
分
け
ら
れ
る
の
は
大
岡
忠
光
と

い
う
者
と
意
次
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
の
た
め
意
次
は
家
重
か
ら
全
幅
の
信
頼

を
置
か
れ
、
寛
延
元
年（
一
七
四
八
）に

二
千
石
に
加
増
さ
れ
て
い
る
。

　

同
四
年（
一
七
五
一
）に
は
御
側
御
用

取
次
に
任
じ
ら
れ
、
こ
れ
は
将
軍
と
老
中

の
間
を
取
り
次
ぐ
重
要
な
役
職
で
あ
っ
た

か
ら
、
意
次
が
い
か
に
家
重
に
重
用
さ
れ

て
い
た
か
が
う
か
が
え
る
だ
ろ
う
。

　

宝
暦
五
年（
一
七
五
五
）、
五
千
石
に

加
増
さ
れ
、さ
ら
に
同
八
年（
一
七
五
八
）

に
は
遠
江
相
良
に
一
万
石
の
所
領
を
与
え

ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
意
次
は
旗
本
か
ら

大
名
に
取
り
立
て
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
意
次
を
重
用
し
た
家
重
は
、
宝

暦
十
一
年（
一
七
六
一
）に
没
す
る
が
、

十
代
将
軍
と
な
っ
た
家
治
か
ら
も
意
次
は

引
き
続
き
信
任
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
逸
話
が
あ
り
、
い
ま
わ
の
際
の
家

重
が
、「
主
殿（
意
次
）は
ま
と
う
ど
の
も

の
な
り
。
行
々
こ
こ
ろ
を
添
え
て
召
仕
は

る
べ
き
」
と
家
治
に
語
っ
た
と
い
う
の
で

あ
る（『
徳
川
実
紀
』）。

　

ま
と
う
ど（
全
人
）と
い
う
の
は
「
純

朴
で
正
直
な
人
」「
き
ま
じ
め
な
人
」
と

い
う
意
味
で
あ
る
か
ら
、
田
沼
意
次
は
正

直
者
な
の
で
こ
れ
か
ら
も
側
に
仕
え
さ
せ

よ
と
家
重
は
遺
言
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
遺
言
を
守
っ
た
家
治
の
も
と
で
、

1961年東京都生まれ。中央大学卒業。歴史作家、時
代考証家。江戸時代、幕末維新史を中心に著書の執
筆、時代劇の考証、講演活動などを積極的に展開す
る。著書に『蔦屋重三郎～江戸のメディア王と世を
変えたはみだし者たち』（監修、宝島社）、『幕末維新 
解剖図鑑』（エクスナレッジ）、『世界一よくわかる幕
末維新』『世界一よくわかる新選組』（祥伝社）など。
NHK大河ドラマでは「べらぼう～蔦重栄華乃夢噺
～」をはじめ「新選組！」「龍馬伝」「八重の桜」「西鄕
どん」など多くの時代考証に参加する。

やまむら・たつや
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田
沼
意
次

享
保
四
年（
1
7
1
9
）〜
天
明
八
年（
1
7
8
8
）

『田沼意次像』
東京大学史料編纂所所蔵模写

どうしても金銭のイメージの強い
田沼意次。それもそのはずで幕府
の収入はこの頃赤字の一途をたど
っており経済政策が急務だった。

意
次
は
さ
ら
な
る
出
世
を
続
け
て
い
っ
た
。

明
和
四
年（
一
七
六
七
）、
側
用
人
に
昇

格
し
、
二
万
石
に
加
増
。
同
九
年（
一
七

七
二
）に
は
三
万
石
に
加
増
さ
れ
、
つ
い

に
老
中
の
地
位
に
つ
い
た
。

　

意
次
の
場
合
、
特
例
と
し
て
老
中
に
側

用
人
を
兼
ね
て
い
た
た
め
、
新
参
の
老
中

で
あ
り
な
が
ら
将
軍
家
治
の
側
近
と
し
て

権
勢
を
ふ
る
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て

老
中
首
座
の
松
ま
つ
だ
い
ら
た
け
ち
か

平
武
元
ら
が
没
し
た
こ
と

で
、
意
次
の
権
力
掌
握
は
完
全
な
も
の
に

な
り
、
以
後
「
田
沼
時
代
」
と
呼
ば
れ
る

絶
頂
の
時
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

意
次
の
重
商
主
義
政
策

　

意
次
の
政
策
の
特
色
は
、
農
地
か
ら
年

貢
を
取
り
立
て
る
こ
と
だ
け
に
歳
入
を
頼

る
の
を
や
め
、
商
業
を
振
興
す
る
こ
と
で

経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
た
。

農
地
に
は
限
り
が
あ
る
か
ら
収
入
に
は
限

界
が
あ
る
が
、
商
業
を
発
展
さ
せ
る
こ
と

に
は
無
限
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
考
え

方
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
ま
ず
行
な
っ
た
の
は
、「
株

仲
間
の
奨
励
」
だ
っ
た
。
株
仲
間
と
は
商

工
業
の
同
業
者
に
よ
る
組
合
で
あ
る
が
、

幕
府
が
こ
の
組
合
を
組
織
す
る
こ
と
を
積

極
的
に
奨
励
し
、
彼
ら
に
商
売
の
独
占
権

を
与
え
る
か
わ
り
に
、
運
上
金
・
冥
加
金

と
呼
ば
れ
る
税
を
徴
収
し
た
。
こ
の
税
が

幕
府
に
と
っ
て
の
新
し
い
収
入
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　

次
に
手
が
け
た
の
は
、「
通
貨
政
策
」。

い
く
つ
か
の
新
貨
の
鋳
造
を
行
な
い
、
原

料
の
調
整
に
よ
っ
て
通
貨
発
行
益
を
幕
府

が
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
従
来
は
秤

量
貨
幣
だ
け
だ
っ
た
銀
貨
に
、「
五ご
も
ん
め
ぎ
ん

匁
銀
」

「
南
な
ん
り
ょ
う
に
し
ゅ
ぎ
ん

鐐
二
朱
銀
」
と
い
っ
た
初
め
て
の
計

数
貨
幣
を
鋳
造
し
て
導
入
し
、
金
・
銀
・

銭
の
三
貨
の
統
合
を
め
ざ
し
た
。
不
便
で

あ
っ
た
三
貨
の
統
合
が
な
さ
れ
る
こ
と
で
、

全
国
的
な
経
済
の
活
性
化
を
は
か
ろ
う
と

し
た
の
だ
。

　

こ
う
し
た
重
商
主
義
政
策
に
よ
っ
て
商

業
活
動
が
盛
ん
に
な
る
と
、
社
会
は
活
況

を
呈
し
た
が
、
金
銭
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
る

こ
と
は
武
士
の
気
風
に
反
す
る
と
し
て
幕

府
内
に
は
反
対
派
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

ま
た
、
商
人
た
ち
は
便
宜
を
は
か
っ
て
も

ら
お
う
と
田
沼
屋
敷
に
連
日
押
し
寄
せ
、

大
量
の
贈
り
物
＝
賄
賂
が
届
け
ら
れ
た
。

　

意
次
自
身
は
賄
賂
を
得
る
た
め
に
政
務

を
行
な
っ
て
い
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
が
、

自
然
と
意
次
の
ま
わ
り
で
は
金
が
動
い
た

た
め
、
金
に
汚
れ
た
賄
賂
政
治
家
と
陰
口

を
た
た
く
者
も
し
だ
い
に
増
え
て
い
っ
た
。

　

不
運
な
こ
と
に
、
天
明
年
間
に
入
る
と

東
北
地
方
を
中
心
に
「
天
明
の
大
飢
饉
」

が
起
き
、
数
年
に
わ
た
っ
て
大
凶
作
に
み

ま
わ
れ
た
。
同
時
に
浅
間
山
が
噴
火
し
て

大
災
害
と
な
る
。
こ
う
し
た
こ
と
ま
で
、

田
沼
の
政
治
が
悪
い
せ
い
だ
と
人
々
は
信

じ
た
。

　

そ
ん
な
な
か
、天
明
四
年（
一
七
八
四
）

三
月
に
意
次
の
長
男
の
若
年
寄
・
田
沼
意

知
が
江
戸
城
内
で
旗
本
の
佐さ
の
ま
さ
こ
と

野
政
言
に
よ

っ
て
殺
害
さ
れ
る
事
件
が
起
こ
る
。
殺
害
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松
平
定
信

宝
暦
八
年（
1
7
5
8
）〜
文
政
十
二
年（
1
8
2
9
）

『松平定信肖像』
東京大学史料編纂所所蔵模写

寛政の改革は質素倹約や文武奨励
のイメージが強い。飢饉を乗り越
えたとはいえ、江戸の民衆の肌に
彼の政治は合わなかったようだ。

の
動
機
は
、
賄
賂
を
贈
っ
た
の
に
出
世
で

き
な
い
こ
と
を
佐
野
が
怨
み
に
思
っ
た
と

も
い
う
が
さ
だ
か
で
は
な
い
。

　

失
意
の
意
次
は
、
翌
年
、
将
軍
家
治
か

ら
五
万
七
千
石
に
加
増
さ
れ
た
が
、
天
明

六
年（
一
七
八
六
）、
そ
の
家
治
が
病
死

し
た
。
幕
府
内
に
味
方
の
少
な
い
意
次
に

と
っ
て
最
大
の
拠
り
所
で
あ
っ
た
家
治
が

没
し
た
こ
と
で
、
八
月
に
意
次
は
失
脚
し

老
中
を
罷
免
さ
れ
た
。

　

田
沼
意
次
の
時
代
は
、
毀き
よ
ほ
う
へ
ん

誉
褒
貶
は
あ

っ
た
が
、
経
済
が
活
性
化
し
、
そ
れ
が
追

い
風
に
な
っ
て
庶
民
の
文
化
が
花
開
い
た

時
期
で
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。
そ
の

風
に
乗
っ
て
蔦
屋
重
三
郎
が
世
に
出
、
新

た
な
浮
世
絵
文
化
を
創
り
上
げ
た
こ
と
は

特
筆
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

庶
民
に
厳
し
い
定
信
の
政
策

　

家
治
に
代
わ
っ
て
十
一
代
将
軍
と
な
っ

た
の
は
、
徳
川
家
斉
。
そ
し
て
天
明
七
年

（
一
七
八
七
）に
老
中
首
座
と
な
り
、
権

力
を
握
っ
た
の
は
松
平
定
信
だ
っ
た
。

　

定
信
は
徳
川
御
三
卿
の
田
安
家
に
生
ま

れ
、
白
河
松
平
家
に
養
子
に
入
っ
て
い
た
。

早
く
か
ら
英
明
を
知
ら
れ
て
お
り
、
田
沼

意
次
が
失
脚
す
る
と
、
御
三
家
、
御
三
卿

の
推
挙
に
よ
り
幕
閣
の
中
枢
に
座
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

定
信
が
天
明
七
年
か
ら
寛
政
五
年（
一

七
九
三
）に
か
け
て
行
な
っ
た
政
治
改
革

を
寛
政
の
改
革
と
い
う
。
お
も
な
内
容
は
、

倹
約
令
を
出
し
て
質
素
倹
約
を
奨
励
し
た

こ
と
。
棄き
え
ん
れ
い
捐
令
に
よ
り
札
差
に
借
金
し
て

困
窮
す
る
旗
本
・
御
家
人
の
救
済
に
あ
た

っ
た
こ
と
。
囲
米
と
し
て
諸
大
名
に
飢
饉

に
備
え
る
た
め
に
穀
物
の
備
蓄
を
命
じ
た

こ
と
な
ど
が
あ
る
。

　

た
だ
し
、
厳
し
い
出
版
統
制
が
行
な
わ

れ
、
戯
作
者
の
山
東
京
伝
、
恋
川
春
町
、

そ
れ
に
版
元
の
蔦
屋
重
三
郎
ら
が
処
罰
さ

れ
た
。
田
沼
時
代
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
た

扱
い
に
、
出
版
人
の
み
な
ら
ず
市
井
の
庶

民
は
困
惑
し
た
。

　

か
つ
て
は
田
沼
意
次
を
賄
賂
政
治
家
と

し
て
非
難
し
、
松
平
定
信
の
政
治
に
期
待

し
た
人
々
も
、
厳
し
す
ぎ
る
改
革
に
落
胆

す
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
そ
ん
な
心
情
が
、

次
の
よ
う
な
落ら
く
し
ゅ首
に
込
め
ら
れ
た
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

「
白
河
の
清
き
に
魚
も
す
み
か
ね
て　

元

の
に
ご
り
の
田
沼
恋
し
き
」

　

白
河（
定
信
）が
あ
ま
り
に
清
す
ぎ
る

も
の
だ
か
ら
、
魚
も
住
み
に
く
く
な
っ
て
、

元
の
に
ご
っ
た
田
の
沼
を
恋
し
く
思
っ
て

い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
川
も
政
治
も
、

清
ら
か
す
ぎ
る
の
は
考
え
も
の
と
い
う
こ

と
だ
。

　

結
局
、
寛
政
五
年
に
定
信
は
老
中
を
辞

任
す
る
。
改
革
を
始
め
て
ま
だ
六
年
、
志

な
か
ば
で
の
退
場
だ
っ
た
。

　

そ
れ
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
翌

年
、
蔦
屋
重
三
郎
の
耕
書
堂
は
東
洲
斎
写

楽
を
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
、
大
判
役
者
絵
二
十

八
枚
を
一
気
に
発
売
す
る
。
江
戸
の
庶
民

は
歓
喜
し
て
迎
え
た
が
、
庶
民
に
と
っ
て

は
、
こ
の
程
度
の
に
ご
り
が
一
番
住
み
や

す
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
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家
を
見
れ
ば
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
の
品

性・品
格
に
お
よ
そ
見
当
は
つ
く
も
の
だ
。

　
こ
の
家
は
合
理
性
一
辺
倒
で
は
な
い
。

古
来
日
本
人
が
紡
い
で
き
た
感
性
に
訴
え

か
け
る
伝
統
的
価
値
に
目
を
向
け
て
い
る
。

　
そ
れ
は
何
事
も
「
程
々
」
を
も
っ
て
よ

し
と
す
る
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
感
覚
だ
。

　
し
な
や
か
さ
と
粗
々
し
さ
、
女
っ
ぽ
さ

と
男
っ
ぽ
さ
、
正
直
さ
と
い
か
が
わ
し
さ
、

光
と
陰
、
合
理
性
と
感
性
、
過
去
と
未
来

な
ど
…
…
。
相
反
す
る
要
素
を
併
せ
持
つ

懐
の
深
さ
を
感
じ
さ
せ
つ
つ
、
住
ま
い
と

し
て
造
り
過
ぎ
ず
、
飾
り
過
ぎ
な
い
、
ま

さ
に
程
々
の
潔
さ
が
魅
力
と
い
え
る
。

　
骨
太
な
柱
と
梁
に
支
え
ら
れ
空
へ
と
伸

び
て
い
く
大
屋
根
が
印
象
的
だ
。
低
く
構

え
た
佇
ま
い
は
落
ち
着
き
と
風
格
を
感
じ

さ
せ
る
。
内
と
外
を
繋
ぐ
開
放
的
な
軒
下

空
間
も
特
徴
だ
。
土
間
か
ら
直
接
出
ら
れ

る
広
縁
は
、
家
族
や
客
人
が
心
置
き
な
く

過
ご
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー

ス
と
な
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

　
玄
関
を
入
る
と
土
間
が
広
が
っ
て
い
る
。

こ
こ
は
薪
ス
ト
ー
ブ
を
置
く
な
ど
リ
ビ
ン

グ
と
し
て
も
寛
げ
る
。
な
ん
と
融
通
無
碍

な
空
間
で
あ
る
こ
と
か
。
土
間
の
上
方
は

大
屋
根
を
感
じ
さ
せ
る
登
り
梁
が
駆
け
登

る
吹
き
抜
け
に
な
っ
て
い
る
。
木
の
ぬ
く

も
り
を
感
じ
さ
せ
る
室
内
空
間
に
優
し
く

外
光
が
差
し
込
む
。
視
線
を
遮
り
な
が
ら

も
風
光
を
通
す
簾
戸
が
涼
し
げ
だ
。

　
流
行
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
伝
統

的
な
日
本
家
屋
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
巧
み
に

取
り
入
れ
、
現
代
に
日
本
人
と
し
て
生
き

る
意
味
を
問
う
。
そ
の
答
え
に
将
来
の
人

生
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
、
大
人
の

棲
み
家
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

1大屋根と軒下の広縁が外観の大きな特徴。2登り梁と網代仕
上げの天井が力強さを演出。天窓からは外光が注ぐ。3広々と
したリビングスペース。写真奥がキッチンスペースだ。4土間
から広縁へと直接出ることができる。

住
ま
い
と
し
て
造
り
過
ぎ
ず
、

飾
り
過
ぎ
な
い
「
程
々
」の
潔
さ

程
ほど

々
ほど

の家
いえ

人
生
を
垣
間
見
る

大
人
の
棲
み
家

BESS 　程々の家
2,756万円～
株式会社アールシーコア　www.bess.jp
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第
二
章

蔦
重
、再
起
を
図
る

浮
世
絵
の
パワ
ー

寛
政
三
年（
１
７
９
１
）〜
寛
政
十
年（
１
７
９
８
）

『人心鏡写絵』
ひとごころかがみのうつしえ

巻頭と巻末に山東京伝が講釈する
様子が描かれる。その中の人物に
「富士山形に蔦の紋」の羽織を着て
いる人物が見て取れる。この人物
は明らかに蔦重である。ここでも
黄表紙本に登場している。
山東京伝作 北尾重政画、 寛政８年（１７９６）
国立国会図書館所蔵

身
代
半
減
の
罰
を
受
け
て
も
、
再
び
立
ち
上
が
る
蔦
重
。

浮
世
絵
の
新
ジ
ャ
ン
ル
を
開
拓
す
る
だ
け
で
な
く
、

ま
だ
誰
も
知
ら
な
い
絵
師
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
に
至
る
。

文
／
阿
部
文
枝（
Ｐ
８０
〜
Ｐ
８５
）、
角
田
陽
一（
Ｐ
８６
〜
Ｐ
９７
）

寛
政
三
年
頃（
１
７
９
１
） 

曲
亭
馬
琴
が
耕
書
堂
の
番
頭
に
な
る

寛
政
四
年（
１
７
９
２
） 

母
・
津
与
の
死
去

寛
政
六
年（
１
７
９
４
） 

五
月
よ
り
写
楽
の
役
者
絵
を
刊
行

寛
政
七
年（
１
７
９
５
） 

二
月
以
降
写
楽
の
版
画
の
開
版
が
止
ま
る

寛
政
八
年（
１
７
９
６
） 

こ
の
頃
よ
り
脚
気
を
患
う

寛
政
九
年（
１
７
９
７
） 

『
身
体
開
帳
略
縁
起
』の
刊
行
。

 

三
月
に
危
篤
状
態
と
な
り
、

 

五
月
十
六
日
に
死
去
。
享
年
四
十
八
。
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蔦
重
版
役
者
絵
と
写
楽

　

蔦
屋
重
三
郎
が
役
者
絵
の
刊
行
を
開
始
す
る
の
は

寛
政
期（
１
７
８
９
〜
１
８
０
１
）か
ら
で
あ
る
。

な
か
で
も
、
最
も
早
い
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
勝か
つ
か
わ川

春し
ゅ
ん
ろ
う
朗（
葛
飾
北
斎
）の
細
判
作
品
で
、
現
時
点
で
見

出
さ
れ
て
い
る
最
も
古
い
作
品
は
、
寛
政
2
年
1
月

の
歌
舞
伎
興
行
に
取
材
し
た
細
判
役
者
絵
で
あ
る
。

そ
の
約
2
年
後
の
寛
政
3
年
冬
頃
、
蔦
重
は
、
絵
師

を
北
斎
か
ら
勝
川
春
英
に
変
え
た
。
詳
細
は
割
愛
す

る
が
、
蔦
重
版
、
春
英
画
の
役
者
絵
は
、
寛
政
6
年

3
月
の
歌
舞
伎
に
取
材
し
た
作
品
が
最
後
と
な
る
。

　

そ
し
て
写
楽
。
写
楽
は
、
し
か
る
べ
き
浮
世
絵
師

に
弟
子
入
り
し
て
役
者
絵
を
学
ん
だ
絵
師
で
は
な
く
、

い
わ
ゆ
る
素
人
絵
師
と
推
定
さ
れ
る
。
か
つ
て
『
週

刊
朝
日
』
誌
に
連
載
さ
れ
た
「
山
藤
章
二
の
似
顔
絵

塾
」
に
投
稿
し
た
人
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
役

者
の
個
性
を
独
得
の
表
現
で
捉
え
る
能
力
が
あ
る
が
、

絵
師
と
し
て
の
修
練
を
積
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

多
面
的
で
多
様
な
表
現
は
難
し
い
、
と
い
っ
た
人
物

で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
写
楽
を
、
蔦

重
は
発
見
し
、
そ
の
非
凡
な
個
性
に
賭
け
た
と
い
う

わ
け
で
あ
る
。
結
果
、
春
英
か
ら
写
楽
に
乗
り
換
え
、

寛
政
6
年
5
月
の
歌
舞
伎
に
取
材
し
た
作
品
が
登
場

す
る
。

　

寛
政
6
年
5
月
の
歌
舞
伎
に
取
材
し
た
、
蔦
屋
重

三
郎
版
、
写
楽
画
の
役
者
絵
は
28
図
、
他
の
6
版
元

か
ら
出
さ
れ
た
役
者
絵
は
合
計
22
図（
現
時
点
で
の

推
計
、
以
下
同
）。
同
年
の
秋
の
歌
舞
伎
に
取
材
し

た
写
楽
画
の
役
者
絵
は
38
図
、
他
の
5
版
元
か
ら
出

さ
れ
た
役
者
絵
は
合
計
11
〜
16
図
。
同
年
冬
の
顔
見

世
興
行
に
取
材
し
た
蔦
屋
重
三
郎
版
、
写
楽
画
の
役

者
絵
は
58
図
、
他
の
9
版
元
か
ら
出
さ
れ
た
役
者
絵

は
合
計
32
図
。
寛
政
７
年
1
月
の
歌
舞
伎
に
取
材
し

た
蔦
屋
重
三
郎
版
、
写
楽
画
の
役
者
絵
は
10
図
、
他

の
5
版
元
か
ら
出
さ
れ
た
役
者
絵
は
合
計
16
〜
17
図
。

通
覧
し
て
み
る
と
、
寛
政
6
年
の
も
の
は
、
蔦
重
、

写
楽
ペ
ア
の
作
品
量
が
他
を
圧
倒
し
て
い
る
が
、
寛

政
7
年
に
な
る
と
、
他
の
版
元
の
合
計
が
蔦
重
、
写

謎
の
浮
世
絵
師
と
し
て
、
多
く
の
人
の
興
味
を
集
め
る
写
楽
だ
が
、

学
術
的
に
は
そ
の
正
体
と
目
さ
れ
る
人
物
が
特
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
一
体
な
ぜ
か
？　

浮
世
絵
研
究
の
第
一
人
者
に
そ
の
道
筋
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。

写
楽
の
正
体

ど
こ
ま
で
分
か
って
い
る
？

文
／

浅
野
秀
剛 

（
大
和
文
華
館
館
長
、
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館
館
長
）

あさの・しゅうごう

1950年秋田県生まれ。立命館大学理工学
部数学物理学科卒業。千葉市美術館学芸課
長を経て、2008年に大和文華館、2013年に
あべのハルカス美術館の現職に。著書に
『浮世絵は語る』（講談社現代新書）、『浮世絵
細見』（講談社選書メチエ）など。
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『初代大谷徳次の奴袖助』
しょだいおおたにとくじのやっこそですけ

『花菖蒲文禄曽我』に取材した作品。片肌
を脱ごうとしつつ、左手は刀に手をかける
場面がどこかコミカルなタッチに描かれる。
寛政6年（1794）　東京国立博物館所蔵
出典：ColBase（https://colbase.nich.go.jp/）
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楽
ペ
ア
の
作
品
量
を
上
回
る
。
そ
し
て
、
寛
政
7
年

1
月
頃
、
写
楽
は
浮
世
絵
版
画
か
ら
手
を
引
く
。
寛

政
6
年
5
月
以
降
、
初
代
蔦
屋
重
三
郎
が
没
す
る
寛

政
9
年
ま
で
、
写
楽
画
以
外
の
蔦
重
版
の
役
者
絵
は

確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　

寛
政
6
年
5
月
に
、
時
の
役
者
絵
の
第
一
人
者
、

春
英
と
袂
を
分
か
ち
、
新
人
、
写
楽
の
作
品
を
大
量

に
刊
行
し
た
蔦
重
の
狙
い
は
、
他
の
版
元
に
よ
る
役

者
絵
を
駆
逐
し
、
役
者
絵
の
す
べ
て
の
版
権
を
手
に

入
れ
る
事
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像
し
て
い
る
。
蔦

屋
重
三
郎
は
見
果
て
ぬ
夢
を
見
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

写
楽
の
正
体

　

写
楽
に
つ
い
て
の
記
事
で
最
も
古
い
の
は
、
写
楽

の
活
躍
期
か
ら
わ
ず
か
数
年
後
に
文
芸
界
の
大
御
所
、

大
田
南
畝
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
『
浮
世
絵
考
証（
浮

世
絵
類
考
）
』
に
あ
る
「
こ
れ
ま
た
歌
舞
妓
役
者

の
似
顔
を
う
つ
せ
し
が
、
あ
ま
り
に
真
を
画
か
ん
と

て
あ
ら
ぬ
さ
ま
に
か
き
な
せ
し
か
ば
、
長
く
世
に
行

わ
れ
ず
、
一
両
年
に
し
て
止
む（
歌
舞
伎
役
者
の
似

顔
を
写
し
た
が
、
迫
真
的
に
描
こ
う
と
し
て
、
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
よ
う
に
描
い
た
の
で
、
長
く
人
気
を

保
て
ず
に
一
、
二
年
で
作
画
を
止
め
た
）
」
と
い

う
一
文
で
あ
る
。
南
畝
は
当
然
写
楽
を
直
接
知
っ
て

い
た
は
ず
で
あ
り
、
こ
の
書
き
よ
う
か
ら
は
同
時
代

の
浮
世
絵
師
の
別
名
で
あ
る
可
能
性
は
、
微
塵
も
う

か
が
え
な
い
。

　

伝
記
的
事
項
を
わ
ず
か
に
知
り
え
る
の
は
、
１
８

１
７
、
１
８
年
に
成
立
し
た
三
代
目
瀬
川
富
三
郎
編

の
『
諸し
ょ
け
じ
ん
め
い
え
ど
ほ
う
が
く
わ
け

家
人
名
江
戸
方
角
分
』
と
い
う
、
当
時
の
江

戸
の
文
化
人
住
所
録
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
八

丁
堀
地
蔵
橋
に
浮
世
絵
師
の
写
楽
斎
が
住
ん
で
い
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
写
楽
の
項
に
は
故
人
の

印
が
付
い
て
い
る
が
、
こ
の
印
は
、
後
で
付
け
加
え

ら
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
。
し
た
が
っ
て
、
１
８
１

７
、
１
８
年
当
時
、
既
に
亡
く
な
っ
て
い
た
か
ど
う

か
は
、
そ
の
資
料
で
は
分
か
ら
な
い
。

　

１
８
２
１
年
ま
で
に
式
亭
三
馬
に
よ
っ
て
付
け
加

え
ら
れ
た
『
浮
世
絵
類
考
』
の
補
記
に
も
「
写
楽
、

東
周（
洲
）斎
と
号
し
、
江
戸
八
丁
堀
に
住
ん
だ
。

わ
ず
か
半
年
あ
ま
り
し
か
活
動
し
な
か
っ
た
。」（
筆

者
に
よ
る
現
代
語
訳
）と
あ
り
、
写
楽
の
住
所
と
し

て
八
丁
堀
が
浮
上
す
る
。
そ
し
て
、
近
年
確
認
さ
れ

た
天
理
大
学
図
書
館
蔵
の
『
浮
世
絵
類
考
』
の
一
本

（
達だ
る
ま
や
ご
い
ち

摩
屋
五
一
旧
蔵
本
）の
、
三
馬
補
記
の
段
落
の

上
に
「
写
楽
は
阿
州
侯
の
士
に
て
俗
称
を
斎
藤
十
郎

兵
衛
と
い
ふ
よ
し
栄
え
い
し
ょ
う
さ
い
ち
ょ
う
き

松
斎
長
喜
老
人
の
話
な
り
」
と

い
う
書
き
入
れ
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
書
き
入

れ
は
、
１
８
２
１
〜
４
４
年
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
長
喜
は
写
楽
と
同
時
期
に
、
写
楽

の
影
響
を
受
け
た
役
者
絵
を
制
作
し
た
浮
世
絵
師
で
、

そ
の
人
物
に
よ
る
証
言
が
見
つ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

天
理
大
学
図
書
館
蔵
の
『
浮
世
絵
類
考
』
が
確
認

さ
れ
る
以
前
に
も
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
所
蔵
の

『
浮
世
絵
類
考
』
に
、
更
に
詳
し
い
情
報
を
載
せ
た

W
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a
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h
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『江戸名所百景 鉄砲洲稲荷橋湊神社』
えどめいしょひゃっけい てっぽうずいなりばしみなとじんじゃ

画面中央の水路が八丁堀。どうやら斎藤十郎兵衛は、この絵に描か
れている稲荷橋の北西のあたりに住んでいたと思われる。
歌川広重 安政4年（1857）　東京都立図書館所蔵
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も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
戦
後
ま
も
な
く
報
告
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
俗
に
月げ
っ
し
ん岑
稿
本
浮
世
絵
類
考
と

呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
、
江
戸
の
町
名
主
で
あ
る
斎

藤
月
岑（
１
８
０
４
〜
７
８
）に
よ
っ
て
増
補
さ
れ
、

１
８
４
４
年
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
月
岑

稿
本
浮
世
絵
類
考
に
お
い
て
、
写
楽
の
俗
名
と
住
所
、

そ
し
て
阿
波
藩
の
能
役
者
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
、
大
田
南
畝
の
記
事
や
、
ど
う
い
う
作
品
を
描

い
て
い
る
か
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
。
月
岑
は
『
武
江

年
表
』
と
い
う
江
戸
の
町
の
出
来
事
を
綴
っ
た
年
表

を
著
し
た
人
で
、
そ
の
信
頼
度
は
高
く
、
し
た
が
っ

て
、
月
岑
稿
本
浮
世
絵
類
考
の
信
頼
度
も
高
い
。
そ

の
後
も
明
治
に
至
る
ま
で
、
写
楽
が
阿
波
藩
の
能
役

者
、
斎
藤
十
郎
兵
衛
で
あ
る
と
い
う
以
外
の
記
事
、

説
は
な
い
。
斎
藤
十
郎
兵
衛
の
具
体
像
は
分
か
ら
な

か
っ
た
が
、
研
究
者
の
間
で
は
、
戦
前
ま
で
は
、
写

楽
は
斎
藤
十
郎
兵
衛
な
の
だ
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
１
９
５
６
年
、
横
山
隆
一氏
が
写
楽
は

版
元
の
蔦
屋
重
三
郎
で
あ
る
と
い
う
説
を
発
表
し
、

事
態
は一
変
。
写
楽
＝
○
○
説
が
続
出
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
の
数
お
よ
そ
30
。
皮
肉
に
も
同
じ
年
に

後
藤
捷
一
氏
に
よ
っ
て
、
１
７
９
２
年
成
立
『
御
両
国

無
足
以
下
分
限
帳
』
に
阿
波
藩
に
斎
藤
十
郎
兵
衛
と

い
う
能
役
者
が
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
江
戸
期
の
史
料
が
す
べ
て
斎
藤
十
郎
兵

衛
を
指
向
す
る
以
上
、
そ
れ
以
外
の
人
物
を
写
楽
に

当
て
る
の
は
無
理
が
あ
る
。
史
料
間
の
矛
盾
・
疑
問

も
な
い
。
写
楽
は
斎
藤
十
郎
兵
衛
で
は
な
い
、
と
い

う
人
の
中
に
は
、
斎
藤
十
郎
兵
衛
の
絵
が
見
つ
か
り
、

そ
れ
が
写
楽
の
作
品
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

証
明
さ
れ
る
ま
で
論
争
は
終
わ
ら
な
い
と
い
う
人
も

い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
発
掘
品
の
中
に
、
そ
の

地
が
邪
馬
台
国
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
文
字
史

料
の
よ
う
な
も
の
が
見
つ
か
り
、
邪
馬
台
国
論
争
が

決
着
す
る
の
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
無
い
物
ね
だ
り
と
言

っ
て
よ
い
。

　

1
9
9
7
年
、
斎
藤
十
郎
兵
衛
の
過
去
帳
が
法
光

寺（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
寺
院
。
築
地
に
あ
っ
た
が
、

1
9
8
8
年
埼
玉
県
越
谷
市
に
移
転
）で
発
見
さ
れ
、

文
政
3
年
の
欄
に
「
辰
三
月
七
日　

釈
大
乗
院
覚
雲

居
士　

八
丁
堀
地
蔵
橋　

阿
州
殿
御
内　

斉
藤
十

良
兵
衛
事　

行
年
五
十
八
歳
千
住
に
て
火
葬
」、
つ
ま

り
1
8
2
0
年
3
月
7
日
に
58
歳
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
、

八
丁
堀
地
蔵
橋
に
住
み
、
法
名
を
大
乗
院
覚
雲
居

士
と
いっ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
阿
波
藩
の
能
役
者（
能
役
者
は
士
分
、

つ
ま
り
武
士
で
あ
る
）斎
藤
十
郎
兵
衛
は
、
蔦
屋
重

三
郎
に
そ
の
特
異
な
才
能
を
見
出
さ
れ
、
役
者
絵
を

描
く
こ
と
と
な
っ
た
が
、
10
か
月
ほ
ど
頑
張
っ
た
も

の
の
挫
折
、
役
者
絵
師
と
は
な
ら
ず
、
能
役
者
に
戻

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
上
役
者
絵
を
描
き
続
け
る

と
後
戻
り
で
き
な
い
、
ぎ
り
ぎ
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

は
な
か
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
幕
臣
や

藩
臣
が
役
者
絵
を
描
い
て
刊
行
し
報
酬
を
得
る
と
い

う
こ
と
は
タ
ブ
ー
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「浮世絵類考」大田南畝著 式亭三馬補記
写真のものには式亭三馬による補記が入っているのがわかる。当
時は写楽の素性を知る者も少なくなかったのだろうか。
『浮世絵類考集』　国立国会図書館所蔵
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ど
ん
底
か
ら
大
逆
転
の
秘
策 

そ
れ
は
浮
世
絵
だ
っ
た

　

出
版
統
制
令
で
処
罰
さ
れ
た
後
、
蔦
屋

の
出
版
点
数
が
落
ち
た
。
し
か
し
、
不
屈

の
男
、
蔦
重
は
次
の
一
手
を
考
え
て
い
た
。

戯
作
が
駄
目
な
ら
絵
が
あ
る
。
蔦
重
が
目

を
付
け
た
の
は
浮
世
絵
だ
っ
た
。

　

戯
作
者
は
次
々
と
引
退
し
た
が
、
才
能

あ
る
絵
師
は
ま
だ
健
在
だ
。
そ
こ
で
、
存

在
感
を
増
し
た
の
が
喜
多
川
歌
麿
で
あ
る
。

　

蔦
重
は
歌
麿
と
組
ん
で
浮
世
絵
を
売
り

出
す
決
意
を
し
た
。
勝
負
を
か
け
る
の
は

一
枚
絵
の
錦
絵
。
そ
れ
も
美
人
画
だ
。

　

勝
か
つ
か
わ
し
ゅ
ん
し
ょ
う

川
春
章
な
ど
勝
川
派
が
役
者
絵
で
用

い
た
手
法
に
大
首
絵
が
あ
る
。
歌
麿
は
そ

れ
を
美
人
画
に
応
用
す
る
こ
と
を
思
い
つ

い
た
。
従
来
の
美
人
画
と
違
い
、
大
首
絵

な
ら
女
性
の
上
半
身
を
中
心
に
顔
を
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
、
顔
の
表
情
や
髪
の
毛

の
一
本
ま
で
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
う
し
て
売
り
出
し
た
美
人
画
は
蔦
重

の
思
惑
通
り
当
た
っ
た
。
と
り
わ
け
大
き

な
反
響
が
あ
っ
た
の
は
『
当
時
三
美
人
』

と
い
う
作
品
だ
。
モ
デ
ル
と
な
っ
た
三
人

は
富
と
み
も
と
と
よ
ひ
な

本
豊
雛
、
難
波
屋
お
き
た
、
高
し
ま

お
ひ
さ
。
そ
れ
ま
で
歌
麿
が
描
い
て
い
た

遊
女
で
は
な
く
、
町
娘
だ
っ
た
。

　

こ
の
作
品
が
歌
麿
の
美
人
画
の
最
高
傑

作
と
い
わ
れ
る
。
当
時
の
美
人
画
は
同
じ

よ
う
な
顔
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
作
品
で
歌
麿
は

三
人
の
顔
を
描
き
分
け
て
い
る
。
鼻
筋
の

通
っ
た
き
り
り
と
し
た
顔
の
お
ひ
さ
、
ふ

っ
く
ら
と
し
た
頬
で
あ
ど
け
な
い
顔
の
お

き
た
、
理
知
的
な
表
情
の
豊
雛
、
三
者
三

様
の
顔
と
表
情
、
内
面
を
見
事
に
描
き
切

っ
た
。
歌
麿
の
絵
筆
に
よ
っ
て
、
浮
世
絵

の
中
で
女
性
た
ち
は
生
き
生
き
と
命
の
輝

き
を
放
っ
て
い
る
。
誰
に
も
真
似
の
で
き

な
い
、
歌
麿
の
唯
一
無
二
の
才
能
だ
っ
た
。

　

当
時
モ
デ
ル
の
女
性
が
い
る
店
に
は
客

1791年

寛政3年

歌
麿
の
美
人
画
、北
斎
の
役
者
絵

出
版
統
制
令
に
触
れ
て「
身
上
半
減
」、
財
産
を
没
収
さ
れ
て
絶
体
絶
命
と
な
っ
た
蔦
重
。

そ
れ
で
も
へ
こ
た
れ
な
い
の
が
蔦
重
の
真
骨
頂
だ
。
次
な
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
浮
世
絵
に
定
め
て
、
活
路
を
見
出
す
こ
と
に
。

浮
世
絵
界
の
天
才
た
ち
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
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が
殺
到
。
ア
イ
ド
ル
並
み
の
人
気
者
と
な

る
と
い
う
社
会
現
象
も
起
こ
っ
た
。

　

歌
麿
が
描
く
美
人
大
首
絵
に
は
、
ほ
か

に
も
仕
掛
け
が
あ
っ
た
。
木
版
画
の
摺
り

の
技
法
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。
す
で

に
初
期
の
『
潮
干
の
つ
と
』
な
ど
で
も
使

っ
た
、
空か
ら
ず摺
り
と
い
う
技
法
で
、
絵
具
を

つ
け
な
い
で
紙
を
版
木
に
押
し
当
て
、
凹

凸
の
模
様
を
創
り
出
す
。
美
人
絵
で
は
、

女
性
の
肌
の
質
感
を
出
す
た
め
に
わ
ざ
と

輪
郭
線
を
描
か
な
い
で
、
空
摺
り
だ
け
で

表
現
す
る
技
法
を
使
っ
て
い
る
。

　

ほ
か
に
も
、
雲き
ら
ず母

摺
り
と
い
う
技
法
を

使
っ
た
。
美
人
の
背
景
に
、
雲う
ん
も母
を
細
か

く
砕
い
た
粉
末
に
岩
絵
具
、
膠
と
混
ぜ
た

も
の
を
背
景
に
付
け
て
、
き
ら
き
ら
と
輝

か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
美
人
の
顔
や
着

物
が
き
れ
い
に
見
え
る
よ
う
に
引
き
立
た

せ
る
技
法
で
あ
る
。

　

そ
の
当
時
、
美
人
画
の
第
一
人
者
は
鳥

居
清
長
で
あ
っ
た
。
鳥
居
派
は
役
者
絵
の

名
門
と
さ
れ
る
一
派
だ
が
、
清
長
だ
け
は

美
人
画
を
得
意
と
し
た
。
歌
麿
は
そ
の
ラ

イ
バ
ル
と
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

『歌まくら』

『江戸三美人・富本豊雛、難波屋おきた、高しまおひさ』
えどさんびじん・とみもととよひな、なにわやおきた、たかしまおひさ

天明8年（1788）に刊行し
た艶本。寛政年間におい
ても、歌麿は枕絵を精力
的に描いている。枕絵の
世界でも歌麿の絵師とし
ての才能である、大胆な
構図や描写力が生かされ
ている。

江戸で有名な3人の美人、富本豊雛、難波屋おきた、高しまおひさを描いた大
判錦絵。歌麿の美人画の最高傑作といわれる。

喜多川歌麿画 天明8年（1788）
浦上蒼穹堂所蔵

喜多川歌麿画 18世紀
東京国立博物館所蔵 出典：ColBase（https://colbase.nich.go.jp/）

KEYWORD

歌麿の大首絵の連作錦絵。美人大首絵、
背景が雲母摺りとしては最初期の頃に描
かれた作品とされる。歌麿が女性の人相
を見て、絵解き風に描き分けてみせると
いう趣向で、この連作シリーズで歌麿は
一躍人気絵師となった。

『婦人相学十躰』 ふじんそうがくじってい

上半身のみを描く浮世絵の手法。古くは
鈴木晴信が大首絵を描いていた。天明年
間になると、勝川派の絵師たちが役者絵
を大首絵で描くようになり、役者の表情
がよくわかると好評だった。そこで蔦重
と組んだ歌麿が美人画に採用した。

大首絵
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清
長
の
作
品
は
永
寿
堂
西
村
屋
与
八
か

ら
刊
行
さ
れ
る
。
西
村
屋
と
清
長
の
コ
ン

ビ
は
、
蔦
重
と
歌
麿
に
と
っ
て
ラ
イ
バ
ル

で
あ
り
目
標
で
あ
っ
た
。
清
長
が
鳥
居
派

の
四
代
目
に
な
り
本
業
に
忙
し
く
な
っ
た

時
期
に
も
、
歌
麿
は
次
々
に
美
人
画
の
ヒ

ッ
ト
作
を
描
き
、
や
が
て
美
人
画
は
歌
麿

が
清
長
を
凌
駕
し
て
い
く
。

　

一
方
、
寛
政
の
改
革
に
よ
る
出
版
統
制

は
そ
の
後
も
続
い
て
い
た
。
寛
政
五
年

（
１
７
９
３
）の
町
触
れ
に
は
、
町
娘
の

美
人
画
を
規
制
す
る
お
達
し
が
あ
っ
た
。

一
枚
絵
の
錦
絵
に
町
娘
の
名
前
を
書
い
て

は
な
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
だ
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
歌
麿
は
「
判
じ
絵
」

と
い
う
手
法
で
お
上
に
盾
突
い
た
。
例
え

ば
、
高
島
屋
お
ひ
さ
の
絵
に
は
、
田
ん
ぼ
、

鹿
島
踊
り
、
火
、
盃
の
絵
が
添
え
ら
れ
た
。

「
田
鹿
島
踊
ひ
さ
」
と
読
め
る
よ
う
に
。

　

こ
こ
に
歌
麿
と
い
う
人
間
の
本
質
が
あ

る
。
美
人
を
観
察
す
る
目
で
、
幕
府
の
権

力
者
を
じ
っ
と
凝
視
し
て
い
る
。
や
は
り

黙
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
そ
の
反
骨
の
精
神

を
絵
に
込
め
た
。
芸
術
家
と
し
て
類
ま
れ

な
る
才
能
を
持
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

心
に
熱
い
思
い
を
秘
め
て
い
る
。
蔦
重
の

相
棒
・
歌
麿
は
そ
う
い
う
人
間
だ
っ
た
。

　

蔦
重
は
と
い
う
と
、
美
人
画
の
次
の
タ

ー
ゲ
ッ
ト
を
考
え
て
い
た
。
そ
れ
は
役
者

絵
で
あ
る
。
当
時
の
役
者
絵
と
い
え
ば
西

村
屋
の
歌
川
豊
国
だ
っ
た
。
蔦
重
に
と
っ

て
、
美
人
画
に
続
い
て
、
今
度
は
役
者
絵

で
も
西
村
屋
に
挑
む
こ
と
に
な
っ
た
。
蔦

重
の
心
は
す
で
に
美
人
画
か
ら
役
者
絵
に

移
っ
て
い
る
。
蔦
重
に
と
っ
て
は
新
し
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
高

揚
を
感
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

役
者
絵
の
絵
師
に
最
初
に
抜
擢
し
た
の

は
勝
川
春
朗
、
の
ち
の
葛
飾
北
斎
だ
。
寛

政
三
年（
１
７
９
１
）に
は
蔦
屋
か
ら
一

枚
絵
の
役
者
絵
を
刊
行
し
て
い
る
。

　

春
朗
は
蔦
屋
で
は
山
東
京
伝
の
黄
表
紙

に
挿
絵
を
描
く
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
た

が
、
当
時
は
ま
だ
蔦
重
に
あ
ま
り
評
価
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
蔦
重
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
の
役
者
絵
が
世
の
中
か
ら
絶
賛
さ

れ
る
に
は
東
洲
斎
写
楽
の
登
場
ま
で
待
た

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
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『永寿堂
七十一歳の肖像』
寛政10年（1798）頃の作
品とされる。歌川豊国画
による大判錦絵。「七十一
翁永寿堂日比野（花押）」
とある。おそらく初代の
西村屋与八の肖像画では
ないかとみられる。

初代歌川豊国画 寛政10年（1798）
シカゴ美術館所蔵

永寿堂日比野（西村屋与八）
蔦重が美人画で再起を図った頃、ライバルとなっ
た日本橋の地本問屋・永寿堂の主人。与八は『雛形
若菜初模様』という浮世絵シリーズを蔦重ととも
に制作していたこともある。その後は鳥居清長の
美人画を刊行。大ヒットして一世を風靡した。老
舗地本問屋・鱗形屋の次男に当たる。

KEYWORD

役者本人の顔に似せた、似顔絵風の役者絵を描いて、一躍人気絵師
となった。一時は似顔絵といえば勝川派の独壇場だった時代もあっ
たほどだった。勝川派の祖となって、多くの弟子を育てた。その中
には葛飾北斎（勝川春朗）も含まれる。

勝川春章

挿絵、美人画、役者絵などあらゆるジャンルの絵を描いた浮世絵師。
役者絵では寛政6年（1786）に『役者舞台之姿絵』を刊行。当時は衝撃
的なデビューした東洲斎写楽のライバルだった。写楽が活動をやめ
た後は、役者絵の第一人者となった。

歌川豊国

多色刷りで精巧に摺られた木版画。多い場合で10種以上の色を重
ねる。版元、絵師、彫師、摺り師の分業作業で完成させる、総合芸術
だ。江戸時代中期に手法が確立。当初は裕福な町人の間で流行った
が、次第に庶民の間でも流行しだした。

錦絵

『三代目坂田半五郎の旅の僧
実は鎮静八郎為朝』（右）、
『市川蝦蔵の山賤
実は文覚上人』（左）
さんだいめさかたはんごろうのたびのそう
じつはちんせいはちろうためとも
いちかわえびぞうのやまがつ
じつはもんがくしょうにん

寛政3年（1791）に、葛飾北斎が描いた役者絵。
三代目坂田半五郎は悪役の大ベテラン役者。
寛政6年には同じ役者を写楽が描いている
（P88『三代目坂田半五郎の子育て観音坊』参
照）。画風の違いが興味深い。
勝川春朗（葛飾北斎）画 寛政3年（1791）
東京国立博物館所蔵 出典：ColBase（https://colbase.nich.go.jp/）
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葛
飾
北
斎

日
本
が
世
界
に
誇
る
浮
世
絵
師
・
葛
飾
北
斎
。
90
歳
で

没
す
る
ま
で
、
数
々
の
伝
説
に
彩
ら
れ
た
破
天
荒
な

人
生
を
送
り
、
浮
世
絵
の
傑
作
を
後
世
に
残
し
た
。

key person

『
北
斎
漫
画
』『
冨
嶽
三
十
六
景
』 

傑
作
を
生
み
だ
し
た
天
才
絵
師

　

葛
飾
北
斎
は
宝
暦
十
年（
１
７
６
０
）、

江
戸
本
所
割
下
水
近
く
に
生
ま
れ
た
。
武

士
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
大
奥
の
鏡
を
扱

う
御
用
鏡
師
・
中
島
伊
勢
に
養
子
に
入
る
。

幼
い
頃
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
を
好
ん
で
い

た
た
め
、
養
家
で
子
ど
も
が
で
き
た
後
に

家
督
を
譲
り
、
絵
師
の
世
界
に
入
っ
た
。

　

十
九
歳
で
勝
川
春
章
に
入
門
し
た
。
翌

年
の
安
永
八
年（
１
７
７
９
）に
は
勝
川

春
朗
名
で
、
鱗
形
屋
版
の
蔦
屋
の
『
吉
原

細
見
』
の
挿
絵
を
任
さ
れ
て
い
る
。

　

若
い
頃
の
北
斎
は
、
蔦
重
と
出
会
っ
て

か
ら
、
役
者
絵
を
勧
め
ら
れ
る
。
当
時
は

西
村
屋
の
豊
国
が
描
く
役
者
絵
が
人
気
で
、

ラ
イ
バ
ル
心
を
燃
や
す
蔦
重
の
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
に
よ
っ
て
、
役
者
絵
を
描
く
よ
う
に
。

寛
政
三
年（
１
７
９
１
）年
に
は
蔦
屋
か

ら
一
枚
絵
の
役
者
絵
を
刊
行
し
た
。

　

し
か
し
、
絵
師
と
し
て
期
待
さ
れ
た
も

の
の
、
蔦
重
の
求
め
る
役
者
絵
で
は
な
か

っ
た
よ
う
で
、
役
者
絵
で
は
芽
が
出
な
か

っ
た
。
そ
れ
で
も
、
蔦
屋
で
は
山
東
京
伝

の
黄
表
紙
に
挿
絵
を
描
く
な
ど
、
絵
師
と

し
て
仕
事
を
し
て
い
た
。

　

春
朗
時
代
の
十
五
年
は
役
者
絵
、
黄
表

紙
の
挿
絵
、
美
人
画
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
絵

を
描
い
た
。
下
積
み
時
代
で
絵
師
と
し
て

の
ヒ
ッ
ト
作
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
好
奇
心
旺
盛
な
北
斎
は
師
匠
の
模
倣

に
飽
き
足
ら
ず
、
琳
派
や
狩
野
派
や
洋
画

に
ま
で
影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
。

　

そ
の
結
果
、
寛
政
六
年（
１
７
９
４
）

に
勝
川
派
を
破
門
さ
れ
、
琳
派
の
俵
屋
宗

理
を
襲
名
す
る
が
、
こ
の
経
緯
は
定
か
で

は
な
い
。
こ
の
時
期
に
は
西
洋
画
の
手
法

を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ

ン
ル
か
ら
影
響
を
受
け
て
、
北
斎
独
自
の

作
風
を
確
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

貪
欲
な
ま
で
の
姿
勢
は
後
半
生
に
な
っ
て

花
開
い
て
い
く
。

　

三
十
代
で
は
、
宗
理
の
名
を
使
い
、
豪

華
な
狂
歌
絵
本
、
版
画
の
元
絵
、
肉
筆
画

を
多
く
刊
行
。
北
斎
ら
し
い
画
風
が
固
ま

っ
て
い
っ
た
時
期
だ
っ
た
。

『江島春望』
狂歌絵本『柳の糸』に収載。北斎が宗理と名乗っ
ていた38歳頃の作品。司馬江漢の「江の島図」
から洋風表現を学んだことが、構図、山や波の
描写に生かされている。
寛政9年（1797）
東京国立博物館所蔵 出典：ColBase（https://colbase.nich.go.jp/）

葛飾北斎肖像
90歳という高齢まで生き
た北斎は、19歳の浮世絵師
デビューといわれるため、
70年近くの画家人生を過
ごしたことになる。娘のお
栄も晩年の北斎を手伝い、
「葛飾翁為」という名前の絵
師としても知られる。
『戯作者考補遺』　
木村黙老著 昭和10年（1935）
国立国会図書館所蔵



　

寛
政
十
一
年（
1
7
9
9
）頃
か
ら
、

北
斎
の
号
を
使
い
始
め
る
。
四
十
歳
を
過

ぎ
て
か
ら
は
、
ど
こ
の
会
派
に
も
属
さ
ず
、

独
自
の
絵
師
と
し
て
歩
む
と
い
う
道
が
決

ま
っ
た
。
文
化
年
間
に
な
り
、
黄
表
紙
に

代
わ
っ
て
読
本
と
い
う
長
編
小
説
が
人
気

と
な
っ
た
。
そ
の
挿
絵
が
人
気
と
な
り
、

曲
亭
馬
琴
と
組
ん
で
挿
絵
を
描
い
た
。『
新

編
水
滸
画
伝
』『
椿
説
弓
張
月
』
な
ど
、

数
々
の
ヒ
ッ
ト
作
を
世
に
出
し
た
。

　

五
十
代
は
、
名
を
戴
斗
に
変
え
て
い
る
。

弟
子
た
ち
が
絵
を
学
ぶ
た
め
の
手
本
『
北

斎
漫
画
』
は
代
表
作
と
な
っ
た
。

　

六
十
代
に
な
る
と
ま
た
も
名
前
を
変
え

て
為い
い
つ一
と
名
乗
る
。
こ
の
時
期
に
は
錦
絵

を
中
心
に
描
き
、
色
紙
判
の
摺
物
で
名
作

を
残
し
た
。
最
も
有
名
な
も
の
が
、
七
十

五
歳
で
刊
行
し
た
『
富
嶽
三
十
六
景
』。

ほ
か
に
も
『
諸
国
瀧
廻
り
』、『
諸
国
名
橋

奇
覧
』
な
ど
で
風
景
画
の
世
界
に
新
境
地

を
見
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
花
鳥
版
画
、
古

典
や
怪
談
の
錦
絵
な
ど
、
老
境
に
差
し
掛

か
っ
て
も
精
力
的
に
仕
事
を
こ
な
し
た
。

　

そ
の
後
は
ま
た
も
画
号
を
「
画
狂
老
人

卍
」
に
変
え
て
、
創
作
を
続
け
た
。
晩
年

に
描
い
た
絵
は
肉
筆
画
が
多
く
、
動
植
物

な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
描
い
て
、
亡
く
な
る

ま
で
、
創
作
意
欲
は
衰
え
な
か
っ
た
。

　

画
家
と
し
て
は
大
胆
な
構
図
、
そ
の
画

力
の
す
さ
ま
じ
さ
で
、
海
外
に
ま
で
名
が

轟
い
て
い
る
浮
世
絵
師
と
な
っ
た
。
ゴ
ッ

ホ
や
モ
ネ
、
ド
ガ
な
ど
の
印
象
派
の
画
家

に
衝
撃
を
与
え
、
十
九
世
紀
に
は
欧
米
で

〝
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
〞
を
巻
き
起
こ
し
た
。

今
も
歌
麿
と
並
ぶ
、
人
気
浮
世
絵
師
と
し

て
国
内
外
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　

九
十
歳
ま
で
長
生
き
を
し
て
、
挿
絵
、

役
者
絵
、
風
景
画
、
春
画
、
肉
筆
画
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の
絵
を
描
い
た
。

そ
の
人
生
は
変
人
伝
説
で
彩
ら
れ
て
い
る
。

画
号
を
二
十
数
回
変
え
た
。
さ
ら
に
引
っ

越
し
も
九
十
三
回
繰
り
返
し
た
。
馬
琴
の

家
に
居
候
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
う
ま
く

い
か
な
か
っ
た
と
い
う
。

『富嶽三十六景・
神奈川沖浪裏』
ダイナミックな構図で大波と人
間の対比、動と静、遠と近の世
界を描いた。「グレート・ウェー
ヴ」として世界的に有名。西洋
に衝撃を与え、ゴッホやドビュ
ッシーなどに影響を与えた。
19世紀
東京国立博物館所蔵 
出典：ColBase（https://colbase.nich.go.jp/）

KEYWORD

江戸時代に京都で生まれた装飾画
の一派。金銀を使った華やかな表
現、大胆なデザインが特徴といわ
れる。江戸初期に俵屋宗達に始ま
り、本阿弥光悦、尾形光琳などが
代表的な作家。書や屏風、茶器な
ど幅広い芸術運動だった。

琳派

19世紀の後半、ヨーロッパ、とく
にフランスでブームとなった、日
本趣味のこと。万国博覧会などを
契機に、日本の美術やデザインが、
ヨーロッパの画家や芸術家に影響
を与えた。印象派の絵画やアール
ヌーボーなどに影響を及ぼした。

ジャポニスム
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十
カ
月
の
活
動
で一五
〇
作
！ 

謎
の
天
才
と
重
三
郎
の
邂
逅

　

東
洲
斎
写
楽
、
通
称
「
写
楽
」
と
い
え

ば
、
江
戸
文
化
や
浮
世
絵
に
詳
し
く
な
い

方
で
も
一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
だ

ろ
う
。
有
名
な
「
三
代
目
大
谷
鬼
次
の
江

戸
兵
衛
」
を
好
例
と
し
て
、
役
に
な
り
き

っ
た
役
者
の
「
顔
の
み
」
を
フ
ォ
ー
カ
ス

す
る
「
役
者
絵
」
の
技
法
を
駆
使
し
た
作

家
。
寛
政
六
年（
１
７
９
４
）五
月
に
突

如
と
し
て
現
れ
、
十
カ
月
あ
ま
り
で
一
五

〇
も
の
作
品
を
残
し
つ
つ
、
飄
然
と
消
え

た
謎
の
浮
世
絵
師
。
そ
の
正
体
は
令
和
の

現
在
に
至
る
ま
で
多
数
の
説
が
現
れ
つ
つ

も
謎
の
ま
ま
だ
。
そ
の
「
写
楽
」
を
デ
ビ

ュ
ー
さ
せ
た
の
は
蔦
重
だ
っ
た
。

　

江
戸
の
寛
政
年
間（
１
７
８
９
〜
１
８

０
４
）は
、
蔦
屋
に
と
っ
て
不
遇
の
年
だ

っ
た
。
先
年
の
天
明
七
年（
１
７
８
７
）

に
老
中
に
就
任
し
た
松
平
定
信
は
大
規
模

な
政
治
改
革
を
推
し
進
め
る
。
先
の
老

中
・
田
沼
意
次
の
経
済
重
視
政
策
を
「
放

漫
財
政
」
と
見
な
し
、「
質
素
倹
約
、
文
武

両
道
」
を
奨
励
。
こ
れ
に
対
し
蔦
屋
は
改

革
を
揶
揄
し
た
黄
表
紙
『
文ぶ
ん
ぶ武

二に
ど
う道

万ま
ん

石ご
く
通と
お
し』、
続
篇
と
し
て
山
東
京
伝
の
筆
に

よ
る
『
鸚
お
う
む
が
え
し

鵡
返
文ぶ
ん
ぶ
の武
二ふ
た
み
ち道』
を
相
次
い

で
出
版
。
だ
が
幕
府
の
逆
鱗
に
触
れ
、
寛

政
三
年（
１
７
９
１
）に
筆
者
の
京
伝
は

手
鎖
五
〇
日
、
版
元
の
蔦
重
も
財
産
の
半

分
を
没
収
さ
れ
る
。

　

こ
こ
に
蔦
重
は
出
版
事
業
か
ら
手
を
引

き
、
浮
世
絵
に
活
路
を
求
め
る
。
そ
の
た

め
に
は
新
た
な
浮
世
絵
師
の
引
き
抜
き
で

あ
る
。
当
時
の
浮
世
絵
師
界
隈
の
著
名
人

と
言
え
ば
喜
多
川
歌
麿
だ
。
だ
が
当
時
の

歌
麿
は
蔦
重
の
元
を
去
っ
て
お
り
、
新
人

発
掘
を
図
る
蔦
屋
は
役
者
絵
に
活
路
を
見

出
す
。
寛
政
の
改
革
で
歌
舞
伎
界
も
低
迷

状
態
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
逆
に
役
者
絵
は

新
規
参
入
が
可
能
だ
っ
た
。
そ
こ
に
現
れ

た
の
が
写
楽
だ
っ
た
。

　

前
記
の
よ
う
に
、
東
洲
斎
写
楽
は
謎
の

浮
世
絵
師
で
あ
る
。
ど
こ
で
生
ま
れ
た
の

か
も
、
誰
に
師
事
し
た
の
か
も
、
い
つ
亡

く
な
っ
た
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
、

じ
つ
は
「
写
楽
の
正
体
」
と
し
て
有
力
な

人
物
が
浮
上
し
て
い
る
。
彼
の
名
は
斎
藤

十
郎
兵
衛（
１
７
４
３
〜
１
８
２
０
）、

四
国
は
阿
波
徳
島
藩
お
抱
え
の
能
役
者
だ
。

　

今
で
こ
そ
「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」
の
筆

頭
と
し
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式
で

も
披
露
さ
れ
た
歌
舞
伎
。
だ
が
江
戸
期
で

は
歌
舞
伎
は
庶
民
の
雑ざ
っ
ぱ
く駁
な
娯
楽
、
一
方

の
能
は
武
家
の
高
尚
な
芸
術
と
さ
れ
て
い

た
。
だ
が
同
じ
舞
台
芸
術
、
国
元
を
発
ち

藩
主
に
従
い
江
戸
入
り
し
た
十
郎
兵
衛
が

評
判
の
歌
舞
伎
を
見
物
し
、
共
鳴
す
る
も

の
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

そ
も
そ
も
写
楽
の
代
名
詞
で
あ
る
「
大
首

絵
」
は
芝
居
の
中
で
役
者
が
見
え
を
切
る

場
面
、
当
時
の
人
が
絵
を
見
れ
ば
一
目
で

場
面
が
あ
り
あ
り
と
脳
裏
に
浮
か
ぶ
。
舞

台
俳
優
で
あ
り
絵
心
が
あ
っ
た
十
郎
兵
衛

は
、
会
心
の
場
面
を
絵
と
し
て
表
現
す
る

こ
と
が
可
能
だ
っ
た
。
そ
も
そ
も
写
楽
独

自
の
デ
フ
ォ
ル
メ
表
現
、
突
き
出
し
た
口

や
見
開
く
目
は
能
面
の
顔
面
表
現
が
由
来
、

と
の
説
も
あ
る
。
だ
が
蔦
重
が
十
郎
兵
衛

を
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
た
の
は
そ
れ
だ
け
の
理

由
な
の
だ
ろ
う
か
。

1794年

寛政6年

東
洲
斎
写
楽
の
発
掘

歌
舞
伎
役
者
が
大
見
え
を
切
る
。
そ
の
表
情
の
み
を
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
浮
世
絵
が「
大
首
絵
」だ
。

そ
の一
人
者
で
あ
る
東
洲
斎
写
楽
。
謎
の
絵
師
は
、
蔦
重
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
世
に
現
れ
た
。

無
名
の
天
才
を
導
く

KEYWORD

田沼意次にかわり老中に就任した、奥州白河
藩主の松平定信による政治改革。質素倹約政
策で娯楽に制限を加え、江戸庶民の不満が高
まった。「白河の 清きに魚も住みかねて 元の
濁りの田沼恋しき」との狂歌が残されている。

寛政の改革 かんせいのかいかく

武家に好まれ、室町以前の古典文学を題材に
用いることの多い能に対し、庶民に受ける大
衆的な演劇として発展したのが歌舞伎。また
もっとも大きな違いは能が面を付けるのに対
し、歌舞伎は隈取りなどの化粧を用いること。

能と歌舞伎の違い

役者絵とは？
歌舞伎役者の舞台姿や似顔絵
などを描いた浮世絵のジャン
ル。歌舞伎絵とも。江戸の庶
民の中ではプロマイドのよう
な扱いもされていたので、人
気絵師が人気役者を描くと大
ヒットにつながった。
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『三代目大谷鬼次の
江戸兵衛』 
さんだいめおおたにおにじのえどべえ

芝居「恋女房染分手綱」の悪役、江戸
兵衛に扮する三代目大谷鬼次。鷲塚
八平次に頼まれ「市川男女蔵の奴一
平」から金を脅し取る場面。鋭い目
と隈取、一方で顔の大きさの割に小
さな手が見えを切る場面が鮮烈。
寛政6年（1794）
東京国立博物館所蔵 
出典：ColBase（https://colbase.nich.go.jp/）
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能
役
者
の
浮
世
絵
師
デ
ビ
ュ
ー
に
は

蔦
屋
重
三
郎
な
り
の
計
算
が
あ
っ
た

　

窮
地
に
陥
っ
て
い
た
蔦
重
は
役
者
絵
に

活
路
を
見
出
し
た
。
何
故
、
大
役
を
担
っ

た
の
は
能
役
者
出
身
の
絵
師
な
の
か
。
そ

こ
に
は
や
は
り
蔦
屋
重
三
郎
な
り
の
し
た

た
か
な
計
算
が
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
役
者

絵
は
、
役
者
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
浮
世
絵

で
あ
る
。
役
者
に
は
演
じ
る
役
の
、
あ
る

い
は
役
者
自
身
の
内
面
が
あ
る
。
能
面
は

人
間
の
内
面
を
投
影
し
て
形
と
し
た
も
の

だ
。
だ
か
ら
役
や
役
者
の
内
面
が
に
じ
み

出
す
絵
を
描
き
得
な
い
か
…
…
そ
の
役
目

に
写
楽
は
適
任
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
「
東
洲
斎
写
楽
」
の
活
動
期
間
は
わ
ず

か
十
カ
月
な
が
ら
、
四
期
に
分
類
さ
れ
画

風
は
各
々
異
な
る
。
第
一
期
は
写
楽
の
代

名
詞
で
も
あ
る
、
役
に
な
り
切
っ
た
役
者

の
顔
面
を
前
面
に
押
し
出
す
「
大
首
絵
」。

第
二
期
は
、
大
判
な
ら
二
人
、
細
判
な
ら

一
人
の
全
身
を
描
く
も
の
。
顔
立
ち
の
デ

フ
ォ
ル
メ
は
多
少
抑
え
全
身
の
表
現
で
雰

囲
気
を
出
す
。
第
三
期
は
細
判
ば
か
り
四

十
七
作
品
、
そ
し
て
第
四
期
に
至
れ
ば
、

連
続
し
た
背
景
の
役
者
絵
と
な
り
形
骸
化

が
進
み
、
や
が
て
「
写
楽
」
は
姿
を
消
す
。

　

こ
の
段
階
を
踏
む
画
風
こ
そ
が
、
蔦
重

に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
戦
略
だ
っ
た
。
実
際
の

役
者
の
表
情
を
リ
ア
ル
に
、
デ
フ
ォ
ル
メ

も
含
め
て
大
画
面
で
刷
っ
て
江
戸
っ
子
の

度
肝
を
抜
き
「
写
楽
」
を
刷
り
込
む
。
二

期
に
至
り
、
細
や
か
な
手
法
を
取
り
入
れ

た
「
写
楽
の
別
の
引
き
出
し
」
を
公
開
す

る
。
こ
こ
に
面
白
い
作
品
が
あ
る
。
寛
政

六
年（
１
７
９
４
）七
月
、
ち
ょ
う
ど
二

期
の
幕
開
け
頃
に
発
行
さ
れ
た
「
篠
塚
浦

右
衛
門
の
都
座
口
上
図
」。
裃
姿
の
初
老

の
役
者
が
口
上
を
詠
み
あ
げ
る
姿
だ
が
、

そ
の
人
物
が
掲
げ
る
紙
面
に
は
裏
に
文
字

が
浮
き
出
し
、「
こ
れ
か
ら
二
番
目
を
ご
覧

に
入
れ
ま
す
」
と
受
け
取
れ
る
文
言
が
掲

『四代目岩井半四郎の
乳人重の井』

『三代目坂田半五郎の子育て観音坊と
三代目市川八百蔵の不破伴左衛門』

芝居「恋女房染分手綱」より。別れた実
の子と再会しつつも、親子の名乗りも
ならず見つめるだけの乳母の姿。

二人の見得の美しさが長い刀によって
統一される。僧の衣の単純配色と、八百
蔵の衣装の細かな配色の対比も面白い。

写楽の代名詞である「大首絵」28作品
が確認できている。歌麿同様に背景に
は雲母を用いるが、あえて「黒雲母」に
統一し迫力を演出。「市川蝦蔵の竹村定
之進」などの名作はこの時期のもの。

38作品が確認されている。全身像が
中心。容貌のデフォルメを抑えつつ、
顔よりも全身の表現で場面の雰囲気を
描き出す工夫がある。インパクト重視
の１期作品より手法が向上している。

東京国立博物館所蔵 
出典：ColBase（https://colbase.nich.go.jp/）

東京国立博物館所蔵 
出典：ColBase（https://colbase.nich.go.jp/）

東
洲
斎
写
楽

彗
星
の
ご
と
く
現
れ
、
そ
し
て
去
っ
た
謎
の
絵
師
・
写
楽
。

そ
の
正
体
は
武
家
身
分
の
舞
台
芸
術
家
だ
っ
た
。

そ
ん
な
人
物
を
招
聘
し
た
蔦
重
の
戦
略
と
失
敗
と
は
？

key person

〜
写
楽
の
絵
の
変
遷
〜

第一期 寛政6年5月第二期 寛政6年7月・8月 写
楽
の
作
風
は
10
カ
月
で
四
期
に
分
類
さ
れ
る
。

代
名
詞
の「
大
首
絵
」度
肝
を
抜
い
た
第
一
期
。
だ
が
月
を
経
る
ご
と
に

作
風
は「
大
人
し
く
」な
り
、
末
期
で
は
力
強
さ
そ
の
も
の
が
拭
い
去
ら
れ
て
い
く
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載
さ
れ
て
い
る
。
明
ら
か
に
「
第
二
弾
が

始
ま
り
ま
す
」
と
、
写
楽
自
身
が
語
っ
て

い
る
の
だ
。
言
葉
通
り
に
第
二
期
が
始
ま

る
。
だ
が
「
東
洲
斎
写
楽
」
と
し
て
の
活

動
は
、「
斎
藤
十
郎
兵
衛
」
の
望
ん
だ
も
の

で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

役
者
の
内
面
を
デ
フ
ォ
ル
メ
し
た
描
写

は
美
男
美
女
を
旨
と
す
る
役
者
絵
と
し
て

は
異
端
で
あ
り
、「
あ
ら
ぬ
さ
ま
」
に
描
い

た
と
し
て
同
業
者
や
役
者
の
非
難
を
受
け

て
い
さ
さ
か
の
軌
道
修
正
を
迫
ら
れ
る
。

さ
ら
に
十
カ
月
で
総
勢
一
五
〇
も
の
製
作

は
、
舞
台
俳
優
の
観
点
か
ら
歌
舞
伎
を
鑑

賞
す
る
斎
藤
十
郎
兵
衛
に
「
モ
チ
ー
フ
取

材
」
の
時
間
的
余
裕
を
奪
っ
た
。
芝
居
好

き
の
十
郎
兵
衛
は
絵
そ
の
も
の
へ
の
興
味

を
失
っ
た
。
か
く
て
写
楽
は
時
代
の
波
に

消
え
て
い
っ
た
。

『三代目市川八蔵』（右）と
『初代中山富三郎』（左）
それぞれ禿（かむろ）に扮し、獅子舞を
演じる。禿とは遊女の身の回りの世話
をする見習い遊女で、切り下げ頭。

小型の画面に役者の役名とともに絵を
描く「間判」を描く。また、江戸で評判
だった、7歳にして体重70㎏の少年力
士「大童山」や武者絵など役者以外のモ
チーフも以降はみられるように。

第三期の頃から、写楽作品には他作品の模倣、あるいは既存の自作品の
安直なアレンジが見受けられるようになる。一説によれば蔦屋による大
量発注に応えるため、あるいは「斎藤十郎兵衛」自身が、創作に追われ版
元の要求を呑んでいく中で浮世絵制作への興味を失ったからともいう。
寛政7年正月、「写楽」は約12点の作品を発表し、以降の消息は不明。

メトロポリタン美術館所蔵

『三代目坂東彦三郎の工藤』
『三代目沢村宗十郎の十郎、』『二代目坂東三津五郎の五郎』
都座の芝居「江戸砂子慶曽我」（えどすなごきちれいそが）に題材をとった
2枚の役者絵。曽我十郎が、仇と狙う工藤祐経と対決する場面。緊迫し
た場面のはずが、人物構図、あるいは輪郭線ともども力強さに欠ける。
東京国立博物館所蔵 
出典：ColBase（https://colbase.nich.go.jp/）

第三期 寛政6年11月・閏11月第四期 寛政7年正月

篠塚浦右衛門の
都座口上図 
しのづかうらうえもんのみやこざこうじょうず

老成した役者が、新たな
芝居の口上を読み上げる
場面。紙の裏に透ける文
字には「口上　これより
二番目新版似顔絵御覧に
入れ奉り候」とあり、写
楽による「第2弾」が始ま
る期待感をあおる。
寛政6年（1794）　
東京国立博物館所蔵　出典：ColBase
（https://colbase.nich.go.jp/）
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江
戸
っ
子
を
沸
か
せ
た
編
集
者 

そ
の
命
を
奪
っ
た「
江
戸
患
い
」

　

政
治
改
革
に
よ
る
弾
圧
で
大
打
撃
を
受

け
た
蔦
重
。
起
死
回
生
を
図
り
謎
の
新
人

絵
師
・
東
洲
斎
写
楽
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
さ

れ
た
。
だ
が
独
特
す
ぎ
る
作
風
が
江
戸
っ

子
に
は
ウ
ケ
ず
、
演
劇
好
き
の
自
由
人
の

感
性
は
出
版
業
界
の
慣
習
と
馬
が
合
わ
ず
、

謎
の
絵
師
は
謎
の
ま
ま
で
姿
を
消
す
。
そ

し
て
蔦
重
自
身
の
肉
体
も
、
江
戸
独
特
の

食
生
活
に
よ
っ
て
蝕
ま
れ
て
い
く
。

　

日
本
人
の
主
食
と
い
え
ば
米
だ
。
だ
が

温
暖
な
気
候
と
豊
か
な
水
が
必
要
な
稲
は

栽
培
が
難
し
く
、
庶
民
の
大
半
は
雑
穀
、

あ
る
い
は
米
で
あ
っ
て
も
充
分
に
精
白
さ

れ
て
い
な
い
「
玄
米
」
を
主
食
と
し
て
い

た
。
雑
穀
や
穀
物
の
糠
に
は
ビ
タ
ミ
ン
が

豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
宮
沢

賢
治
の
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
に
も
あ
る
よ

う
に
、
大
量
の
穀
物
と
野
菜
と
味
噌
さ
え

摂
取
す
れ
ば
あ
る
程
度
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス

は
と
れ
て
い
た
。
だ
が
江
戸
時
代
中
期
以

降
、
水
車
を
利
用
し
た
米
の
精
白
法
が
広

ま
り
、
白
米
が
安
価
に
な
る
。
糠
を
失
っ

た
白
米
は
ビ
タ
ミ
ン
に
欠
け
る
が
、
炊
き

や
す
く
味
が
良
い
。
江
戸
で
は
白
米
食
が

流
行
す
る
と
と
も
に
、
ビ
タ
ミ
ン
不
足
に

よ
る
脚
気
が
大
流
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

だ
が
「
ビ
タ
ミ
ン
」
の
概
念
の
な
い
当
時
、

病
の
原
因
は
わ
か
ら
な
い
ま
ま
「
江
戸
患

い
」
と
呼
ば
れ
恐
れ
ら
れ
た
。
そ
し
て
江

戸
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
蔦
屋
重
三
郎
そ

の
人
も
、
こ
の
病
に
罹
患
し
た
。

　

そ
ん
な
折
の
寛
政
九
年（
１
７
９
７
）、

蔦
重
は
「
蔦
唐
丸
」
の
筆
名
で
自
筆
の
黄

表
紙
を
出
版
し
て
い
る
。
題
し
て
『
身
体

開
帳
略
縁
起
』。
御
開
帳
と
は
日
ご
ろ
寺

院
の
奥
深
く
に
祀
ら
れ
る
秘
仏
を
一
般
公

開
す
る
催
し
。
自
身
が
健
康
を
害
し
て
い

る
時
期
に
、「
身
体
の
開
帳
」
と
は
何
と
も

攻
め
た
タ
イ
ト
ル
だ
。
な
お
巻
末
に
は
、

従
者
を
従
え
年
始
回
り
に
出
る
自
身
の
自

画
像
を
載
せ
て
い
る
。
蔦
屋
重
三
郎
を
描

い
た
貴
重
な
絵
画
資
料
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
蔦
重
の
病
は
悪
化
の
一
途
を

た
ど
り
同
年
五
月
六
日
、
死
を
予
感
し
た

彼
は
「
午
の
刻（
正
午
）に
は
死
ぬ
だ
ろ

う
」
と
予
言
し
た
。
だ
が
昼
過
ぎ
に
な
っ

て
も
死
な
ず
、
自
身
で
「
人
生
の
幕
引
き

を
告
げ
る
拍
子
木
が
鳴
ら
な
い
、
遅
い
で

は
な
い
か
」
と
笑
っ
た
。
結
局
は
そ
れ
が

最
期
の
言
葉
と
な
り
、
同
日
の
夕
刻
に
他

界
し
た
。
享
年
四
十
八
。

　

蔦
屋
重
三
郎
亡
き
後
、
財
産
は
番
頭
が

引
き
継
い
で
そ
の
後
は
四
代
続
い
た
が
、

か
つ
て
の
隆
盛
を
取
り
戻
す
こ
と
は
な
か

っ
た
。
生
前
の
重
三
郎
を
知
る
作
家
の
一

人
、
曲
亭
馬
琴
は
「
蔦
屋
は
風
流
も
学
問

も
無
い
が
、
才
は
人
に
優
れ
人
に
愛
さ
れ
、

刊
行
の
冊
子
は
時
流
に
好
か
れ
た
」
と
記

し
て
い
る
。
蔦
屋
は
早
す
ぎ
た
天
才
故
、

そ
の
才
を
継
ぐ
者
は
な
か
っ
た
。

1797年

寛政9年

『
身
体
開
帳
略
縁
起
』

江
戸
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
名
編
集
者
・
蔦
屋
重
三
郎
。
幕
府
の
弾
圧
を
乗
り
こ
え
つ
つ
も

浮
世
絵
に
活
路
を
求
め
新
人
を
発
掘
し
た
。
だ
が
江
戸
の
食
文
化
が
、
彼
の
健
康
を
蝕
ん
で
い
く
。

最
後
の
自
作
黄
表
紙
と
巨
星
の
死

正法寺
蔦屋重三郎の墓所がある
東京都台東区東浅草の寺
院。宗派は日蓮宗。本能
寺の変があった天正10年
（1582）の開山。平成時代
にビル型に新築され、現
在では蔦屋重三郎関連書
籍の閲覧コーナーもある。

KEYWORD

ビタミンB1不足が原因の病。足が
むくみ、重症化すれば心臓機能が低
下して死に至る。古くから白米を多
食した上流階級に流行し、江戸期に
は白米食を好んだ江戸庶民にも広ま
る。原因がわからず恐れられていた。

脚気 かっけ

蔦屋重三郎と同時期に活躍した版元。
蔦屋が庶民文化を担ったのに対し、
須原屋は武家対象の学問書を出版し
た。オランダの医学書を翻訳した杉
田玄白の『解体新書』を出版したのは
分家の須原屋市兵衛である。

須原屋茂兵衛 すはらやもへえ

撮影／上永哲矢
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『身体開帳略縁起』 
しんたいかいちょうりゃくえんぎ

「蔦唐丸」の筆名で蔦屋重三郎自
身が書いた黄表紙。挿し絵は北尾
重政。「買帳　本尊家業如来」の扉
で始まる本はラストページで蔦屋
自身が「人材がいないので、私が
自ら書きました」としゃれる。自ら書ら書ききました」とた」としゃれしゃれ
蔦唐丸自作 北尾重政画 寛政9年（1797）
国立国会図書館所蔵

惜
し
ま
れ
る
天
才
の
早
世

最
期
の
黄
表
紙
で
の
挨
拶
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美
人
画
に
長
け
た
浮
世
絵
師
は 

南
北
朝
の
名
門
武
士
の
裔

　

北
尾
重
政（
１
７
３
９
〜
１
８
２
０
）

俗
名
は
北
尾
佐
助
。
南
北
朝
か
ら
戦
国
期

初
め
に
活
躍
し
た
武
家
、
北
畠
氏
の
末
裔
、

と
の
説
も
あ
る
。

　

お
江
戸
は
小
伝
馬
町
の
書
店
の
息
子
と

し
て
生
ま
れ
た
彼
は
環
境
に
恵
ま
れ
た

僥ぎ
ょ
う
こ
う
倖
か
、
と
く
に
師
に
つ
く
事
も
な
く
独

自
の
画
風
を
編
み
出
し
て
い
た
。
長
じ
る

と
父
の
書
店
を
弟
に
任
せ
、
自
身
は
浮
世

絵
師
と
し
て
独
り
立
ち
す
る
。

　

さ
て
北
尾
重
政
の
デ
ビ
ュ
ー
期
は
、
ち

ょ
う
ど『
吉
原
細
見
』の
刊
行
で
頭
を
も

た
げ
て
き
た
蔦
屋
重
三
郎
が
事
業
を
展
開

す
る
時
期
で
も
あ
る
。
安
永
五
年（
１
７

７
６
）、
蔦
重
は
日
本
橋
の
地
本
問
屋
・

山
本
金
兵
衛
と
の
共
同
事
業
に
よ
り『
青

楼
閣
美
人
合
姿
鏡
』を
出
版
す
る
。
吉
原

花
魁
の
四
季
折
々
の
美
し
き
姿
を
花
鳥
風

月
と
と
も
に
描
く
錦
絵
本
、
作
画
は
北
尾

重
政
と
勝
川
春
章
で
、
の
ち
に「
日
本
印

刷
史
上
に
残
る
美
麗
な
傑
作
」と
称
さ
れ

『青楼美人合姿鏡』
せいろうびじんあわせすがたかがみ

遊女たちの春夏秋冬のありさ
まを描いた豪華本。遊女が集
まることで生まれる美の空間。
演じられる和歌や茶の湯、生
け花に香道は日本が室町期か
ら戦国期、江戸に至るまで育
んだ美の集大成といえよう。
北尾重政・勝川春章作
安永5年（1776）
東京国立博物館所蔵　
出典：ColBase（https://colbase.nich.go.jp/）

北
尾
重
政

蔦
屋
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク『
吉
原
細
見
』で
世
に
出
た
蔦
重
。

教
養
に
長
け
た
浮
世
絵
師
が
北
尾
重
政
。

タ
ッ
グ
を
組
ん
で
描
か
れ
た
江
戸
の「
み
や
び
」と
は
？

key person

春
夏
秋
冬　

花
鳥
風
月

都
に
並
ぶ
吉
原
の「
み
や
び
」
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る
。
上
中
下
の
三
巻
で
春
夏
秋
冬
、
並
び

に
員
外
の
遊
女
一
六
四
人
を
登
場
さ
せ
、

彼
女
ら
が
詠
ん
だ
俳
諧
を
載
せ
る
。「
松
葉

屋
」「
角
玉
屋
」な
ど
遊
女
屋
は
障
子
を
あ

け
放
ち
見
通
し
の
良
い
中
で
遊
女
が
手
紙

を
書
き
琴
を
弾
じ
、
双す
ご
ろ
く六
に
興
じ
る
。
棚

に
は『
源
氏
物
語
』の
注
釈
書
と
平
安
文

学
の
解
釈
に
余
念
が
な
い
。
夏
に
は
金
魚

を
眺
め
ユ
リ
を
活
け
、
秋
に
は
月
を
眺
め
、

冬
に
は
雪
を
眺
め
つ
つ
炬
燵
に
あ
た
り
、

香
を
聞
く
。
春
夏
秋
冬
に
俳
諧
の
遊
び
は

い
に
し
え
の
都
の
貴
人
そ
の
ま
ま
、
蔦
屋

重
三
郎
は
北
尾
重
政
の
手
腕
を
持
っ
て
、

都
の
み
や
び
を
お
江
戸
に
再
現
し
た
の
だ
。

　

重
政
は
「
書
画
」
に
長
け
て
い
た
。
書

家
と
し
て
、
幟
の
ぼ
りに
篆
書
や
隷
書
の
筆
を
振

る
っ
た
。
さ
ら
に
俳
人
と
し
て
も
活
躍
し

て
い
る
。
だ
が
本
領
は
画
才
で
あ
り
、
浮

世
絵
以
外
に
草
双
紙
の
挿
絵
を
担
当
す
る

な
ど
し
て
、
天
明
期
を
代
表
す
る
浮
世
絵

師
と
し
て
活
躍
し
た
。

　

だ
が
「
本
屋
の
息
子
」
故
か
、
浮
世
絵

師
と
し
て
名
声
を
得
た
後
も
蔦
屋
の
刊
行

物
の
挿
絵
を
後
年
ま
で
も
担
当
し
て
い
る
。

手
が
け
た
絵
本
は
六
十
点
を
超
え
、
黄
表

紙
挿
絵
は
一
〇
〇
点
以
上
あ
る
と
い
わ
れ

る
。
さ
ら
に
は
若
年
時
代
の
喜
多
川
歌
麿

の
面
倒
を
見
る
な
ど
し
て
、
蔦
重
の
、
そ

し
て
江
戸
文
化
の
隆
盛
に
大
い
に
貢
献
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

KEYWORD

安永から文化年間の初期までの約30年間、江
戸で流行した絵本。子どもの読みものだった
「草双紙」とは一線を画し、知的な笑いを求め
る大人の読み物である。ときには政治批判も
込められたため、弾圧の対象にもなった。

黄表紙 きびょうし

山東京伝が文を、北尾重政が画を担当した寛
政2年（1790）の黄表紙「心学早染草」に登場す
るキャラクター。「善玉・悪玉」の概念は江戸期
を通じて絵本に登場し、現在でも「善玉コレ
ステロール」などとして親しまれる。

善玉・悪玉 ぜんだま・あくだま

室町時代の後期、京都は東山の地に別邸を立
てた室町幕府8代将軍、足利義政の時代に確
立された文化。書院造の建築、茶の湯、生け花、
香道、能など、江戸期の武家社会で尊ばれた
「高尚な文化」はこの流れである。

東山文化 ひがしやまぶんか

『四遍搨心学草帋』 しへんずりしんがくそうし

寛政8年（1796）、「里見八犬伝」の作者である曲亭馬琴
による黄表紙。画は北尾重政が担当した。人生や世間
のさまざまな場面に「善玉」「悪玉」キャラクターを登
場させ、教訓も込めて描いた作品。
曲亭馬琴作 北尾重政画
寛政8年（1796）
国立国会図書館所蔵

093 蔦屋重三郎とお江戸“出版”カルチャー



蔦
屋
重
三
郎
が
蒔
い
た
種
は 

「
化
政
文
化
」と
し
て
開
花
し
た

　

令
和
の
現
代
は
便
利
な
時
代
で
あ
る
。

誰
も
が
自
由
に
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
言

で
き
る
。
音
楽
な
り
漫
画
な
り
の
才
能
が

あ
れ
ば
ネ
ッ
ト
配
信
を
し
て
バ
ズ
れ
る
。

だ
が
ネ
ッ
ト
以
前
、
一
般
人
の
立
場
で
意

見
を
述
べ
ら
れ
る
場
と
い
え
ば
新
聞
の
投

書
欄
、
ラ
ジ
オ
の
お
葉
書
コ
ー
ナ
ー
程
度
。

小
説
や
漫
画
の
新
人
賞
な
ど
文
字
通
り
の

狭
き
門
、
ま
し
て
や
電
話
は
お
ろ
か
通
信

手
段
も
な
く
、
民
衆
の
識
字
率
も
低
か
っ

た
江
戸
期
。
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
の
才
能
を

芽
生
え
さ
せ
る
こ
と
も
な
く
朽
ち
た
不
遇

の
士
は
多
か
ろ
う
。

　

そ
ん
な
江
戸
期
を
生
き
た
蔦
屋
重
三
郎
。

「
江
戸
市
中
の
み
」
と
い
う
制
約
こ
そ
あ

れ
、
吉
原
細
見
の
執
筆
で
培
っ
た
取
材
力

を
も
と
に
民
衆
の
好
み
を
分
析
し
、
パ
ロ

デ
ィ
和
歌
と
も
い
え
る
「
狂
歌
」
の
会
か

ら
は
才
能
を
胸
中
に
た
ぎ
ら
せ
る
人
士
を

発
掘
し
て
一
堂
に
集
め
た
。
才
能
あ
る
者

は
才
能
あ
る
者
に
魅
か
れ
、
あ
る
い
は
嫉

妬
し
あ
う
。
そ
の
切
磋
琢
磨
か
ら
、
ま
た

新
た
な
才
能
が
生
ま
れ
て
い
く
。

　

蔦
屋
重
三
郎
が
没
し
て
か
ら
二
十
年
ほ

ど
後
の
江
戸
は
浮
世
絵
、
滑
稽
本
、
歌
舞

伎
、
あ
る
い
は
落
語
と
、「
い
わ
ゆ
る
江
戸

文
化
」
が
隆
盛
を
極
め
る
。
当
時
の
元
号

1798年

寛政10年

蔦
重
以
降
の
江
戸
文
化

幕
府
の
文
化
弾
圧
に
あ
ら
が
え
ぬ
ま
ま
失
意
の
う
ち
に
没
し
た
蔦
屋
重
三
郎
。

だ
が
彼
が
蒔
い
た
種
は
数
十
年
後
に
開
花
し
た
。
そ
れ
は
今
日
の「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」の
起
源
だ
っ
た
。

名
プ
ロ
デ
ュー
サ
ー
が
去
っ
た
後

浅草庵 作、葛飾北斎画 享和2年（1802）
国立国会図書館所蔵
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「
文
化
」「
文
政
」
に
ち
な
ん
で
「
化
政

文
化
」
と
呼
ば
れ
る
江
戸
時
代
後
期
の
江

戸
庶
民
文
化
。
そ
の
担
い
手
で
あ
る
浮
世

絵
師
の
葛
飾
北
斎
、
読
本
作
家
の
曲
亭
馬

琴
、
滑
稽
本
作
者
の
十
返
舎
一
九
…
…
、

い
ず
れ
も
若
き
日
に
蔦
重
の
元
で
寝
食
を

と
も
に
し
た
者
た
ち
で
あ
る
。
蔦
重
の
才

能
は
、
彼
の
死
後
数
十
年
後
に
大
き
く
開

花
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。

　

こ
の
の
ち
も
歌
川
豊
国
、
歌
川
広
重
、

歌
川
国
芳
に
月
岡
芳
年
と
高
名
な
浮
世
絵

師
が
輩
出
さ
れ
、
や
が
て
彼
ら
の
作
品
は

幕
末
の
日
本
開
国
を
も
っ
て
世
界
に
も
知

ら
れ
た
。
欧
米
各
国
は
「
東
洋
の
神
秘
」

に
心
打
た
れ
、
ゴ
ッ
ホ
や
モ
ネ
ほ
か
欧
米

の
芸
術
家
の
心
を
捉
え
た
。

　

蔦
屋
重
三
郎
は
、
今
に
至
る
「
ク
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
」
の
牽
引
役
だ
っ
た
の
だ
。

『二代目坂東三津五郎と
初代中山富三郎』
にだいめばんどうみつごろうとしょだいなかやまとみざぶろう

『画本東都遊』 えほんあずまあそび

『江戸名所百人美女　
新吉原満花』 
えどめいしょひゃくにんびじょ　しんよしわらまんか

歌川豊国（1769～1825）による浮世絵。豊国は
写楽が姿を消した翌年頃から「大首絵」の制作に
取り組み、役者絵において不動の地位を獲得し
た。上作品は写楽の第2期の面影がある。

春たけなわ、桜が満開の新吉原。『画本東都遊』は当時のお江戸のガイドブックとして、蔦
重死後の享和2年（1802）に発行された。同書には「耕書堂」も載っている。

歌川国貞（1786～1865）は歌川豊国の門人。20
代で美人画、役者絵を発表し第一線に躍り出る。
80歳近い生涯での作品数は1万点以上ともされ
る。上記作品は、晩年の1857年の作品。

歌川豊国筆 18世紀
東京国立博物館所蔵　出典：ColBase（https://colbase.nich.go.jp/）

豊国（歌川国貞）、豊久著 安政4年（1857）
国立国会図書館所蔵
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十
返
舎
一
九

『
東
海
道
膝
栗
毛
』で
一
世
を
風
靡
し
た
滑
稽
本
作
家
・
十
返
舎
一
九
。

彼
も
蔦
重
の
元
で
長
年
の
下
積
み
を
積
ん
だ
の
ち
に
才
能
を

開
花
さ
せ
た
。
彼
の
強
み
は
観
察
眼
、
時
代
を
見
る
目
だ
っ
た
。

key person

「
弥
次
さ
ん
」「
喜
多
さ
ん
」 

そ
の
産
み
の
親
は
蔦
重
の
弟
子

　

弥
次
郎
兵
衛
と
喜
多
八
の
二
人
連
れ
が

江
戸
を
発
ち
東
海
道
を
西
へ
。
道
中
の
ド

タ
バ
タ
失
敗
談
を
盛
り
込
ん
だ
滑
稽
話

「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」
の
作
者
は
、
日
本

最
初
の
職
業
作
家
と
も
称
さ
れ
る
十
返
舎

一
九
。 

彼
も
蔦
重
の
関
係
者
で
あ
っ
た
。

　

駿
河
国
で
武
士
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た

彼
は
江
戸
や
大
坂
で
武
家
奉
公
し
、
材
木

商
に
婿
入
り
す
る
も
離
縁
。
そ
の
後
、
大

坂
で
香
道
や
絵
を
学
び
、
寛
政
六
年（
１

７
９
４
）、
三
十
歳
の
折
に
江
戸
に
も
ど

っ
て
蔦
屋
に
寄
宿
し
、
山
東
京
伝
の
滑
稽

本
『
初は
つ
や
く役
金こ
が
ね
の
え
ぼ
し
う
お

烏
帽
子
魚
』
の
挿
絵
を
担
当

し
て
い
る
。
翌
年
に
は
蔦
重
の
元
『
心
学

時
計
草
』
な
ど
黄
表
紙
を
出
版
す
る
が
、

文
名
は
な
か
な
か
挙
が
ら
な
か
っ
た
。

　

だ
が
蔦
屋
重
三
郎
死
後
の
享
和
二
年

（
１
８
０
２
）に
出
版
し
た
『
東
海
道
中

膝
栗
毛
』
が
思
わ
ぬ
ヒ
ッ
ト
、
初
版
は
江

戸
か
ら
箱
根
ま
で
の
路
程
の
み
だ
が
以
降

毎
年
続
編
を
重
ね
、
文
化
六
年（
１
８
０

９
）の
大
坂
見
物
篇
の
刊
行
を
見
て
完
結

と
な
る
。
以
降
も
取
材
と
著
作
を
重
ね
、

弥
次
喜
多
は
讃
岐
の
金こ
ん
ぴ
ら
毘
羅
参
り
に
木
曽

道
中
を
堪
能
す
る
。
一
九
は
教
養
や
観
察

眼
の
不
備
を
自
覚
し
、
代
わ
り
に
大
衆
の

好
み
を
読
ん
で
創
作
に
生
か
し
た
。

　

一
九
は
天
保
二
年（
１
８
３
１
）、
六

十
七
歳
で
没
し
た
。
辞
世
の
句
に
曰
く

こ
の
世
を
ば　

ど
り
ゃ
お
暇
に
線
香
の　

煙
と
共
に　

灰
左
様
な
ら

『東海道中膝栗毛』
お江戸は神田八丁堀の住人・弥次郎兵衛と喜多八が伊勢参りへ。続編では讃岐、そして信州から上州草津
の温泉を楽しみ江戸へと帰還。「膝栗毛」とは、「膝」を「栗毛の駒」のように用いる徒歩旅行のこと。
文化年間（1804-1818）
東京都立図書館所蔵

十返舎一九
本名は重田貞一。駿河
国の武家の生まれで幼
名は市九。筆名の「十
返舎」は香道で用いら
れる、「十回焚いても薫
りが失われない」上等
な香木・黄熟香にちな
む。一九自身、若き日
には香道の師匠をめざ
していた。
『肖像』2之巻
［野村］文紹著
国立国会図書館所蔵
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曲
亭
馬
琴

『
源
氏
物
語
』に
並
ぶ
日
本
の
古
典
長
編
小
説『
南
総
里

見
八
犬
伝
』の
筆
者
・
曲
亭
馬
琴
。
彼
の
活
躍
は
蔦
重
の

人
脈
、
そ
し
て
取
り
持
っ
た
縁
結
び
ゆ
え
だ
っ
た
？

key person

（
滝
沢
）

江
戸
時
代
最
高
の
長
編
小
説 

蔦
屋
の
縁
結
び
が
作
者
を
支
え
た

　
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
の
作
者
と
し
て

著
名
な
滝
沢
馬
琴
は
明
和
四
年（
１
７
６

７
）、
江
戸
の
深
川
で
武
家
用
人
・
滝
沢

興
義
の
子
と
し
て
生
ま
れ
る
が
幼
く
し
て

父
を
失
い
、
武
家
に
奉
公
す
る
も
自
身
の

尊
大
さ
ゆ
え
に
長
続
き
し
な
か
っ
た
。

　

や
が
て
二
十
四
歳
の
馬
琴
は
戯
作
者
と

し
て
著
名
な
山
東
京
伝
の
元
に
押
し
か
け

同
然
で
弟
子
入
り
し
、
二
年
後
に
は
京
伝

の
紹
介
で
蔦
屋
に
入
る
。
名
目
は
使
用
人

だ
っ
た
が
読
書
を
重
ね
戯
作
を
書
い
た
。

や
が
て
馬
琴
二
十
七
歳
の
折
、
蔦
重
は
元

飯
田
町
の
履
物
屋
の
娘
・
お
百
と
の
縁
談

を
持
ち
込
む
。
武
家
身
分
に
こ
だ
わ
る
馬

琴
は
悩
み
つ
つ
も
話
を
受
け
た
。
結
婚
後

も
「
滝
沢
」
の
姓
を
押
し
通
し
た
馬
琴
だ

っ
た
が
商
家
へ
の
婿
入
り
で
生
活
が
安
定

し
、
同
時
に
創
作
意
欲
も
増
し
た
。『
南

総
里
見
八
犬
伝
』『
椿
説
弓
張
月
』
な
ど

名
だ
た
る
作
品
群
は
、
馬
琴
自
身
の
学
識

と
文
才
に
加
え
、
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
役
の
蔦

重
の
存
在
な
し
に
は
あ
り
得
な
い
。

　

尊
大
で
偏
屈
者
の
馬
琴
は
来
客
を
嫌
が

り
、
交
友
関
係
は
狭
か
っ
た
。
さ
ら
に
妻

の
お
百
は
愚
痴
ま
み
れ
、
息
子
で
医
者
の

宗
伯
は
虚
弱
体
質
で
父
よ
り
先
に
死
去
し

た
。
四
十
八
歳
で
執
筆
開
始
し
た
『
八
犬

伝
』
が
未
完
の
六
十
五
歳
頃
か
ら
馬
琴
は

目
を
病
み
、
や
が
て
失
明
す
る
。
だ
が
宗

伯
の
妻
・
お
路
が
口
述
筆
記
を
担
当
し
、

天
保
十
三
年（
１
８
４
２
）に
完
結
し
た
。

『南総里見八犬伝』
「八犬伝」は挿し絵込みで読本化されたが、前もって馬琴自身が「下絵」を描いて絵師に提出した。上の図
は文政3年刊第四編の下絵。犬塚信乃の人相書きを掲げる小文吾。柳川重信が正規の挿絵を描いた。
文政3年（1820）
東京都立図書館所蔵

曲亭馬琴
武家出身で本名は滝沢興邦。筆名の「曲亭」は史書「漢
書」にある山の名、「馬琴」は小野篁の「索婦詞」より「馬
卿にあらずして琴弾くとも能はじ」に由来するという。
『肖像及伝記（尋常中学科講義録）』　国立国会図書館所蔵
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浅
間
の
噴
火
と

天
明
飢
饉

蔦
重
が
生
き
た
江
戸
時
代
、
泰
平
の
世
で
あ
り
な
が
ら
、

人
々
は
別
の
脅
威
に
怯
え
、
戦
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
自
然
災
害
で
あ
る
。

田
沼
意
次
の
失
脚
に
も
つ
な
が
っ
た
と
い
う
、
そ
の
大
規
模
災
害
を
考
え
る
。

蔦
重
の
時
代
に
起
き
て
い
た
天
災

浅間山
荒々しい山肌は、江戸時代の鬼押出し
溶岩流の跡。鬼押出し・浅間園として
整備されている。大自然の恵みを享受
して生きている以上、人々はその恐ろ
しさにも直面しなくてはならない。

文
／
上
永
哲
矢

　
撮
影
／
遠
藤 

純（
一
部
）
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武
田
家
を
も
滅
亡
さ
せ
た 

浅
間
山
噴
火
が
再
び
…
…

　

火
山
国
の
宿
命
と
い
う
べ
き
か
、
江
戸

時
代
の
日
本
は
い
く
つ
か
大
き
い
噴
火
に

見
舞
わ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
宝
永
四
年

（
１
７
０
７
）の
富
士
の
噴
火
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
い
ま
も
宝
永
山
と
呼
ば
れ

る
富
士
山
の
肩
に
あ
る
瘤こ
ぶ

は
、
そ
の
と
き

に
で
き
た
も
の
だ
。

　

長
野
県
と
群
馬
県
の
境
に
位
置
す
る
浅

間
山
の
噴
火
歴
も
古
く
回
数
が
多
い
。
七

世
紀
か
ら
噴
火
の
記
録
が
あ
り
、
戦
国
時

代
の
天
正
十
年（
１
５
８
２
）に
起
き
た

噴
火
は
織
田
信
長
の
軍
勢
が
武
田
領
へ
の

侵
攻（
甲
州
征
伐
）を
開
始
し
て
ま
も
な

い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
。
武
田
領
国
内
の

国く
に
し
ゅ
う
衆
や
領
民
は
武
田
勝
頼
が
天
か
ら
見
放

さ
れ
た
と
考
え
た
。
こ
の
噴
火
の
日
を
境

に
武
田
領
国
の
諸
城
は
次
々
と
陥
落
し
、

武
田
氏
滅
亡
の
要
因
に
な
っ
た
ほ
ど
で
あ

る
。
そ
し
て
「
天
明
の
浅
間
焼
け
」
と
呼

ば
れ
る
江
戸
時
代
の
浅
間
山
噴
火
は
そ
れ

か
ら
お
よ
そ
百
年
が
経
っ
た
天
明
三
年

（
１
７
８
３
）四
月
に
発
生
し
た
。

　

四
月
の
最
初
の
噴
火
は
一
度
は
鎮
ま
っ

た
が
、
五
月
二
十
六
日
に
本
格
的
な
爆
発
。

前
月
よ
り
は
る
か
に
大
規
模
で
、
地
震
の

よ
う
な
鳴
動
と
と
も
に
天
に
も
届
く
か
の

よ
う
な
噴
煙
が
あ
が
っ
た
。
火
山
灰
が
広

く
東
方
に
流
れ
て
降
下
し
、
草
木
は
白
く

な
り
、
馬
や
蚕
か
い
この

エ
サ
に
も
影
響
し
た
。

続
い
て
六
月
十
八
日
と
二
十
八
日
に
も
大

爆
発
が
起
こ
り
「
大
地
が
鳴
動
し
、
山
の

中
か
ら
赤
い
雷
が
し
き
り
に
走
り
出
た
。

身
の
毛
も
よ
だ
つ
ほ
ど
の
恐
ろ
し
さ
で
、

人
々
は
冷
汗
を
流
し
気
絶
せ
ん
ば
か
り
で

あ
っ
た
」
と
伝
え
る
人
々
の
手
記
が
あ
る
。

そ
し
て
七
月
、
噴
火
は
い
よ
い
よ
本
格
化
。

噴
火
口
か
ら
灼
熱
し
た
溶
岩
が
浅
間
山
の

北
側
の
火
口
壁
を
越
え
て
流
れ
出
し
、
山

体
東
北
側
の
地
表
を
覆
う
。
現
在
も
山
肌

を
覆
う
「
吾
妻
火
砕
流
」
が
発
生
。
八
日

の
大
爆
発
で
は
高
さ
数
百
丈（
約
一
五
〇

〇
〜
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）に
も
及
ぶ
か

と
思
わ
れ
る
火
煙
を
噴
き
上
げ
、
火
口
か

ら
噴
き
出
た
多
量
の
火
砕
流（
鎌か
ん
ば
ら原
火か
さ
い砕

流り
ゅ
う）が
北
側
の
急
斜
面
を
滑
り
お
ち
、
利

根
川
の
支
流
の
吾
妻
川
ま
で
な
だ
れ
落
ち

る
。
さ
ら
に
約
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
北
に

あ
る
鎌
原
村
を
吞
み
込
ん
だ
。
こ
の
被
害

で
人
口
の
八
割
に
お
よ
ぶ
四
六
六
名
が
行

方
知
れ
ず
、
馬
も
二
百
頭
の
う
ち
一
七
〇

頭
が
や
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
直
接
的
な
被

害
の
ほ
か
、
煙
が
偏
西
風
に
流
さ
れ
て
関

東
一
円
に
達
し
、
三
日
も
の
間
、
日
中
か

ら
火
山
灰
の
た
め
に
真
っ
暗
に
。
上
州
・

武
州
の
家
々
で
は
昼
間
か
ら
灯
火
を
と
も

し
、
ま
た
埼
玉
県
深
谷
宿
で
は
外
出
す
る

に
も
提
灯
を
持
ち
、
声
を
か
け
あ
い
な
が

ら
歩
い
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。

大
規
模
な
噴
火
が
次
の
災
害
、 

飢
饉
や
打
ち
こ
わ
し
を
起
こ
す

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
火
山
の
噴
火
で
引

き
起
こ
さ
れ
る
の
が
冷
害
と
そ
れ
に
伴
う

飢
饉
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
三
十
五
回

の
飢
饉
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
な
か

で
も
「
江
戸
時
代
の
三
大
飢
饉
」（
享
保
・

天
明
・
天
保
）が
と
く
に
大
き
か
っ
た
と

さ
れ
る
。
こ
と
に
天
明
の
飢
饉
は
浅
間
山

の
噴
火
と
大
き
な
関
わ
り
が
あ
っ
た
。

　

田
沼
意
次
の
あ
と
に
老
中
の
座
を
継
い

だ
松
平
定
信
は
「
天
明
午う
ま
の
と
し
、
諸
国

人
別
改
ら
れ
し
に
、
ま
え
の
子ね

の
と
し
よ

『天明三年浅間山大焼画図』
天明の噴火を目の当たりにした人々の伝聞をも
とにその様子を記したもの。7月8日の午前10
時頃に始まった爆発は最大の規模だったとされ、
土石流のような現象を生じ、鎌原村をはじめ多
くの集落を埋没させた（鎌原火砕流）。
18世紀　東京国立博物館所蔵　出典：ColBase（https://colbase.nich.go.jp/）
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『天明飢饉之図』
杉田玄白の『後見草』によると南
部・津軽では家を捨てて他郷に
流れでた者も、行く先々でも同
じ飢饉であるため、食を乞うて
も誰もくれる者がなかった。た
めに日に千人、二千人の餓死者
が出るありさまと綴っている。
福島県会津美里町教育委員会所蔵
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り
は
、
諸
国
に
て
百
四
十
万
人
減
じ
ぬ
。

こ
の
減
じ
た
る
人
み
な
死
う
せ
し
に
は
あ

ら
ず
、
只
帳
外
と
な
り
、
ま
た
は
出
家
山

伏
と
な
り
、
ま
た
は
無
宿
と
な
り
、
ま
た 

は
江
戸
へ
出
て
人
別
に
も
い
ら
ず
さ
ま
よ

い
あ
り
く
徒
と
は
成
り
に
け
る
」（『
宇う
げ
の下

人ひ
と
こ
と言
』）と
書
い
て
い
る
。
本
多
利
明
の 

『
経け
い
せ
い
ひ
さ
く

世
秘
策
』
に
は
天
明
三
年
か
ら
の
三

年
間
で
奥
州
の
餓
死
者
は
二
百
万
人
と
あ

り
、
数
字
で
も
江
戸
時
代
数
多
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
恐
ろ
し
い
の
が
人
災
で
あ
る
。

　

天
空
高
く
舞
い
上
が
っ
た
火
山
灰
の
せ

い
か
、
夏
で
あ
る
の
に
一
向
に
気
温
は
上

が
ら
ず
、
信
州
佐
久
あ
た
り
で
は
夏
の
土

用
と
い
う
の
に
炬
燵
に
入
る
日
が
た
び
た

び
あ
っ
た
。
凶
作
は
歴
然
で
米
価
高
騰
を

引
き
起
こ
し
た
。「
天
明
の
上
信
一
揆
」

は
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
起
こ
っ
た
。

上
野
の
安
中
藩
で
は
食
い
詰
め
て
こ
れ
に

抗
議
す
る
人
々
が
各
地
の
領
主
の
蔵
や
米

蔵
の
「
打
ち
こ
わ
し
」
を
行
な
う
。
そ
れ

が
信
濃
へ
も
広
が
り
、
金
品
や
衣
類
、
食

糧
を
強
奪
す
る
と
い
う
暴
力
的
な
騒
動
に

至
る
。
物
価
は
急
上
昇
し
、
世
情
は
騒
然

と
し
て
き
た
。
こ
れ
が
全
国
的
に
も
広
が

り
、
五
月
に
は
江
戸
で
も
打
ち
こ
わ
し
が

頻
発
し
た
ほ
か
京
・
大
坂
に
も
広
が
る
。

光
格
天
皇
は
困
窮
す
る
庶
民
の
訴
え
を
耳

に
挟
み
救
済
を
強
く
願
い
、
幕
府
に
対
応

を
要
請
。
幕
府
も
腰
を
上
げ
て
支
援
米
を

支
給
す
る
な
ど
の
対
策
を
と
っ
た
。

　

つ
い
に
は
噴
火
の
三
年
後
に
田
沼
意
次

が
失
脚
し
、
松
平
定
信
政
権
へ
と
移
り
変

わ
る
。
杉
田
玄
白
が
「
若
し
今
度
の
騒
動

な
く
ば
御
政
治
は
改
る
ま
じ
き
な
ど
申
す

人
も
侍
り
き
」（『
後
見
草
』）と
書
い
て

い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
天
明
の
浅
間
山
噴

火
の
火
山
灰
は
成
層
圏
ま
で
上
が
り
、
日

本
の
み
な
ら
ず
北
半
球
全
体
に
及
ん
だ
と

い
う
。
１
９
７
９
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
催
さ

れ
た
国
際
会
議
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
が

こ
の
冷
害
に
よ
る
飢
饉
で
引
き
起
こ
さ
れ

た
と
い
う
研
究
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
は
田
沼
を
失
脚
さ
せ
、
マ
リ
ー
・

ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
の
処
刑
ま
で
引
き
起
こ

し
た
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

寛永18年（1641） 寛永の飢饉

明暦3年（1657） 明暦の大火
 (振袖火事）

天和2年（1682） 八百屋お七の火事

元禄16年（1703） 元禄地震・津波発生

宝永4年（1707） 富士山の噴火

享保17年（1732） 享保の飢饉

宝暦5年（1755） 宝暦の飢饉

明和9年（1772） 明和の大火
 (目黒行人坂の大火）

天明2年（1782） 天明の飢饉

天明3年（1783） 浅間山の噴火

天明6年（1786） 関東大洪水

天保4年（1833） 天保の飢饉

弘化4年（1847） 善光寺地震

安政2年（1855） 安政江戸地震

安政5年（1858） コレラ流行

『天下一面鏡梅鉢』 てんかいちめんかがみのうめばち

「天明飢饉の碑」

江戸時代の主な災害

当時の情勢を黄表紙として発行した一冊。噴火で金銀が降る描写、打ちこわしをする人々を楽
しげな表情で描くなど、攻めた表現方法は絶版の憂き目にあったとも。その経緯もあって作中
には作者も版元も明示されないが、唐来参和作・蔦屋重三郎版と伝えられている。

福島県いわき市の常慶寺に
ある石碑。飢饉の悲惨さと
ともに小名浜の代官・蔭山
外記の救済策による功績を
伝える。浅間山噴火と同年
に岩木山（青森県）も噴火し
ていたため、東北はとくに
甚大な被害を受けた。

唐来参和作　寛政元年（1789）　国立国会図書館所蔵
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版
画
工
房
を
訪
ね
る

美
を
生
み
出
す
伝
統
の
技

「長尾版画匠」の長尾雄司
さん。3代目として摺りを
担当する。視線の先には、
今回の仕事である歌川広重
の『菖蒲に白鷺』。伝統の摺
りを取材させていただいた。

版
元
が
企
画
し
、
戯
作
者
や
絵
師
が
筆
を
振
る
う
。
そ
し
て
印
刷
さ
れ
る
。

そ
こ
に
は「
彫
師
」「
摺
師
」の
た
ゆ
み
な
い
努
力
、
そ
し
て
技
が
あ
っ
た
。

取
材
•
文
／
角
田
陽
一
、
撮
影
／
遠
藤 

純
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出
版
は
多
く
の
手
を
経
る
作
業 

令
和
も
江
戸
期
も
そ
れ
は
同
じ

　

こ
こ
で
、
江
戸
時
代
の
「
浮
世
絵
の
作

り
方
」
を
今
一
度
お
さ
ら
い
し
て
み
た
い
。

ま
ず
蔦
屋
重
三
郎
の
よ
う
な「
版
元
」が
企

画
を
考
え
、
喜
多
川
歌
麿
の
よ
う
な
「
絵

師
」
に
依
頼
す
る
。
絵
師
は
簡
単
な
下
絵

を
描
き
、
相
談
を
重
ね
て
「
版
下
絵
」
を

完
成
さ
せ
、
念
の
た
め
幕
府
の
検
閲
を
受

け
る
。
版
下
絵
を
版
木
に
貼
り
付
け
「
彫

師
」
が
彫
っ
て
「
摺
師
」
が
試
し
摺
り
を

し
、
絵
師
が
確
認
し
て
彩
色
を
指
定
す
る
。

彫
師
は
色
の
数
ご
と
に
再
度
版
木
を
彫
っ

て
揃
え
、
い
よ
い
よ
摺
師
が
す
べ
て
の
色

を
摺
り
重
ね
る
こ
と
で
「
多
色
摺
り
の
浮

世
絵
」
が
完
成
、
版
元
の
店
頭
を
飾
る
こ

と
に
な
る
。
名
声
を
浴
び
る
版
元
に
絵
師
、

だ
が
、
彫
師
に
摺
師
の
高
度
な
技
な
し
に

は
成
立
し
え
な
い
日
本
の
技
だ
っ
た
。

　

今
回
は
東
京
都
台
東
区
に
て
、
江
戸
期

の
、
お
江
戸
の
技
を
令
和
に
伝
え
る
「
長

尾
版
画
匠
」
を
伺
っ
た
。
店
舗
の
奥
の
六

畳
ほ
ど
が
そ
の
ま
ま
工
房
、
兄
弟
が
そ
れ

ぞ
れ
彫
師
と
摺
師
を
担
当
し
、
差
し
向
か

い
で
仕
事
を
し
て
い
る
。
摺
り
を
担
当
す

る
の
は
兄
の
長
尾
雄
司
さ
ん
。

「
京
都
や
上
方
の
版
画
は
白
絵
の
具
を
用

い
る
の
で
華
や
か
で
厚
み
が
出
ま
す
。
一

方
の
江
戸
版
画
は
顔
料
を
水
で
溶
く
こ
と

で
現
れ
る
、
色
の
透
明
感
が
身
上
で
す
」

　

今
回
の
摺
り
は
、
歌
川
広
重
『
菖
蒲
に

白
鷺
』
だ
。
摺
り
の
基
本
は
、
薄
い
色
か

ら
徐
々
に
摺
っ
て
い
く
こ
と
。
ま
ず
は
墨

で
輪
郭
線
を
か
た
ど
り
、
淡
墨
を
載
せ
る
。

次
い
で
背
景
の
薄
ね
ず
み
色
の
工
程
で
あ

る
。
雄
司
さ
ん
は
版
木
に
顔
料
を
載
せ
、

糊
を
混
ぜ
粘
り
を
持
た
せ
た
う
え
、
刷は
け毛

で
版
木
全
体
に
伸
ば
す
。
続
い
て
作
業
台

の
下
の
黒
い
包
み
か
ら
紙
を
取
り
出
す
。

色
の
載
っ
た
越
前
の
手
す
き
和
紙
、
乾
燥

に
よ
る
縮
み
を
防
ぐ
た
め
、
い
っ
た
ん
色

摺
り
作
業
が
始
ま
れ
ば
紙
の
保
湿
作
業
が

不
可
欠
だ
。
紙
は
バ
レ
ン
で
摺
ら
れ
新
た

な
色
彩
が
加
え
ら
れ
る
と
、
次
の
摺
り
ま

で
包
ま
れ
て
保
湿
さ
れ
る
。

　

歌
麿
や
写
楽
が
ど
ん
な
に
優
れ
た
原
画

を
描
い
て
も
、
彼
ら
に
は
決
し
て
な
し
得

な
い
技
法
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
ぼ
か
し
」

だ
。
空
間
の
曖
昧
な
感
覚
を
、
摺
師
は
仕

事
道
具
の
刷
毛
に
含
ま
せ
る
水
量
と
摺
り

の
技
で
描
く
。
あ
る
い
は
細
か
に
彫
り
込

ま
れ
た
髪
の
毛
を
に
じ
ま
せ
る
こ
と
な
く

摺
る
。
そ
し
て
顔
料
な
し
の
版
木
に
紙
を

押
し
当
て
「
立
体
感
」
を
か
た
ど
る
。

「
画
面
の
端
を
一
直
線
に
ぼ
か
す
『
一
文

字
ぼ
か
し
』
は
難
し
い
。
で
も
、
そ
れ
こ

そ
が
摺
師
の
技
で
す
ね
」。

（左から）版木に色を溶き、糊を混ぜ粘りを持たせ、刷毛で擦って伸ばしてから紙を載せ、バレンで摺る。バ
レンの動きは、版木の凸部に沿った最小限なもの。一度の作業は必ず200枚以内。それ以上摺れば、人間も、
そして版木も「疲れて」しまう。200枚近く刷った版木は半日以上休ませることで長持ちさせられるという。

左／顔料と墨。墨のかけら
を水に漬けて戻し、磨り潰
したものに糊やニカワを混
ぜ粘りを加えて用いる。右
／作業に用いる大小のバレ
ン。小型のものは「八コ」、
大型のものは「十二コ」とそ
れぞれ呼ばれる。
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浮世絵師の描いた「版下絵」
を板に貼り付け、色ごとに
版木を彫って揃える。写真
は富嶽三十六景『甲州石斑
澤』の題字を、細かな彫刻
刀で彫り込むシーン。
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版木の中でも初めから色が載らない部分は、大まかに削り
落としてしまう。細部から荒削りまで道具は多岐にわたる。

「長尾版画匠」は元々摺師が商売だったが、高齢の彫師の引退に伴い技術
を継承すべく、兄弟のうち弟の次朗さんが弟子入りして技を受け継いだ。

平面から細かな文字、水の流れに岩の皺、浮世絵
のあらゆるモチーフと絵師の技を板に彫りこむの
は、大小10本あまりの彫刻刀にノミの技法だ。

浮
世
絵
師
の
筆
の
冴
え
を

版
木
に
彫
り
こ
ん
で
伝
え
る

江
戸
期
の
印
刷
術
を
担
っ
た 

木
版
彫
り
の
高
度
な
技

　

今
、
皆
様
が
読
ま
れ
て
い
る
小
誌
の
誌

面
は
カ
メ
ラ
マ
ン
が
撮
影
し
、
ラ
イ
タ
ー

が
パ
ソ
コ
ン
で
原
稿
を
書
き
、
編
集
者
や

デ
ザ
イ
ナ
ー
が
パ
ソ
コ
ン
編
集
の
う
え
で

印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
明
治

か
ら
昭
和
後
期
ま
で
な
ら
ペ
ン
で
書
い
た

原
稿
の
活
字
印
刷
、
江
戸
期
で
は
、
筆
で

書
い
た
原
画
や
原
稿
を
も
と
に
「
彫
師
」

が
版
木
を
彫
り
上
げ
、「
摺
師
」
が
印
刷
す

る
流
れ
と
な
る
。
小
学
校
の
図
工
で
習
っ

た
版
画
、
そ
れ
は
八
世
紀
頃
の
中
国
で
発

明
さ
れ
平
安
時
代
の
日
本
に
伝
わ
り
、
江

戸
期
を
通
じ
て
庶
民
の
娯
楽
と
教
育
を
担

っ
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
。

「
長
尾
版
画
匠
」
で
は
、
弟
の
長
尾
次
朗

さ
ん
が
「
彫
師
」
を
受
け
持
つ
。
今
、
次

朗
さ
ん
の
作
業
台
の
上
に
置
か
れ
て
い
る

の
は
、
葛
飾
北
斎
の
『
富
嶽
三
十
六
景
』

か
ら
「
甲
こ
う
し
ゅ
う
か
じ
か
ざ
わ

州
石
班
澤
」。
富
士
川
の
激
流

の
中
、
漁
師
が
投と
あ
み網
を
操
る
。
背
景
に
富

士
、
投
網
が
描
く
三
角
形
と
富
士
の
山
容

が
絶
妙
な
構
図
を
描
く
。
こ
の
構
図
と
て
、

彫
師
が
版
木
に
写
さ
な
け
れ
ば
世
に
現
れ

な
い
。
さ
て
墨
一
色
摺
り
な
ら
版
木
一
枚

で
済
む
が
、
多
色
刷
り
な
ら
ば
そ
の
色
ご

と
に
、
同
じ
版
木
を
色
の
数
だ
け
、
六
色

摺
り
な
ら
六
枚
、
八
色
摺
り
な
ら
八
枚
用

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
版
木
に
用
い

ら
れ
る
の
は
木
目
が
細
か
く
狂
い
が
少
な

い
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
。
あ
る
い
は
版
木
用
の
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
と
シ
ナ
ノ
キ
の
合
板
だ
。
細
か

い
波
間
を
、
岩
の
皺
を
、
あ
る
い
は
か
細

い
字
体
の
表
現
を
、
次
朗
さ
ん
は
彫
刻
刀

を
巧
み
に
使
い
分
け
て
彫
り
上
げ
る
。

「
そ
れ
で
も
浮
世
絵
一
枚
の
版
木
す
べ
て
、

時
に
は
十
枚
以
上
も
そ
ろ
え
る
に
は
半
月

は
か
か
り
ま
す
ね
」

　

大
切
な
こ
と
は
正
確
な
彫
り
と
と
も
に
、

摺
師
が
仕
事
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ

と
。
色
の
ズ
レ
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
板

に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
見
当
」
と
呼
ば
れ
る
目

印
を
付
け
て
お
く
。
好
き
な
浮
世
絵
は

『
富
嶽
三
十
六
景
』
の
「
神
奈
川
沖
浪
裏
」

と
語
る
次
朗
さ
ん
。「
川
の
激
浪
」
に
、

新
た
に
彫
刻
刀
を
入
れ
て
い
く
。

105 蔦屋重三郎とお江戸“出版”カルチャー



三
代
以
上
続
い
た
江
戸
っ
子
の 

技
と
息
を
伝
え
る
版
画
工
房

　

東
京
都
台
東
区
元
浅
草
。
春
日
通
り
に

面
し
た
ビ
ル
の
一
階
に
「
長
尾
版
画
匠
」

は
あ
る
。
店
の
前
部
は
浮
世
絵
や
版
画
絵

葉
書
を
売
る
店
舗
、
奥
の
六
畳
ほ
ど
で
差

し
向
か
い
に
摺
師
の
長
尾
雄
司
さ
ん
と
彫

師
の
長
尾
次
朗
さ
ん
が
作
業
台
を
構
え
る
。

「
う
ち
は
明
治
中
期
の
開
業
で
し
て
ね
。

爺
さ
ん
が
開
業
し
ま
し
た
。
私
で
三
代
目

に
な
り
ま
す
」

　

明
治
の
文
明
開
化
で
最
新
式
の
活
版
印

刷
や
石
版
印
刷
が
普
及
し
つ
つ
も
木
版
の

味
わ
い
を
好
む
人
は
多
く
、
数
人
の
摺
師

を
抱
え
て
商
売
は
順
調
だ
っ
た
。

　

さ
て
浮
世
絵
の
「
版
木
」
と
い
え
ば
、

江
戸
期
に
北
斎
な
り
広
重
な
り
高
名
な
絵

師
の
指
示
の
元
で
彫
ら
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

を
、
丹
念
に
使
い
続
け
る
イ
メ
ー
ジ
だ
ろ

う
。
だ
が
、
意
外
に
も
版
木
は
消
耗
品
で

あ
る
。
無
垢
板
に
版
を
彫
っ
て
摺
れ
ば
裏

面
に
別
の
版
を
彫
り
、
あ
る
い
は
古
い
版

を
削
り
落
と
し
て
新
た
な
版
を
彫
る
な
ど

し
て
一
枚
の
板
を
使
い
込
む
。
そ
の
た
め

古
い
版
木
は
滅
多
に
残
ら
な
い
。
そ
し
て

昭
和
二
十
年（
1
9
4
5
）の
東
京
大
空
襲
、

雄
司
さ
ん
た
ち
の
父
、
直
太
郎
さ
ん
が
守

っ
て
い
た
工
房
も
焼
失
し
、
開
業
以
来
の

版
木
は
す
べ
て
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

「
そ
れ
で
も
ね
、
浮
世
絵
一
枚
さ
え
あ
れ

ば
、
形
や
色
か
ら
も
と
も
と
の
版
木
を
再

現
で
き
る
ん
で
す
。
戦
後
し
ば
ら
く
は
箸

袋
や
マ
ッ
チ
の
箱
の
印
刷
な
ん
か
で
つ
な

い
で
、
そ
れ
か
ら
版
木
を
復
元
さ
せ
た
と

い
う
こ
と
で
す
」

　

こ
う
し
て
、
江
戸
浮
世
絵
の
摺
師
と
し

て
の
技
は
み
ご
と
復
活
さ
れ
た
。

　

だ
が
息
子
で
あ
る
雄
司
さ
ん
、
次
朗
さ

ん
が
成
人
す
る
こ
ろ
、
長
年
懇
意
に
し
て

い
た
彫
師
が
高
齢
を
理
由
に
廃
業
す
る
。

そ
こ
で
次
朗
さ
ん
が
彫
師
に
弟
子
入
り
し

て
技
術
を
習
得
、
以
降
、
約
三
十
年
後
の

現
在
ま
で
、
彫
師
と
摺
師
、
兄
弟
で
の
分

業
体
制
を
貫
い
て
い
る
。
現
在
で
は
新
た

な
浮
世
絵
作
品
を
彫
っ
た
り
摺
っ
た
り
す

る
こ
と
は
な
く
、
北
斎
や
広
重
な
ど
著
名

な
浮
世
絵
師
の
作
品
、
あ
る
い
は
神
社
の

千
社
札
の
摺
り
が
仕
事
の
中
心
だ
。
千
社

札
は
一
日
で
版
木
が
彫
れ
、
一
度
に
二
〇

〇
枚
は
刷
れ
る
と
い
う
強
み
が
あ
る
。
江

戸
時
代
、
浮
世
絵
の
表
現
は
版
元
の
統
制

下
に
あ
り
、
職
人
が
自
由
な
表
現
を
試
み

2代目・長尾直太郎さん作の短冊絵貼り混ぜ。江戸期の美人
画に加え、竹久夢二の美人画、昭和の浮世絵師の作もある。

長尾雄司さんと次朗さんの父で2代目の長尾直太郎さん（1920～2013）。
昭和20年の東京大空襲で店舗と版木をすべて失うも、戦後復興の中の
細かな仕事を重ねつつ、版木を再生して「浮世絵摺師」としての技を復
興させた。浮世絵以外に、細かな短冊絵の名工でもあった。
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る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
千
社

札
は
当
時
か
ら
職
人
の
自
由
な
表
現
が
可

能
だ
っ
た
。
多
彩
な
表
現
を
求
め
、
と
き

に
「
交
換
会
」
ま
で
開
か
れ
た
と
い
う
。

　

版
画
店
舗
に
は
、
令
和
七
年
の
干
支
の

蛇
の
縁
起
物
、『
北
斎
漫
画
』
の
一
幕
を
映

し
取
っ
た
絵
葉
書
が
並
ぶ
。
絵
葉
書
は
紙

の
片
面
を
煮
出
し
た
茶
で
染
め
る
こ
と
で

味
わ
い
深
い
表
現
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

「
近
頃
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
す
か
、
そ
の

お
か
げ
で
外
国
か
ら
の
お
客
様
も
増
え
ま

し
た
。
ど
こ
か
ら
情
報
を
集
め
て
当
店
に

伺
う
の
か
、
不
思
議
な
も
の
で
す
ね
」

　

店
の
壁
に
は
美
人
画
が
架
け
ら
れ
て
い

る
。
う
な
じ
に
は
細
か
な
毛
が
「
一
セ
ン

チ
に
つ
き
二
十
本
近
く
」
描
か
れ
て
い
る
。

細
密
な
表
現
を
そ
の
ま
ま
板
に
彫
り
こ
み
、

一
寸
の
滲
み
も
な
く
紙
面
に
写
し
取
る
。

彫
師
と
摺
師
の
技
の
競
演
で
あ
る
。

店舗の一隅。現在では
大判の浮世絵や千社札
に加えポストカードも
制作、販売中。お子さ
んの画をモチーフにし
たカードもあり。

右は兄で摺師の長尾雄司さん。左は
弟で彫師の長尾次朗さん。店舗奥の
六畳ほどの小さな工房で、差し向か
いで作業をする。互いの工程が理解
できるのが制作の強み。

山手線御徒町駅と隅田川の厩橋を結
ぶ春日通りの北側に面したビルの1
階。入ってすぐに千社札やポストカ
ードが並ぶ店舗、奥が工房。
東京都台東区元浅草1-1-1
TEL. 03-3847-0772
営業時間／10：00～18：00
定休日／不定休
アクセス／都営地下鉄、つくばエクスプ
レス「新御徒町駅」より徒歩5分

長尾版画匠
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東京都墨田区亀沢2-7-2　
TEL.03-6658-8936
開館時間／9:30～17:30（入館は17：00まで）　
休館日／月曜（祝日または振替休日の場合はその
翌平日）、年末年始（12月29日～1月2日）、ほか
観覧料／一般400円 ほか（常設展）　アクセス
／都営地下鉄「両国駅」より徒歩5分

学芸員のお勧めはコレ！蔦重時代の

『仁和嘉狂言　三月 花すもう』 すみだ北斎美術館蔵

『名取酒六家選　
大もんじや内浅ぢふ 
木綿屋七ツ梅』

寛政3～5年（1791～93）　中判錦絵

寛政6年（1794）頃　大判錦絵

吉原遊女と銘酒を題材
としたシリーズの一作。
枕元で物思いに耽るの
は、大文字屋の座敷持
であった浅茅生。七ツ
梅は摂津伊丹の銘酒で
す。彼女は一体誰を想
うのか。思わず考えて
しまう所に本作の魅力
があります。

名品を観に美術館へ

東京都町田市原町田4-28-1　TEL.042-726-2771
開館時間／10:00～17:00（土日祝～17:30）
休館日／月曜（祝日の場合はその翌平日）、
12月28日～1月4日　観覧料／展示により異
なる　アクセス／JR・小田急電鉄「町田駅」
より徒歩15分

世界でも数少ない、版画専門の美術館。古くは奈良時代か
ら現代まで、日本をはじめ海外の版画を3万点超収集し、そ
の保存と調査に努めている。見るだけでなく版画を「作る」
楽しみを経験してもらうため、本格的な設備を備える。

町田市立国際版画美術館
東京都 学芸員 宮﨑黎さん

北斎がまだ勝川派の絵師として「春朗」という名で活動
していた頃、初代蔦屋重三郎のもとから出版した、吉
原夏の恒例行事・吉原俄を描いた中判錦絵の揃物「仁和
嘉狂言」の一枚。初々しい筆致が魅力であり、蔦重な
りに北斎を売り出そうしていたことがうかがえます。

葛飾北斎が約90年の生涯を過ごした東京都墨田区にある美術館。
北斎の業績を長く顕彰し、地域活性化の拠点として開設された。
作品の展示、紹介のほかさまざまな普及事業を行なっている。
北斎をはじめ浮世絵の資料を、図書室で閲覧することも可能。

学芸員 奥田敦子さん

すみだ北斎美術館

※作品は常に展示されているものではありません。展示予定は各施設へお問い合わせください。

東京都

葛飾北斎（勝川春朗）

喜多川歌麿

学芸員
おすすめ

学芸員
おすすめ

蔦重時代の作品を所蔵する美術館。一目見るべきお勧めを学芸員にお聞きした。

©Forward Stroke
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『冨本豊ひな』

「色絵立葵図香合」

寛政5年（1793）頃　
大判錦絵

江戸時代　18世紀　陶器

富本豊雛は富本節の吉原芸者であり
評判の美人。歌麿と蔦重とのタッグ
が打ち出した、上半身を大きく描く
「美人大首絵」の趣向でその微笑む様
子をとらえた優品です。輝く背景の
雲母摺りや黒の小袖が、クールな美
貌を引き立てています。

立葵の花を象った小さ
な香合です。磁器のよ
うな白と鮮やかな赤を
対比させ、アクセント
に金彩を用いています。
蓋を開けると、内側に
は露の光る金色の薄野
原が！ 夏の立葵から
秋の薄へ、季節の移ろ
いを楽しめる1点です。

東京都渋谷区神宮前1-10-10　
TEL.050-5541-8600（ハローダイヤル）
開館時間／ 10:30～17:30　休館日／月曜（祝日
の場合はその翌日）、展示替え期間、年末年始
観覧料／展示により異なる　アクセス／東京メト
ロ「明治神宮前駅」より徒歩3分

神奈川県箱根町小涌谷493-1　TEL.0460-87-3931
開館時間／9:00～17:00　休館日／12月31日、1
月1日、展示替え期間　観覧料／一般2800円 ほ
か　アクセス／箱根登山鉄道「小涌谷駅」よりバ
スで「小涌園」下車すぐ

五代太田清藏に蒐集されたコレクションを公開している美術館。
収蔵する1万5000点もの浮世絵をテーマに沿って入れ替え多彩
な企画展を通して浮世絵の魅力を発信している。

近世・近代の日本画と、東アジア（中国・韓国・日本）の陶磁器を
中心に収蔵し、縄文土器などの考古遺品や仏教美術、またガラ
ス器などの工芸品まで、幅広い分野の名品を展示している。

岡田美術館
神奈川県

学芸員 赤木美智さん

学芸員 塩谷尚子さん

太田記念美術館
東京都

喜多川歌麿

尾形乾山

千葉県千葉市中央区中央3-10-8
TEL.043-221-2311
開館時間／10:00～18:00（金・土は～20：
00）　休館日／第1月曜（祝日の場合はそ
の翌日）、年末年始　観覧料／一般300
円 ほか（常設展）　アクセス／千葉都市
モノレール「葭川公園駅」より徒歩5分

「近世から近代の日本絵画と版画」、「1945年以降の
現代美術」、「千葉市を中心とした房総ゆかりの作品」
の3つを収集方針として活動している美術館。鑑賞
だけではなくアート体験も可能。

千葉市美術館
千葉県

『当時三美人
富本豊ひな
難波屋きた　
高しまひさ』
寛政5年（1793）　
間判錦絵　

美人で有名な江戸の評判娘のそれぞれの個
性を描き出し、三尊形式に配したもの。も
ともと大判であったものを少し小さくし、
普及版として売り出した作品です。評判娘
のブロマイドは、当時一般の人びとにも高
い需要があったのでしょう。

学芸員 染谷美穂さん

喜多川歌麿

学芸員
おすすめ

学芸員
おすすめ

学芸員
おすすめ
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大阪市中央区心斎橋筋2-2-23｠｠
不二家心斎橋ビル3F　
TEL.06-4256-1311
開館時間／10:00～17:00
休館日／年末年始、展示替
え日　観覧料／一般1000円 
ほか　アクセス／大阪メトロ
「心斎橋駅」より徒歩5分

浮世絵師の四大巨匠である葛飾北斎・歌川広
重・喜多川歌麿・東洲斎写楽をはじめ、大阪や
京都ゆかりの浮世絵版画を所蔵。館内ショッ
プでは江戸時代に摺られた浮世絵も販売。

大阪浮世絵美術館
大阪府

柱に飾るため極めて細長く描かれた
柱絵という特殊な形状を活かした見
事な構図で、七福神を描いた大変縁
起の良い作品です。葛飾北斎はいろ
いろな号で作品を残していて、「春
朗」と号していた時代のものです。

学芸員 木下里菜さん

細やかな描写と丁寧な彫り、摺りが施
された狂歌絵本。柔らかな色味の賦彩
も草花や生き物の儚さ、繊細さを引き
立てます。時間を忘れて見入ってしま
う作品です。

長野県松本市島立2206-1　
TEL.0263-47-4440　開館時間／10:00～17:00
休館日／月曜（祝日または振替
休日の場合はその翌平日）、年
末年始　観覧料／一般1000
円 ほか　アクセス／松本電鉄
「大庭駅」より徒歩15分

日本最大の浮世絵博物館として、多岐にわたる
浮世絵を収集している。とくに19世紀の浮世
絵に関しては世界最大規模の品を収蔵し、北斎、
英山、英泉、国貞などの優品を多数有する。

日本浮世絵博物館
長野県

学芸員 五味あずささん

北斎が30代前半に描いた役者絵です。鉄砲
を片手に凛々しく構える姿、その足元には蔦
屋重三郎の版元印があります。天明末から寛
政にかけて、蔦屋との仕事が増え、北斎の描
く人物描写や作品全体の印象が洗練されてい
くようにみられます。

長野県小布施町小布施485　TEL.026-247-5206
開館時間／9:00～17:00
休館日／12月31日
観覧料／一般1000円 ほか
アクセス／長野電鉄「小布施駅」より
徒歩12分

葛飾北斎の専門美術館。北斎の画業の初期から最晩年
までの作品が収集されており、季節ごとに変わる展覧
会で北斎の世界を楽しめる、北斎が自ら筆をとり制作
した屋台天井絵なども間近に見ることができる。

北斎館
長野県

学芸員 内藤立子さん

『三代目大谷廣次　
新がた二郎』

『画本虫撰』 『柱絵　七福神』

寛政2年（1790）　細判錦絵

天明8年（1788）狂歌絵本
安永7年～寛政6年（1778～94）頃
柱絵

葛飾北斎

宿屋飯盛撰、喜多川歌麿画
葛飾北斎（勝川春朗）

学芸員
おすすめ

学芸員
おすすめ学芸員

おすすめ

110蔦屋重三郎とお江戸“出版”カルチャー



山口県萩市平安古町586-1　TEL.0838-24-2400
開館時間／9:00～17:00　休館日／月曜（祝日の
場合はその翌日、第1月曜日は開館）、年末年始、
展示替えなどの臨時休館あり 観覧料／一般300
円 ほか（コレクション展）　アクセス／JR「新山
口駅」からバス「萩・明倫センター」下車徒歩約5分

萩市出身の実業家である浦上敏朗のコレクションをもとに、浮
世絵とやきものを専門とする美術館。浮世絵約5200点を収蔵。
ほか、東洋陶磁約500点、陶芸・工芸約750点を収蔵する。

山口県立萩美術館・浦上記念館
山口県 島根県

数多くの名品がある東京国立博物館でも蔦重展を開
催する。蔦重が創出した価値観や芸術性に、重要文
化財の浮世絵など約250点の作品を通して迫る。誰
もが知る歌麿や写楽の「あの絵」も展示予定だ。

特別展 

「蔦屋重三郎 コンテンツビジネスの風雲児」

『婦女人相十品
 ポッピンを吹く娘』
喜多川歌麿筆 
寛政4～5年（1792～93）頃
東京国立博物館蔵

『重要文化財
 三代目大谷鬼次の江戸兵衛』
東洲斎写楽筆 
寛政6年（1794）
東京国立博物館蔵

会期／4月22日（火）～6月15日（日）
会場／東京国立博物館 平成館（東京都台東区上野公園
13-9）　TEL.050-5541-8600（ハローダイヤル）
主催／東京国立博物館、NHK、NHKプロモーション
アクセス／JR「上野駅」より徒歩10分
展覧会公式サイト　https://tsutaju2025.jp/

大阪府和泉市内田町3-6-12　TEL.0725-54-0001
開館時間／10:00～17:00　休館日／月曜（祝日の場
合はその翌平日）、年末年始、展示替え日　観覧料／
一般500円 ほか（常設展）　アクセス／泉北高速鉄道
「和泉中央駅」よりバス「美術館前」下車すぐ

日本と中国の絵画、書、工芸品など東洋古美術を主におよそ1万
3000点を所蔵し、うち浮世絵は約6000点。所蔵品を使用した年4～
5回の企画展と年1回の独自企画の特別展を開催している。

和泉市久保惣記念美術館
大阪府

寛政の三美人である高島お
ひさの姿を描いています。
襟元はゆったり開き、帯を
柔らかく結び、団扇を手に
する姿は夏の風情を感じま
す。団扇に描かれているの
は高島おひさの家紋です。

北斎が「春朗」と名のってい
た画業初期における珍しい
武者絵の作例です。右下に
「蔦重新版」とあるように版
元は蔦屋重三郎。豪力無双
の朝比奈三郎が酒樽にもた
れて寛ぎ、鬼に肩を叩かせて
いるユーモラスな情景です。

寛政6年（1794）5月、桐座で
上演された「敵討乗合話（かた
きうちのりやいばなし）」に取
材した作品です。三代目市川
高麗蔵は、当時女性から絶大
な人気を得ていた花形役者。
懐から出した手は刀を握り、
この芝居で起こる殺害のシー
ンを予感させます。

学芸員 渕田恵子さん

学芸員 後藤健一郎さん

学芸員 大森拓土さん
島根県松江市袖師町1-5　
TEL.0852-55-4700
開館時間／10：00～18：30（3月～9月
は～日没後30分）　休館日／火曜
（企画展の開催日程にあわせて休館
日変更の場合あり）、年末年始　観
覧料／一般300円 ほか（コレクショ
ン展）　アク
セス／JR「松
江駅」より徒
歩15分

約3000件の浮世絵の作品・資料を所蔵。なかでも葛飾北斎に関しては島
根県出身の北斎研究者・永田生慈のコレクションを中核に、世界で一点
または数点しか確認されていない貴重な作品を収蔵している。

島根県立美術館

『高島
おひさ』

『朝日奈三郎平ノ義秀』

『三代目市川高麗蔵の志賀大七』

18世紀後期
大判錦絵

寛政3～5年（1791～93）頃　中判錦絵

寛政6年（1794）　大判錦絵

東洲斎写楽

葛飾北斎（勝川春朗）

東洲斎写楽

学芸員
おすすめ

学芸員
おすすめ

学芸員
おすすめ
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江戸の文化を代表する浮世絵たちの絵葉書。
フレームとセットで揃えれば、

その日の気分に合わせて名作を飾れる。

厳選
グッズ
通販

展覧会や旅行、寺社に参拝した記念に買うのが楽
しい絵はがき。眺めているだけで思い出が蘇り、
コレクションのように集めている方も多い。本品
はそんなお気に入りの絵はがきを簡単にセットし
て飾ることができるマグネット式のフレームだ。
フレーム裏に設けられた穴から指を入れてマット
を押して外せば、すぐに絵はがきを入れ替えるこ
とができる。季節や気分で中身を入れ替えて楽し
みたい。今回はP112～P115で、江戸の人気絵師た
ちに因んだ絵柄の「絵はがきセット」も一緒にご紹
介。もちろん、お手持ちのお気に入りの一枚や、
思い出の写真との組み合わせも楽しめる。

絵はがき・写真をカンタン入れ替え

重文 三代目沢村宗十郎の
大岸蔵人

重文 初代市川男女蔵の
奴一平

重文 四代目松本幸四郎の
山谷の肴屋五郎兵衛

重文 市川鰕蔵の
竹村定之進

重文 三代目瀬川菊之丞の
田辺文蔵女房 おしづ

重文 三代目佐野川市松の
祇園町の白人 おなよ

重文 二代目瀬川富三郎の
大岸蔵人妻やどり木

重文 三代目大谷鬼次の
江戸兵衛

当時の人気役者を大胆にデフォルメし、役者の個
性を引き出した東洲斎写楽。表情やしぐさ、衣装
に至るまでを、この絵はがきセットで堪能できる。
海外の方へのお土産にもお勧め。

絵はがきセット 東洲斎写楽 名品撰 8枚組 

770円（税込）商品番号 BRD-5636-JT 

謎多き天才浮世絵師の
代表作がズラリ

■仕様／絵はが
き8枚組　■所蔵
先／東京国立博
物館　■サイズ
／タトウ：1 1 2×
172mm、絵はがき：
148×100mm■印
刷方法／オフセッ
トカラー

■サイズ／199×247mm　■仕様／木製枠、
紐・立て棒付き、箱入　※官製はがきサイズ
(100cm×148cm)以上のハガキ・写真でお使い
いただけます。

ハガキをカンタン入れ替え〈マグネットフレーム〉

8250円（税込）商品番号 BRD-5628-JT

作品を入れ替えれば毎日がちょっと変わる

フレーム裏にある穴から指を入れてマットを押して
外せば、すぐに絵はがきを入れ替えることができる。 紐・立て棒付きのため、壁に飾ることも、立てかけて飾ることもできる。

お気に入りの一枚をセットして楽しもう。

112蔦屋重三郎とお江戸“出版”カルチャー



今日は写楽、明日は歌麿？

婦女人相十品・
ビードロ吹き

當時全盛美人揃・
瀧川

おひさ、おきたの腕相撲 台所美人

姿見七人化粧・
びん直し

歌撰恋之部・
物思恋

江戸三美人・
富本豊雛、難波屋
おきた、高しまおひさ

当世踊子揃・
吉原雀

喜多川歌麿といえば、なんとい
っても美人画だろう。髪の毛の
一本一本まで丁寧に描かれた女
性たちの優美さには溜息がこぼ
れる。市井の女性をはじめ、美
人と評判だった女性たちがそろ
い踏み。

絵はがきセット 喜多川歌麿 名品撰 8枚組 

770円（税込）商品番号 BRD-5637-JT 

市井や遊里の美人たちにうっとり

■仕様／絵はがき8枚組　■所蔵先／
東京国立博物館 ほか　■サイズ／タト
ウ：112×172mm、絵はがき：150×105mm
が5枚、148×100mmが3枚　■印刷方法
／オフセットカラー

猫の六毛撰 鼠よけの猫 猫あそび 金魚づくし・百ものがたり 金魚づくし・さらいとんび

金魚づくし・玉や玉や 猫のすずみ 流行猫の曲手まり

歌川国芳は武者絵や美人画、
戯画など幅広いジャンルで才
能をいかんなく発揮した浮世
絵師。まるで人間のように生
き生きと動き回る金魚や猫た
ちを見ていると、国芳の観察
眼の鋭さや愛らしいユーモア
に触れることができる。

絵はがきセット 歌川国芳 戯画撰 8枚組 

770円（税込）商品番号 BRD-5638-JT 

歌川国芳の
動物愛に心癒される

■仕様／絵はがき8枚組　■所蔵先／東京国立博物館 ほか　■サイズ／タトウ：112×172mm、絵はがき：148×100mm　
■印刷方法／オフセットカラー
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暮らしに溶け込む
小さなアート

黄鳥 長春 文鳥 辛夷花 鵙 翠雀 虎耳草 蛇苺 鷽 垂桜 鵤 白粉花

芍薬 カナリア 鵙 小薊 翡翠 鳶尾艸 瞿麦 藤 鶺鴒 子規 杜鵑花

天才的なデッサン力と想像力、類
まれな構成力で世界中で人気の葛
飾北斎は、風景画のみならず花鳥
画も多くてがけた。その中から、
春～秋頃にかけての色とりどりの
花鳥画を10枚集めた。

絵はがきセット 葛飾北斎 
花鳥画撰 10枚組

990円（税込）
商品番号 BRD-5639-JT 

緻密な描写に思わず息を呑む北斎の花鳥画

■仕様／絵はが
き10枚組　■所
蔵先／東京国立
博物館　■サイ
ズ／タトウ：112×
172mm、絵はが
き：148×100mm　
■印刷方法／オ
フセットカラー

日本橋 箱根

原 蒲原

御油 四日市 庄野 京都

歌川広重の名作《東海道五十三次》から名所
を厳選。東京から京都に至るまでの道中の
人の様子や名物など、当時の様子が垣間見
れて楽しい。

絵はがきセット 
東海道五拾三次 8枚組

770円（税込）
商品番号 BRD-5640-JT 

絵はがきを介して
往時の人 と々旅に出よう

■仕様／絵はがき8枚組
■所蔵先／東京国立博物館
■サイズ／タトウ：112×172mm、絵はがき：150×105mm
■印刷方法／オフセットカラー
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トラ フクロウ テナガサル ゾウ

ネコ キツネ リス アヒル・シナガチョウ

ゆるい画風が現代人の心も鷲掴みに

江戸時代の絵師・鍬形蕙斎（くわがたけいさい）。
抜け感のある画風で人気の〈鳥獣略画式〉から、愛
らしい動物たちを絵はがきセットにした。そのま
ま飾るのはもちろん、空いたスペースに文字を書
き加えて、世界で一枚の作品にするのも楽しい。

絵はがきセット〈鳥獣略画式〉
鍬形蕙斎（8枚組）

770円（税込）商品番号 BRD-5641-JT 

■仕様／絵はがき
8枚組　■所蔵先
／福岡市博物館
蔵　■サイズ／タ
トウ：112×172mm、
絵はがき：1 4 8×
100mm　■印刷
方法／オフセットカ
ラー

《夏秋草図》は、酒井抱一が一橋治済（ひとつばしはるさだ）のために尾形光琳筆《風神雷神図》の裏
面にあとから描いた作品（東京国立博物館蔵）。現在は保存のために表裏は別の屏風に改装されてい
るが、本商品は2作品の元の姿をイメージして制作した。雷神図の裏には雨に打たれた夏草が、そし
て風神図の裏には風神が巻き起こした風に吹かれているかのように、秋草が描かれていた。

扇子〈風神雷神図・夏秋草図〉 尾形光琳・酒井抱一 (男女兼用) 

6600円（税込）商品番号 BRD-5635-JT

■サイズ／19.6cm(6寸５分)　■仕様／和紙、唐木骨25間　■
仕立／宮脇賣扇庵　■印刷方法／オフセットカラー　■備考
／作品解説書入、化粧箱入

歌川国芳は江戸時代末期の浮世絵師。14歳で画壇
デビューを果たし、風景画・美人画・役者絵・花鳥
画・武者絵など、幅広い作域で活躍した。《金魚づ
くし》は擬人化された金魚たちがまるで人間のよ
うに動き回る様子が楽しい作品（東京国立博物館
蔵）。水中で戯れる金魚たちの笑い声が扇子の風
に乗って今にも聞こえてきそうだ。

扇子〈金魚づくし〉 歌川国芳 (女性用) 

4400円（税込）商品番号 BRD-5634-JT 

金魚たちの笑い声が
今にも聞こえてきそう

記念的な両面屏風を“元の姿で”扇子に

表

裏

■サイズ／22.7cm(7寸５分) 　
■仕様／和紙、唐木骨30
間　■仕立／宮脇賣扇庵　
■印刷方法／オフセットカ
ラー　■備考／作品解説
書入、化粧箱入
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新たに迎える令和7年（2025）は巳年。
新年に合わせて、守り本尊を傍らに置けば、
きっと今年も良い年が過ごせるはず。

まだある！ イチオシ商品

十二支のお守り本尊 
虚空蔵菩薩（丑・寅年）

2万6400円（税込）
商品番号 NGE-4508-JT

丑・寅年生まれの
お守り本尊

丑・寅年のお守り本尊は虚空蔵菩薩。
虚空が限りない智慧と慈悲を備える。
願いを叶え、福徳を司り、知恵を授
けるとされる。

■カラー／古美青銅、古美金、古美茶　■サ
イズ／幅6.5×高さ15×奥行6.5cm　■重量／
約580g　■材質／亜鉛合金
※ご注文の際、カラーをご指定ください。カラー
イメージは「千手観音菩薩（子年）」をご参照く
ださい。

十二支のお守り本尊 
勢至菩薩（午年）

2万6400円（税込）
商品番号 NGE-4511-JT

午年生まれの
お守り本尊

午年のお守り本尊は勢至菩薩。偉
大な知恵の力で人々の迷いを除き、
光明であまねく一切を照らし人々
を苦難から救い出す。

■カラー／古美青銅、古美金、古美茶
■サイズ／幅6.5×高さ15×奥行6.5cm
■重量／約570g　■材質／亜鉛合金
※ご注文の際、カラーをご指定ください。カ
ラーイメージは「千手観音菩薩（子年）」をご
参照ください。

十二支のお守り本尊 
普賢菩薩（辰・巳年）

2万6400円（税込）
商品番号 NGE-4510-JT

辰・巳年生まれの
お守り本尊

辰・巳年のお守り本尊は普賢菩薩。
人々を生死の苦しみから救い、理
性と知性、慈悲の徳によって人々
に幸福な人生を授ける。

■カラー／古美青銅、古美金、古美茶
■サイズ／幅7.3×高さ15×奥行6cm
■重量／約900g　■材質／亜鉛合金
※ご注文の際、カラーをご指定ください。カ
ラーイメージは「千手観音菩薩（子年）」をご
参照ください。

十二支のお守り本尊 
文殊菩薩（卯年）

2万6400円（税込）
商品番号 NGE-4509-JT

卯年生まれの
お守り本尊

卯年のお守り本尊は文殊菩薩。「文
殊の知恵」といわれ、知恵と戒律
を司る菩薩。日常生活に普遍の知
恵と悟りを導くとされる。

■カラー／古美青銅、古美金、古美茶
■サイズ／幅7.5×高さ15×奥行6cm
■重量／約900g　■材質／亜鉛合金
※ご注文の際、カラーをご指定ください。カ
ラーイメージは「千手観音菩薩（子年）」をご
参照ください。

古
美
青
銅

古
美
茶

古
美
金

■カラー／古美青銅、古美金、古美茶　■サイズ／幅7.5×高さ15.5×奥行6.5cm　■重
量／約740g　■材質／亜鉛合金　※ご注文の際、カラーをご指定ください。

生まれの干支ごとに定められている
「お守り本尊」。ここでは400年以上の
歴史を持つ日本有数の銅器産業の町、
富山県高岡市で丹精を込めて作られて
いる本格仏像を紹介する。千手観音は
広範囲にわたり人々を救うとされる万
能の菩薩。千の手と千の眼は、救う手
段の豊富さを表す。

商品番号 NGE-4507-JT

十二支のお守り本尊 千手観音菩薩（子年）

2万6400円（税込）

子年生まれのお守り本尊

アンティークな風合の古美色
は、高岡の工房に相伝する技
法で一点一点着色している。
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未・申年生まれのお守り本尊は大日如来。密
教において宇宙の真理、すべての現象の根源
とされる仏。全世界の平和と繁栄を司る。

十二支のお守り本尊 大日如来（未・申年）

2万6400円（税込）
商品番号 NGE-4512-JT

未・申年生まれの
お守り本尊

■カラー／古美青
銅、古美金、古美
茶　■サイズ／幅
8×高さ15.5×奥行
6.5cm　■重量／
約660g　■材質
／亜鉛合金
※ご注文の際、カ
ラーをご指定くださ
い。カラーイメージは
「千手観音菩薩
（子年）」をご参照く
ださい。

酉年生まれのお守り本尊は不動明王。種々の
煩悩を取り除き一切の災いを焼き払うとされ
る。人々を救うため、あえて厳しい姿をとる。

十二支のお守り本尊 不動明王（酉年）

2万6400円（税込）
商品番号 NGE-4513-JT

酉年生まれのお守り本尊

■カラー／古美青
銅、古美金、古美
茶　■サイズ／幅
6×高さ15.5×奥行
3.6cm　■重量／
約420g　■材質
／亜鉛合金
※ご注文の際、カ
ラーをご指定くださ
い。カラーイメージは
「千手観音菩薩
（子年）」をご参照く
ださい。

戌・亥年生まれのお守り本尊は阿弥陀如来。無
限の寿命と限りない智慧で人々を救い続ける。
加護を祈れば穏やかに暮らすことができる。

十二支のお守り本尊 阿弥陀如来（戌・亥年）

2万6400円（税込）
商品番号 NGE-4514-JT

戌・亥年生まれの
お守り本尊

■カラー／古美青
銅、古美金、古美
茶　■サイズ／幅
5.5×高さ15×奥行
4.5cm　■重量／
約380g　■材質
／亜鉛合金
※ご注文の際、カ
ラーをご指定くださ
い。カラーイメージは
「千手観音菩薩
（子年）」をご参照く
ださい。
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「時空旅人」係行
歴史プラス

112

差出有効期間
2025年9月
30日まで

7242

1 0 7 8 7 9 0

東京都港区赤坂２-１６-２０
トリオ赤坂ビル４Ｆ

赤坂局承認

郵 送

ご注文方法

切手不要、ポスト投函 0120-002-506
ご希望の商品番号・商品名・数量と、お
届け先のご住所・お名前・電話番号をご
記入の上、FAXしてください。

左のハガキに必要事項をご記入の上、
キリトリ線で切り、ハガキの大きさの厚紙
に貼って投函してください。

受付時間／月～金曜日、10：00～18：00
土日祝は休み

0120-007-818
インターネット

24時間
受付 フリーダイヤル

FAX
24時間
受付

PC、スマートフォンからアクセス可能。

https://rekishiplus.com
歴史プラス 検索

●お支払い方法について
インターネットでお申し込みの場合は、代金引換、クレジットカード決済、Amazon Pay、コンビニ
決済（前払い）がご利用いただけます。
フリーダイヤル、ハガキ、FAXでお申し込みの場合は、代金引換のみとなります。

●送料について
1回のご注文につき880円（税込）の送料がかかります。また、代金引換でお支払いの場合、
別途代引き手数料が必要となりますのであらかじめご了承ください。　※沖縄・離島の送料
は1830円（税込）となります。

●代引き手数料について
税込合計金額が、1万円以下の場合は330円（税込）、3万円以下は440円（税込）、10万円
以下は660円（税込）となります。

●その他
商品はお申し込み後、10営業日前後でお届けいたします。メーカー在庫切れの場合、納期ま
でお時間をいただく場合がございますのでご了承ください。お客様のご都合による返品・交換
は原則として受け付けておりません。なお特別な理由がある場合には、返品をお受けする場
合がございます。その際の送料はお客様にご負担いただきます。

左のハガキに必要事項をご記入の上、FAXしていただくこ
ともできます。

※ご注文をご希望される商品がハガキに書ききれない際は、
余白またはハガキ裏面（ハガキに貼り合わせた厚紙）にご記入ください。





森を切り開き、セルフビルドでログハウスを建てました。
完成後、都会から移住し田舎暮らしを満喫中！

木の香り溢れる室内は
木の特性である調湿効果により

年間を通して快適な空間となります。
住宅から店舗・施設まで様々な用途に

ログハウスをおすすめします。

木の香り溢れれる室内は

Log house
recommendations

Bicycle HouseBike HouseGarden House

いろいろなおしゃれな小屋
オリジナル製作致します！



『箱入娘面屋人魚』
はこいりむすめめんやにんぎょう

蔦屋重三郎の有名なワンシー
ン。幕府に目をつけられ、筆
を折ろうとしている山東京伝
に、版元である蔦重が本作の
依頼した経緯を「まじめなる
口上」として読者へ説明。さ
らに購入を勧める。
山東京伝作　寛政3年（1791）
国立国会図書館所蔵

※ハガキにご記入いただいたお名前や年齢などの個人情報は、誌面作りの目的以外で
は一切使用いたしません。

【応募要項】　下記の必要項目をご記入いただき、
　　　　　　官製ハガキにてご応募ください。
　　　　　　当選者の発表は発送をもってかえさせていただきます。
【必要項目】　氏名／年齢／性別／住所／電話番号／
　　　　　　本誌を読んだ感想や読んでみたい企画（イラストもOK！）
【応募宛先】　〒160-0002　東京都新宿区四谷坂町2-18
　　　　　　株式会社プラネットライツ
　　　　　　時空旅人編集部　別冊「蔦屋重三郎」読者プレゼント係
【応募締切】　2025年2月7日（金）必着（当日消印有効）

高橋克典『青樓にて　喜多川歌麿「雪月花」異聞』（未知谷）
3名様

サンエイムック
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